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はじめに

ここでは、次の内容について説明します。

•対象読者, on page xi
•表記法（xiiページ）
•マニュアルに関するフィードバック（xiiiページ）

対象読者
本書は、Cisco Nexusデバイスおよび Cisco Nexus 2000シリーズファブリックエクステンダの
設定と保守を行う、経験豊富なネットワーク管理者を対象としています。

このマニュアルは、次のような経験と知識を持つネットワーク管理者とサーバ管理者を対象と

しています。

VMware vNetwork Distributed Switchの知識は必要ありません。Note

•仮想化の知識

•仮想マシンを作成し、VMware vSwitchを実装する Virtual Machine Manager（VMM）ソフ
トウェアの使用

• Amazon Web Service（AWS）やMicrosoft Azureなどのプロバイダークラウド上でアカウ
ントを作成できること

•仮想化の知識

•ハイパーバイザホストマシンソフトウェアを使用した、仮想マシンの作成および仮想ス
イッチの設定

•仮想化の知識

• VMware vSwitch、Microsoft System Center Virtual Machine Manager（SCVMM）、または
OpenStackなど、スイッチ用の対応するハイパーバイザ管理ソフトウェアについての知識

Cisco Nexus 3548スイッチ NX-OSマルチキャストルーティング構成ガイド、リリース 10.6(x)
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表記法

お客様のニーズを満たすためにドキュメントを更新するという継続的な取り組みの一環とし

て、シスコでは設定タスクの文書化方法を変更しました。そのため、本ドキュメントには、従

来とは異なるスタイルでの設定タスクが説明されている部分もあります。ドキュメントに新た

に組み込まれるようになったセクションは、新しい表記法に従っています。

（注）

コマンドの説明には、次のような表記法が使用されます。

説明表記法

太字の文字は、表示どおりにユーザが入力するコマンドおよび

キーワードです。

bold

イタリック体の文字は、ユーザが値を入力する引数です。italic

省略可能な要素（キーワードまたは引数）は、角かっこで囲ん

で示しています。

[x]

いずれか1つを選択できる省略可能なキーワードや引数は、角
カッコで囲み、縦棒で区切って示しています。

[x | y]

必ずいずれか1つを選択しなければならない必須キーワードや
引数は、波かっこで囲み、縦棒で区切って示しています。

{x | y}

角かっこまたは波かっこが入れ子になっている箇所は、任意ま

たは必須の要素内の任意または必須の選択肢であることを表し

ます。角かっこ内の波かっこと縦棒は、省略可能な要素内で選

択すべき必須の要素を示しています。

[x {y | z}]

ユーザが値を入力する変数であることを表します。イタリック

体が使用できない場合に使用されます。

variable

引用符を付けない一組の文字。stringの前後には引用符を使用
しません。引用符を使用すると、その引用符も含めて stringと
みなされます。

string

例では、次の表記法を使用しています。

説明表記法

スイッチが表示する端末セッションおよび情報は、スクリーン

フォントで示しています。

screen フォント

ユーザが入力しなければならない情報は、太字のスクリーン

フォントで示しています。

太字の screen フォント

Cisco Nexus 3548スイッチ NX-OSマルチキャストルーティング構成ガイド、リリース 10.6(x)
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説明表記法

ユーザが値を指定する引数は、イタリック体の screenフォント
で示しています。

イタリック体の screenフォン

ト

パスワードのように出力されない文字は、山カッコ（< >）で
囲んで示しています。

< >

システムプロンプトに対するデフォルトの応答は、角カッコ

で囲んで示しています。

[ ]

コードの先頭に感嘆符（!）またはポンド記号（#）がある場合
には、コメント行であることを示します。

!、#

このマニュアルでは、次の表記法を使用しています。

「注釈」です。役立つ情報やこのマニュアルに記載されていない参照資料を紹介しています。（注）

「要注意」の意味です。機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述されて

います。

注意

マニュアルに関するフィードバック
このマニュアルに関する技術的なフィードバック、または誤りや記載もれなどお気づきの点が

ございましたら、HTMLドキュメント内のフィードバックフォーム
（intercloud-fabric-doc-feedback@cisco.com）よりご連絡ください。

ご協力をよろしくお願いいたします。
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第 1 章

新機能および変更された機能に関する情報

•新機能および変更された機能に関する情報（1ページ）

新機能および変更された機能に関する情報
表 1 : Cisco Nexus NX-OSリリース 10.6(x)の新機能および変更された機能

参照先変更が行われたリ

リース

説明特長

PIMの注意事項と制約事項
（50ページ）

PIM設定の確認（75ペー
ジ）

10.6(1)FPIMグレースフルSPT機
能をデフォルトにするた

めのサポートが追加され

ました。

PIMの graceful-spt
機能がデフォルト

になるように設定
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第 2 章

概要

この章では、Cisco NX-OSのマルチキャスト機能について説明します。

この章は、次の項で構成されています。

•ライセンス要件（3ページ）
•サポートされるプラットフォーム（4ページ）
•マルチキャストに関する情報（4ページ）
• SWと HWマルチキャストルート間の不一致のトラブルシューティング （14ページ）
•その他の参考資料（15ページ）
•関連資料（15ページ）
•テクニカルサポート（15ページ）

ライセンス要件
Cisco NX-OSを動作させるには、機能とプラットフォームの要件に従って適切なライセンスを
取得し、インストールする必要があります。

•基本（Essential）ライセンスとアドオンライセンスが、さまざまな機能セットに使用でき
ます。

•ライセンスは、製品および購入オプションに応じて、永続的、一時的、または評価可能な
場合があります。

•高度な機能を使用するには、基本ライセンス以外の追加の機能ライセンスが必要です。

•高度な機能を使用するには、基本ライセンス以外の追加ライセンスが必要です。

•ライセンスの適用と管理は、デバイスのコマンドラインインターフェイス（CLI）を介し
て行われます。

ハードウェアの取り付け手順の詳細については、次を参照してください。 Cisco NX-OSライセ

ンシングガイドおよび Cisco NX-OSライセンシングオプションガイド。
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サポートされるプラットフォーム
Nexus Switchプラットフォームサポートマトリックスは、次をリストします：

•サポートされている Cisco Nexus 9000および 3000スイッチモデル

• NX-OSソフトウェアリリースバージョン

フルプラットフォーム機能マッピングは、「NexusSwitchプラットフォームサポートマトリッ
クス」を参照します。

マルチキャストに関する情報
IPマルチキャストは、同一セットの IPパケットをネットワーク上の複数のホストに転送する
手法です。IPv4ネットワークで、マルチキャストを使用して、複数の受信者に効率的にデータ
を送信できます。

マルチキャストには、グループと呼ばれる IPマルチキャストアドレスに送信されたマルチキャ
ストデータの送信側と受信側の配信と検出の両方の手法が含まれます。グループと送信元 IP
アドレスが入ったマルチキャストアドレスは、しばしばチャネルと呼ばれます。InternetAssigned
Number Authority（IANA）では、IPv4マルチキャストアドレスとして、224.0.0.0～
239.255.255.255を割り当てています。詳細については、
http://www.iana.org/assignments/multicast-addressesを参照してください。

マルチキャストに関連する RFCの完全なリストについては、「IPマルチキャストに関する
IETF RFC」を参照してください。

（注）

ネットワーク上のルータは、受信者からのアドバタイズメントを検出して、マルチキャスト

データの要求対象となるグループを特定します。その後、ルータは送信元からのデータを複製

して、対象の受信者へと転送します。グループ宛のマルチキャストデータが送信されるのは、

そのデータを要求する受信者を含んだ LANセグメントだけです。

図 1に、1つの送信元から 2つの受信者へと、マルチキャストデータを送信する場合の例を示
します。この図で、中央のホストが属する LANセグメントにはマルチキャストデータを要求
する受信者が存在しないため、このホストは受信者にデータを転送しません。
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図 1 : 1つの送信元から 2つの受信者へのマルチキャストトラフィック

Cisco Nexus 3500シリーズスイッチの一貫性チェッカーコマンド
整合性チェッカーは、ネットワークシステムのソフトウェア状態を、サポートされているモ

ジュールのハードウェア状態と比較します。これにより、後のトラブルシューティングの時間

を短縮できます。整合性チェッカーは、基本的なトラブルシューティングを補足するもので、

ソフトウェアテーブルとハードウェアテーブル間の不整合な状態がネットワークの問題を引き

起こしているシナリオを特定するのに役立ちます。これにより、問題を解決するための平均時

間が短縮されます。

次の整合性チェッカーコマンドは、Cisco NX-OSリリース 9.3(3)のレイヤ 2でサポートされて
います。

• show consistency-checker membership vlan <vlanid> [native-vlan]：ソフトウェアのVLANメン
バーシップがハードウェアにプログラムされているものと同じであることを判別します。

• show consistency-checkermembership port-channels [interface <ch-id>]：すべてのモジュールの
ハードウェアのポートチャネルメンバーシップをチェックし、ソフトウェア状態で検証

します。

• show consistency-checker stp-state vlan <vlan>：ソフトウェアのスパニングツリーの状態が、
ハードウェアでプログラミングされた状態と同じかどうかを判別します。このコマンド

は、動作中（アップ）のインターフェイスでのみ実行されます。

• show consistency-checker l2 module <modnum>：学習したMACアドレスがソフトウェアと
ハードウェア間で一貫していることを確認します。また、ハードウェアに存在するがソフ

トウェアには存在しない追加エントリと、ハードウェアに存在しないエントリも表示され

ます。

• show consistency-checker link-state module <moduleID>：インターフェイスのリンク状態ス
テータスについて、ソフトウェアとハードウェア間のプログラミングの一貫性を確認しま

す。

次の整合性チェッカーコマンドは、Cisco NX-OSリリース 9.3(3):のレイヤ 3でサポートされて
います。
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• show consistency-checker l3-interface module <moduleid>：L3インターフェイスの入力および
出力転送テーブルについて、ソフトウェアとハードウェア間のプログラミングの整合性を

確認します。

• test forwarding ipv4 [ unicast] inconsistency [suppress_transient] [ vrf vrf-name ] [stop]：レイヤ
3整合性チェックを開始または停止します。

• show forwarding ipv4 [unicast] inconsistency [ vrf vrf-name ]：レイヤ 3整合性チェックの結果
を表示します。

• show consistency-checker forwarding single-route ipv4 <ip-prefix> vrf <vrf-name>：単独ルート
の整合性チェックの結果を表示します。

• clear forwarding [ipv4 | ip] [unicast] inconsistency：IP転送の不整合を解消します。

• show consistency-checker gwmacdb：ルータMACの一貫性チェックの結果を表示します。

次の整合性チェッカーコマンドは、Cisco NX-OSリリース 9.3(3)からのマルチキャストでサ
ポートされています。

• show consistency-checker l2 multicast group <grp-address> source <src-address> vlan <vlan-id>
[dump-debug-logs]：ソフトウェアとハードウェア間の L2 IGMPエントリのレイヤ 2マルチ
キャストの整合性を確認します。

• show consistency-checker l3 multicast group <grp-address> source <src-address> vrf <vrf-string>
[dump-debug-logs]：ソフトウェアおよびハードウェア間 L3マルチキャストルートエント
リのレイヤ 3マルチキャストの整合性を確認します。

マルチキャスト配信ツリー

マルチキャスト配信ツリーとは、送信元と受信者を中継するルータ間の、マルチキャストデー

タの伝送パスを表します。マルチキャストソフトウェアはサポートするマルチキャスト方式に

応じて、タイプの異なるツリーを構築します。

送信元ツリー

送信元ツリーは、送信元からネットワーク経由でマルチキャストトラフィックを伝送する場合

の最短パスです。特定のマルチキャストグループへと送信されたマルチキャストトラフィッ

クが、同じグループのトラフィックを要求する受信者へと転送されます。送信元ツリーは、最

短パスとしての特性から、最短パスツリー（SPT）と呼ばれることがあります。図 2では、ホ
スト Aを起点とし、ホスト Bおよび Cに接続されているグループ 224.1.1.1の送信元ツリーを
示しています。
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図 2 :送信元ツリー

表記（S、G）は、グループ Gの任意の送信元 Sからのマルチキャストトラフィックを表しま
す。図 2のSPTは、（192.1.1.1, 224.1.1.1）と記述されます。同じグループの複数の送信元から
トラフィックを送信できます。

共有ツリー

共有ツリーとは、共有ルート、つまりランデブーポイント（RP）から各受信者に、ネットワー
ク経由でマルチキャストトラフィックを伝送する共有配信パスを表します（RPは各ソースへ
の SPTを作成します。）共有ツリーは、RPツリー（RPT）とも呼ばれます。図 3では、ルー
タ Dに RPを持つ、グループ 224.1.1.1の共有ツリーを示しています。データは送信元ホスト
Aおよびホスト Dからルータ D（RP）に送信され、そこから受信者ホスト Bおよびホスト C
にトラフィックが転送されます。
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図 3 :共有ツリー

表記（*、G）は、グループGの任意の送信元からのマルチキャストトラフィックを表します。
図 3の共有ツリーは、（*、224.2.2.2）と記述されます。

マルチキャスト転送

マルチキャストトラフィックは任意のホストを含むグループ宛に送信されるため、ルータはリ

バースパスフォワーディング（RPF）を使用して、グループのアクティブな受信者にデータ
をルーティングします。受信者がグループに加入すると、送信元方向へ向かうパス（SSMモー
ドの場合）、またはRP方向へ向かうパス（ASMモードの場合）が形成されます。送信元から
受信者へのパスは、受信者がグループに加入したときに作成されたパスと逆方向になります。

マルチキャストパケットが着信するたびに、ルータは RPFチェックを実行します。パケット
が送信元につながるインターフェイスに到着すると、パケットはグループの発信インターフェ

イス（OIF）リスト内の各インターフェイスから転送されます。それ以外の場合、パケットは
ドロップされます。

図 4では、異なるインターフェイスから受信するパケットの RPFチェックの例を示します。
E0に着信したパケットは、RPFチェックに失敗します。これは、ユニキャストテーブルで、
対象の送信元ネットワークがインターフェイスE1に関連付けられているためです。E1に着信
したパケットは、RPFチェックに合格します。これは、ユニキャストルートテーブルで、対
象の送信元ネットワークがインターフェイス E1に関連付けられているためです。
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図 4 : RPFチェックの例

Cisco NX-OS PIM
Cisco NX-OSは Protocol Independent Multicast（PIM）スパースモードを使用したマルチキャス
トをサポートしています。PIMは IPルーティングプロトコルに依存せず、使用されているす
べてのユニキャストルーティングプロトコルが提供するユニキャストルーティングテーブル

を利用できます。PIMスパースモードでは、ネットワーク上の要求元だけにマルチキャスト
トラフィックが伝送されます。PIMデンスモードは Cisco NX-OSではサポートされていませ
ん。

このマニュアルで、「PIM」という用語は PIMスパースモードバージョン 2を表します。（注）

マルチキャストコマンドにアクセスするには、PIM機能をイネーブルにする必要があります。
ドメイン内の各ルータのインターフェイス上で、PIMをイネーブルにしないかぎり、マルチ
キャスト機能はイネーブルになりません。PIMは IPv4ネットワーク用に設定できます。デフォ
ルトでは、IGMPがシステムで実行されています。

マルチキャスト対応ルータ間で使用される PIMは、マルチキャスト配信ツリーを構築して、
ルーティングドメイン内にグループメンバーシップをアドバタイズします。PIMは、複数の
送信元からのパケットが転送される共有配信ツリーと、単一の送信元からのパケットが転送さ

れる送信元配信ツリーを構築します。

配信ツリーは、リンク障害またはルータ障害のためにトポロジが変更されると、トポロジを反

映して自動的に変更されます。PIMは、マルチキャスト対応の送信元と受信者の両方を動的に
追跡します。

ルータはユニキャストルーティングテーブルおよび RPFルートを使用して、マルチキャスト
ルーティング情報を生成します。

このマニュアルでは、「IPv4用の PIM」という表現は、Cisco NX-OSにおける PIMスパース
モードの導入を表します。PIMドメインには、IPv4ネットワークを含めることができます。

（注）
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図 5では、IPv4ネットワークで 2つの PIMドメインを示します。

図 5 : IPv4ネットワーク内の PIMドメイン

図 5では、PIMの次の要素を示します。

•矢印の付いた直線は、ネットワークで伝送されるマルチキャストデータのパスを表しま
す。マルチキャストデータは送信元ホストの Aおよび Dから発信されます。

•点線でつながれているルータ Bおよび Fは、Multicast Source Discovery Protocol（MSDP）
ピアです。MSDPを使用すると、他のPIMドメイン内にあるマルチキャスト送信元を検出
できます。

•ホスト Bおよびホスト Cではマルチキャストデータを受信するため、インターネットグ
ループ管理プロトコル（IGMP）プロトコルを使用して、マルチキャストグループへの加
入要求をアドバタイズします。

•ルータ A、C、および Dは指定ルータ（DR）です。LANセグメントに複数のルータが接
続されている場合は（Cや Eなど）、PIMソフトウェアによって DRとなるルータが 1つ
選択されます。これにより、マルチキャストデータの窓口として、1つのルータだけが使
用されます。

ルータBとルータ Fは、それぞれ異なる PIMドメインのランデブーポイント（RP）です。RP
は、複数の送信元と受信者を接続するため、PIMドメイン内の共通ポイントとして機能しま
す。
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PIMは送信元と受信者間の接続に関して、2つのマルチキャストモードをサポートしていま
す。

• Any Source Multicast（ASM）

• Source Specific Multicast（SSM）

CiscoNX-OSでは上記モードを組み合わせて、さまざまな範囲のマルチキャストグループに対
応することができます。マルチキャスト用の RPFルートを定義することもできます。

アーキテクチャセールスマネージャ（ASM）

Any SourceMulticast（ASM）は PIMツリー構築モードの 1つです。新しい送信元および受信者
を検出する場合には共有ツリーを、受信者から送信元への最短パスを形成する場合は送信元ツ

リーを使用します。共有ツリーでは、ランデブーポイント（RP）と呼ばれるネットワークノー
ドをルートとして使用します。送信元ツリーは第1ホップルータをルートとし、アクティブな
発信元である各送信元に直接接続されています。ASMモードでは、グループ範囲に対応する
RPが必要です。RPは静的に設定することもできれば、Auto-RPプロトコルまたはブートスト
ラップルータ（BSR）プロトコルを使用して、グループと RP間の関連付けを動的に検出する
こともできます。

RPを設定する場合、デフォルトモードは ASMモードです。

ASMの構成に関する詳細は、「ASMまたは Bidirの構成」セクションを参照してください。

SSM

送信元固有マルチキャスト（SSM）は、マルチキャスト送信元への加入要求を受信する LAN
セグメント上の代表ルータを起点として、送信元ツリーを構築する PIMモードです。送信元
ツリーは、PIM加入メッセージを送信元方向に送信することで構築されます。SSMモードで
は、RPを設定する必要がありません。

SSMモードの場合、PIMドメインの外部にある送信元と受信者を接続できます。

SSMの構成に関する詳細は、「SSMの構成」セクションを参照してください。

マルチキャスト用 RPFルート

静的マルチキャスト RPFルートを設定すると、ユニキャストルーティングテーブルの定義内
容を無効にすることができます。この機能は、マルチキャストトポロジとユニキャストトポ

ロジが異なる場合に使用されます。

マルチキャストのRPFルートの構成に関する詳細は、「マルチキャストのRPFルートの構成」
セクションを参照してください。

IGMP
デフォルトでは、PIMのインターネットグループ管理プロトコル（IGMP）が、システムで実
行されています。
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IGMPプロトコルは、マルチキャストグループのメンバーシップを要求するため、マルチキャ
ストデータを受信する必要があるホストで使用されます。グループメンバーシップが確立さ

れると、対象のグループのマルチキャストデータが要求元ホストの LANセグメントに転送さ
れます。

インターフェイスには IGMPv2または IGMPv3を設定できます。SSMモードをサポートする場
合は、IGMPv3を使用するのが一般的です。デフォルトでは IGMPv2がイネーブルになってい
ます。

IGMPの構成に関する詳細は、「IGMPの設定（17ページ）」を参照してください。

IGMPスヌーピング
IGMPスヌーピングは、VLANで既知の受信者に接続された一部のポートだけにマルチキャス
トトラフィックを転送する機能です。対象ホストからの IGMPメンバーシップレポートメッ
セージを調べる（スヌーピングする）ことにより、マルチキャストトラフィックは対象ホスト

が接続されたVLANポートだけに送信されます。システムでは、IGMPスヌーピングがデフォ
ルトで稼働しています。

IGMPスヌーピングの構成に関する詳細は、「 IGMPスヌーピングの構成（93ページ）」を
参照してください。

ドメイン内マルチキャスト

CiscoNX-OSでは、PIMドメイン間でマルチキャストトラフィック送信を実行するための方法
が提供されます。

SSM

PIMソフトウェアは SSMを使用して、受信者の指定ルータから既知の送信元 IPアドレスへの
最短パスツリーを構築します。この場合、送信元は別の PIMドメイン内にあってもかまいま
せん。ASMモードの場合、別の PIMドメインから送信元にアクセスするには、別のプロトコ
ルを使用する必要があります。

ネットワークで PIMをイネーブルにすると、SSMを使用し、受信者の指定ルータが IPアドレ
スを把握している任意のマルチキャスト送信元への接続パスを確立できます。

SSMの構成に関する詳細は、「SSMの構成」セクションを参照してください。

MSDP

Multicast Source Discovery Protocol（MSDP）は、PIMと組み合わせて使用することで、異なる
PIMドメイン内にあるマルチキャスト送信元を検出できるようにするマルチキャストルーティ
ングプロトコルです。

CiscoNX-OSでは、MSDP設定が不要なPIMAnycast-RPをサポートしています。PIMAnycast-RP
の詳細については、「PIM Anycast-RPセットの構成」セクションを参照してください。

（注）
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MSDPについては、「MSDPの構成」を参照してください。

MRIB
Cisco NX-OS IPv4 Multicast Routing Information Base（MRIB）は、PIMや IGMPなどのマルチ
キャストプロトコルで生成されるルート情報を格納するためのリポジトリです。MRIBはルー
ト情報自体には影響を及ぼしません。MRIBは、各仮想ルーティングおよびフォワーディング
（VRF）インスタンスの独立したルート情報を維持しています。

図 6に、Cisco NX-OSマルチキャストソフトウェアアーキテクチャの主要コンポーネントを
示します。

•マルチキャストFIB（MFIB）配信（MFDM）APIは、MRIBを含むマルチキャストレイヤ
2およびレイヤ 3コントロールプレーンモジュールと、プラットフォームフォワーディ
ングプレーン間のインターフェイスを定義します。コントロールプレーンモジュールは、

MFDM APIを使用してレイヤ 3ルートアップデートおよびレイヤ 2ルックアップ情報を
送信します。

•マルチキャストFIB配信プロセスは、マルチキャスト更新メッセージをスイッチに配信し
ます。

•レイヤ 2マルチキャストクライアントプロセス：レイヤ 2マルチキャストハードウェア
転送パスを構築します。

•ユニキャストおよびマルチキャスト FIBプロセス：レイヤ 3ハードウェア転送パスを管理
します。
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図 6 : Cisco NX-OSマルチキャストソフトウェアのアーキテクチャ

SWと HWマルチキャストルート間の不一致のトラブル
シューティング

症状

このセクションでは、アクティブなフローでMRIBに表示されるが、MFIBでプログラムされ
ていない *、G、または S,Gエントリに関連した症状、考えられる原因、および推奨されるア
クションについて説明します。

考えられる原因

この問題は、ハードウェアの容量を超えて多数のアクティブフローを受信した場合に発生しま

す。これにより、空きハードウェアインデックスがなくなって、一部のエントリがハードウェ

アでプログラムされなくなります。
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ハードウェアリソースを解放するためにアクティブなフローの数が大幅に削減された場合、

ハードウェアテーブルがいっぱいであったときに以前影響されていたフローについては、エン

トリ、タイムアウト、再入力が生じ、プログラミングがトリガーされるまで、MRIBとMFIB
の間で不整合が見られることがあります。

現在、ハードウェアリソースが解放された後に、MRIBテーブルを調べて、ハードウェアの欠
落しているエントリを再プログラムするメカニズムはありません。

改善処置

エントリを確実に再プログラミングするには、clear ip mroute *コマンドを使用します。

その他の参考資料
マルチキャストの実装に関する詳細情報については、次の項目を参照してください。

•関連資料

•付録 A、IPマルチキャスト向け IETF RFC

•シスコのテクニカルサポート

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

Cisco Nexus 3000シリーズ NX-OSマルチキャ
ストルーティングコマンドリファレンス

CLIコマンド

テクニカルサポート

リンク説明

https://www.cisco.com/c/en/us/
support/web/
tsd-cisco-worldwide-contacts.html

Technical Assistance Center（TAC）ホームページ：多数の技術
関連の記事と、製品、テクノロジー、ソリューション、テク

ニカルティップス、ツールへのリンクを提供するWebサイト
です。必要な記事は検索して見つけることができます。

Cisco.comに登録済みのユーザは、このページから詳細情報に
アクセスできます。
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https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/switches/datacenter/nexus3000/sw/command/reference/5_0_3/multicast/3k_cmd_ref_mcr.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/switches/datacenter/nexus3000/sw/command/reference/5_0_3/multicast/3k_cmd_ref_mcr.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/web/tsd-cisco-worldwide-contacts.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/web/tsd-cisco-worldwide-contacts.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/web/tsd-cisco-worldwide-contacts.html
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第 3 章

IGMPの設定

この章では、IPv4ネットワーク用に Cisco NX-OSスイッチでインターネットグループ管理プ
ロトコル（IGMP）を構成する方法について説明します。

この章は、次の項で構成されています。

• IGMPに関する情報（17ページ）
• IGMPのデフォルト設定（21ページ）
• IGMPパラメータの設定（22ページ）
• IGMPホストプロキシの設定（32ページ）
• IGMP構成の確認（34ページ）
• IGMPの設定例（35ページ）
•次の作業（36ページ）

IGMPに関する情報
IGMPは、ホストが特定のグループにマルチキャストデータを要求するために使用する IPv4
プロトコルです。ソフトウェアは、IGMPを介して取得した情報を使用し、マルチキャストグ
ループまたはチャネルメンバーシップのリストをインターフェイス単位で保持します。これら

の IGMPパケットを受信したシステムは、既知の受信者が含まれるネットワークセグメント
に、要求されたグループまたはチャネルに関する受信データをマルチキャスト送信します。

IGMPプロセスはデフォルトで実行されています。インターフェイスでは IGMPを手動でイネー
ブルにできません。IGMPは、インターフェイスで次のいずれかの設定作業を行うと、自動的
にイネーブルになります。

• Protocol-Independent Multicast（PIM）のイネーブル化

•ローカルマルチキャストグループの静的なバインディング

•リンクローカルグループレポートのイネーブル化

Cisco Nexus 3548スイッチ NX-OSマルチキャストルーティング構成ガイド、リリース 10.6(x)
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IGMPのバージョン
スイッチでは、IGMPv1の他に、IGMPv2と IGMPv3のレポート受信もサポートされています。

デフォルトでは、ソフトウェアが IGMPプロセスを起動する際に、IGMPv2がイネーブルにな
ります。必要に応じて、各インターフェイスでは IGMPv3をイネーブルにできます。

IGMPv3には、次に示す IGMPv2からの重要な変更点があります。

•次の機能を提供し、各受信者から送信元までの最短パスツリーを構築可能なSource-Specific
Multicast（SSM）をサポートします。

グループおよび送信元を両方指定できるホストメッセージ

IGMPv2ではグループについてのみ保持できたマルチキャストステートを、グループおよび送
信元についても保持可能

•ホストによるレポート抑制が行われなくなり、IGMPクエリーメッセージを受信するたび
に IGMPメンバーシップレポートが送信されるようになりました。

IGMPv2の詳細については、RFC 2236を参照してください。

IGMPv3の詳細については、RFC 3376を参照してください。

IGMPの基礎
図 1に、ルータが IGMPを使用し、マルチキャストホストを検出する基本的なプロセスを示し
ます。ホスト 1、2、および 3は要求外の IGMPメンバーシップレポートメッセージを送信し
て、グループまたはチャネルに関するマルチキャストデータの受信を開始します。

図 7 : IGMPv1および IGMPv2クエリ応答プロセス

図 1のルータA（サブネットの代表 IGMPクエリア）は、すべてのホストが含まれる 224.0.0.1
ホストマルチキャストグループに定期的にクエリメッセージを送信して、マルチキャスト

データを要求しているホストを検出します。グループメンバーシップタイムアウト値を設定

できます。指定したタイムアウト値が経過すると、ルータはサブネット上にグループのメン

バーまたは送信元が存在しないと見なします。IGMPパラメータの構成方法については、「IGMP
インターフェイスパラメータの構成」セクションを参照してください。
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IPアドレスが最小のルータが、サブネットの IGMPクエリアとして選出されます。ルータは、
自身よりも下位の IPアドレスを持つルータからクエリーメッセージを継続的に受信している
間、クエリアタイムアウト値をカウントするタイマーをリセットします。ルータのクエリア

タイマーが期限切れになると、そのルータは代表クエリアになります。そのあとで、このルー

タが、自身よりも下位の IPアドレスを持つルータからのホストクエリーメッセージを受信す
ると、ルータは代表クエリアとしての役割をドロップしてクエリアタイマーを再度設定しま

す。

図 1では、ホスト 1からのメンバーシップレポートの送出が止められており、最初にホスト 2
からグループ 224.1.1.1に関するメンバーシップレポートが送信されます。ホスト 1はホスト
2からレポートを受信します。ルータに送信する必要があるメンバーシップレポートは、グ
ループにつき 1つだけであるため、その他のホストではレポートの送出が止められ、ネット
ワークトラフィックが軽減されます。レポートの同時送信を防ぐため、各ホストではランダム

な時間だけレポート送信が保留されます。クエリの最大応答時間パラメータを設定すると、ホ

ストが応答をランダム化する間隔を制御できます。

IGMPv1および IGMPv2メンバーシップレポートが抑制されるのは、同じポートに複数のホス
トが接続されている場合だけです。

（注）

図 2のルータ Aは、IGMPv3グループ/ソース固有のクエリを LANに送信します。ホスト 2お
よび 3は、アドバタイズされたグループおよび送信元からデータを受信することを示すメン
バーシップレポートを送信して、そのクエリーに応答します。この IGMPv3機能では、SSM
がサポートされます。IGMPv1ホストおよび IGMPv2ホストがSSMをサポートするよう、SSM
を変換する方法については、「IGMP SSM変換の構成」セクションを参照してください。

図 8 : IGMPv3グループ/ソース固有のクエリ

IGMPv3ホストでは、IGMPメンバーシップレポートの抑制が行われません。（注）

代表クエリアから送信されるメッセージの存続可能時間（TTL）値は 1です。つまり、サブ
ネット上の直接接続されたルータからメッセージが転送されることはありません。IGMPの起
動時に送信されるクエリメッセージの頻度および回数を個別に設定したり、スタートアップ

Cisco Nexus 3548スイッチ NX-OSマルチキャストルーティング構成ガイド、リリース 10.6(x)
19

IGMPの設定

IGMPの基礎



クエリインターバルを短く設定したりすることで、グループステートの確立時間を最小限に

抑えることができます。通常は不要ですが、起動後のクエリーインターバルをチューニングす

ることで、ホストグループメンバーシップメッセージへの応答性と、ネットワーク上のトラ

フィック量のバランスを調整できます。

クエリーインターバルを変更すると、マルチキャスト転送能力が著しく低下することがありま

す。

注意

マルチキャストホストがグループを脱退する場合、IGMPv2以上を実行するホストでは、IGMP
Leaveメッセージを送信します。このホストがグループを脱退する最後のホストであるかどう
かを確認するために、IGMPクエリメッセージが送信されます。そして、最終メンバーのクエ
リ応答インターバルと呼ばれる、ユーザーが設定可能なタイマーが起動されます。タイマーが

切れる前にレポートが受信されない場合は、ソフトウェアによってグループステートが解除さ

れます。ルータはグループステートが解除されないかぎり、このグループにマルチキャスト

トラフィックを送信し続けます。

輻輳ネットワークでのパケット損失を補正するには、ロバストネス値を設定します。ロバスト

ネス値は、IGMPソフトウェアがメッセージ送信回数を確認するために使用されます。

224.0.0.0/24内に含まれるリンクローカルアドレスは、インターネット割り当て番号局（IANA）
によって予約されています。ローカルネットワークセグメント上のネットワークプロトコル

では、これらのアドレスが使用されます。これらのアドレスは TTLが 1であるため、ルータ
からは転送されません。IGMPプロセスを実行すると、デフォルトでは、非リンクローカルア
ドレスにだけメンバーシップレポートが送信されます。ただし、リンクローカルアドレスに

レポートが送信されるよう、ソフトウェアの設定を変更することができます。

IGMPパラメータの構成方法については、「IGMPインターフェイスパラメータの構成」セク
ションを参照してください。

仮想化のサポート

Cisco NX-OSは仮想ルーティングおよびフォーワーディング（VRF）をサポートします。ま
た、複数の VRFインスタンスを定義できます。IGMPを使用して設定された VRFは、次の
IGMP機能をサポートします。

• IGMPの、インターフェイスごとのイネーブル化またはディセーブル化

• IGMPv1、IGMPv2、および IGMPv3によりルータ側のサポートを提供

• IGMPv2および IGMPv3によりホスト側のサポートを提供

• IGMPクエリアパラメータの設定をサポート

•リンクローカルマルチキャストグループに対する IGMPレポートのサポート

• IGMP SSM変換により IGMPv2グループをソースのセットにマッピング

• Multicast Trace-route（Mtrace）リクエストを処理するMtraceサーバ機能のサポート
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VRFの構成に関する詳細は、『Cisco Nexus 3548スイッチNX-OSユニキャストルーティング構

成ガイド』を参照してください。

制限事項

Cisco NX-OS Release 6.0(2)A1(1)よりも古い Cisco NX-OSリリースでは、ip igmp join-groupコマ
ンドを使用して Nexus 3548スイッチをマルチキャストグループにバインドできます。スイッ
チは、指定されたグループに対して Internet Group Management Protocol（IGMP）結合を生成
し、このグループに送信されるマルチキャストパケットはすべてCPUに送信されます。Nexus
3548スイッチに接続された、グループに対して要求するレシーバがある場合、パケットのコ
ピーもレシーバに送信されます。

Cisco NX-OS Release 6.0(2)A1(1)以降のリリースでは、ip igmp join-groupコマンドを使用して
Outgoing Interface Lists（OILs）をプログラムすることはできません。ストリームに対して要求
するレシーバがある場合でも、パケットは送信されません。Nexus3548スイッチをマルチキャ
ストグループにバインドするには、ip igmp join-groupの代わりに ip igmp static-oifコマンドを
使用します。

VRFを使用した IGMP
複数の仮想ルーティングおよびフォワーディング（VRF）インスタンスを定義することができ
ます。IGMPプロセスはすべての VRFをサポートします。

showコマンドに VRF引数を指定して実行すると、表示される情報のコンテキストを確認でき
ます。VRF引数を指定しない場合は、デフォルト VRFが使用されます。

VRFの構成に関する詳細は、『Cisco Nexus 3548スイッチNX-OSユニキャストルーティング構

成ガイド』を参照してください。

IGMPのデフォルト設定
表 1では、IGMPパラメータのデフォルト設定をリスト化しています。

表 2 : IGMPパラメータのデフォルト設定

デフォル

ト

パラメータ

2IGMPのバージョン

30秒スタートアップクエリーインターバル

2スタートアップクエリーの回数

2ロバストネス値

255秒クエリアタイムアウト
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デフォル

ト

パラメータ

255秒クエリータイムアウト

10秒クエリーの最大応答時間

125秒クエリーインターバル

1秒最終メンバーのクエリー応答インターバル

2最終メンバーのクエリー回数

260秒グループメンバーシップタイムアウト

無効リンクローカルマルチキャストグループのレポー

ト

無効ルータアラートの実施

無効化即時離脱

IGMPパラメータの設定
IGMPグローバルパラメータおよびインターフェイスパラメータを設定すると、IGMPプロセ
スの動作を変更できます。

Cisco IOSの CLIに慣れている場合、この機能に対応する Cisco NX-OSコマンドは通常使用す
る Cisco IOSコマンドと異なる場合があるので注意してください。

（注）

IGMPインターフェイスパラメータの設定
次の表に、設定可能なオプションの IGMPインターフェイスパラメータを示します。

表 3 : IGMPインターフェイスパラメータ

説明パラメータ

インターフェイスでイネーブルにする IGMPのバージョン。有効な
IGMPバージョンは 2または 3です。デフォルトは 2です。

IGMPのバージョン
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説明パラメータ

インターフェイスに静的にバインドされるマルチキャストグルー

プ。(*, G)というステートでインターフェイスの加入先グループを
設定するか、グループに加入する送信元 IPを、(S, G)というステー
トで指定します。match ip multicastコマンドで、使用するグループ
プレフィックス、グループ範囲、および送信元プレフィックスを示

すルートマップポリシー名を指定できます。

（注）

(S, G)ステートで設定しても、送信元ツリーが構築されるのは
IGMPv3がイネーブルな場合だけです。SSMの変換に関する詳細
は、「IGMP SSM変換の構成」セクションを参照してください。

ネットワーク上の全マルチキャスト対応ルータを含むマルチキャス

トグループを設定すると、このグループに ping要求を送信するこ
とで、すべてのルータから応答を受け取ることができます。

スタティックマルチキャス

トグループ

発信インターフェイスに静的にバインドされるマルチキャストグ

ループ。(*, G)というステートで発信インターフェイスの加入先グ
ループを設定するか、グループに加入する送信元 IPを、(S, G)とい
うステートで指定します。match ip multicastコマンドで、使用する
グループプレフィックス、グループ範囲、および送信元プレフィッ

クスを示すルートマップポリシー名を指定できます。

（注）

(S, G)ステートで設定しても、送信元ツリーが構築されるのは
IGMPv3がイネーブルな場合だけです。SSMの変換に関する詳細
は、「IGMP SSM変換の構成」セクションを参照してください。

発信インターフェイス

（OIF）上のスタティック
マルチキャストグループ

スタートアップクエリーインターバル。デフォルトでは、ソフト

ウェアができるだけ迅速にグループステートを確立できるように、

このインターバルはクエリーインターバルより短く設定されていま

す。有効範囲は 1～ 18,000秒です。デフォルト値は 31秒です。

スタートアップクエリーイ

ンターバル

スタートアップクエリーインターバル中に送信される起動時のク

エリー数。有効範囲は 1～ 10です。デフォルトは 2です。
スタートアップクエリーの

回数

輻輳ネットワークでのパケット損失を許容範囲内に抑えるために使

用される、調整可能なロバストネス変数。ロバストネス変数を大き

くすれば、パケットの再送信回数を増やすことができます。有効範

囲は 1～ 7です。デフォルトは 2です。

ロバストネス値

前クエリアがクエリーを停止してから、自身がクエリアとして処理

を引き継ぐまで、ソフトウェアが待機する秒数。有効範囲は 1～
65,535秒です。デフォルト値は 255秒です。

クエリアタイムアウト
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説明パラメータ

IGMPクエリーでアドバタイズされる最大応答時間。大きな値を設
定すると、ホストの応答時間が延長されるため、ネットワークの

IGMPメッセージを調整できます。この値は、クエリーインターバ
ルよりも短く設定する必要があります。有効範囲は1～25秒です。
デフォルトは 10秒です。

クエリーの最大応答時間

IGMPホストクエリーメッセージの送信頻度。大きな値を設定する
と、ソフトウェアによる IGMPクエリーの送信頻度が低くなるた
め、ネットワーク上の IGMPメッセージ数を調整できます。有効範
囲は 1～ 18,000秒です。デフォルト値は 125秒です。

クエリーインターバル

サブネット上の既知のアクティブホストから最後にホスト Leave
メッセージを受信したあと、ソフトウェアが IGMPクエリーへの応
答を送信するインターバル。このインターバル中に応答が受信され

ない場合、グループステートは解除されます。この値を使用する

と、サブネット上でソフトウェアがトラフィックの送信を停止する

タイミングを調整できます。この値を小さく設定すると、グループ

の最終メンバーまたは送信元が脱退したことを、より短時間で検出

できます。有効範囲は 1～ 25秒です。デフォルト値は 1秒です。

最終メンバーのクエリー応

答インターバル

サブネット上の既知のアクティブホストから最後にホスト Leave
メッセージを受信したあと、最終メンバーのクエリー応答インター

バル中に、ソフトウェアが IGMPクエリーを送信する回数。有効範
囲は 1～ 5です。デフォルトは 2です。

この値を 1に設定すると、いずれかの方向でパケットが検出されな
くなると、クエリー対象のグループまたはチャネルのマルチキャス

トステートが解除されます。次のクエリーインターバルが開始さ

れるまでは、グループを再度関連付けることができます。

最終メンバーのクエリー回

数

ルータによって、ネットワーク上にグループのメンバーまたは送信

元が存在しないと見なされるまでのグループメンバーシップイン

ターバル。有効範囲は 3～ 65,535秒です。デフォルト値は 260秒で
す。

グループメンバーシップタ

イムアウト

224.0.0.0/24内のグループにレポートを送信できるようにするための
オプション。リンクローカルアドレスは、ローカルネットワーク

プロトコルだけで使用されます。非リンクローカルグループには、

常にレポートが送信されます。デフォルトではディセーブルになっ

ています。

リンクローカルマルチキャ

ストグループのレポート
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説明パラメータ

ルートマップポリシーに基づく、IGMPレポートのアクセスポリ
シー。

ヒント

ルートマップポリシーを構成するには、『Cisco Nexus 3548 NX-OS

ユニキャストルーティング構成ガイド』を参照してください。

レポートポリシー

インターフェイスが接続されたサブネット上のホストについて、加

入可能なマルチキャストグループを制御するためのルートマップ

ポリシーを設定するオプション。

アクセスグループ

デバイスからグループ固有のクエリーが送信されないため、所定の

IGMPインターフェイスで IGMPv2グループメンバーシップの脱退
のための待ち時間を最小限にできるオプション。即時脱退をイネー

ブルにすると、デバイスではグループに関する Leaveメッセージの
受信後、ただちにマルチキャストルーティングテーブルからグルー

プエントリが削除されます。デフォルトではディセーブルになって

います。

（注）

このコマンドは、所定のグループに対するインターフェイスの背後

に 1つの受信者しか存在しない場合に使用します。

即時離脱

マルチキャストルートマップの構成に関する詳細は、「RP情報配信を制御するためのルート
マップの構成」セクションを参照してください。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface interface

3. no switchport
4. ip igmp version value

5. ip igmp join-group {group [source source] | route-map policy-name}
6. ip igmp static-oif {group [source source] | route-map policy-name}
7. ip igmp startup-query-interval seconds

8. ip igmp startup-query-count count

9. ip igmp robustness-variable value

10. ip igmp querier-timeout seconds

11. ip igmp query-timeout seconds

12. ip igmp query-max-response-time seconds

13. ip igmp query-interval interval

14. ip igmp last-member-query-response-time seconds

15. ip igmp last-member-query-count count

16. ip igmp group-timeout seconds

17. ip igmp report-link-local-groups
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18. ip igmp report-policyポリシー

19. ip igmp access-groupポリシー
20. ip igmp immediate-leave

21. （任意） show ip igmp interface [interface] [vrf vrf-name | all] [brief]
22. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

ethernet slot/portなどのインターフェイスタイプお
よび番号を入力して、インターフェイスモードを

開始します。。

interface interface

例：

switch(config)# interface ethernet 2/1
switch(config-if)#

ステップ 2

no switchportステップ 3

例：

switch(config-if)# no switchport
switch(config-if)#

IGMPバージョンを指定値に設定します。有効な値
は 2または 3です。デフォルトは 2です。

ip igmp version value

例：

ステップ 4

このコマンドの no形式を使用すると、バージョン
は 2に設定されます。

switch(config-if)# ip igmp version 3

指定したグループまたはチャネルに参加するように

デバイス上のインターフェイスを設定します。デバ

ip igmp join-group {group [source source] | route-map
policy-name}

例：

ステップ 5

イスはCPU消費用のマルチキャストパケットのみ
を受け入れます。switch(config-if)# ip igmp join-group 230.0.0.0

注意

このコマンドを使用して生成されたトラフィック

は、デバイスCPUで処理可能である必要がありま
す。CPUの負荷制約のため、このコマンドを使用
することは（特に形式を問わずスケーリングで使

用することは）推奨されません。代わりに ip igmp
static-oifコマンドの使用を検討してください。
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目的コマンドまたはアクション

マルチキャストグループを発信インターフェイス

に静的にバインドし、デバイスハードウェアで処

ip igmp static-oif {group [source source] | route-map
policy-name}

例：

ステップ 6

理します。グループアドレスのみを指定した場合

は、（*,G）ステートが作成されます。送信元アドswitch(config-if)# ip igmp static-oif 230.0.0.0
レスを指定した場合は、（S,G）ステートが作成さ
れます。match ip multicastコマンドで、使用する
グループプレフィックス、グループ範囲、および

送信元プレフィックスを示すルートマップポリシー

名を指定できます。

（注）

IGMPv3をイネーブルにした場合にのみ、（S,G）
ステートに対して送信元ツリーが作成されます。

ソフトウェアの起動時に使用されるクエリーイン

ターバルを設定します。有効範囲は 1～ 18,000秒
です。デフォルト値は 31秒です。

ip igmp startup-query-interval seconds

例：

switch(config-if)# ip igmp startup-query-interval
25

ステップ 7

ソフトウェアの起動時に使用されるクエリー数を設

定します。有効範囲は 1～ 10です。デフォルトは
2です。

ip igmp startup-query-count count

例：

switch(config-if)# ip igmp startup-query-count
3

ステップ 8

ロバストネス変数を設定します。有効値の範囲は、

1～ 7です。デフォルトは 2です。
ip igmp robustness-variable value

例：

ステップ 9

switch(config-if)# ip igmp robustness-variable
3

クエリアとして処理を引き継ぐかどうかをソフト

ウェアが判断するための、クエリアタイムアウト

ip igmp querier-timeout seconds

例：

ステップ 10

値を設定します。有効範囲は 1～ 65,535秒です。
デフォルト値は 255秒です。

switch(config-if)# ip igmp querier-timeout 300

クエリアとして処理を引き継ぐかどうかをソフト

ウェアが判断するための、クエリータイムアウト

ip igmp query-timeout seconds

例：

ステップ 11

値を設定します。有効範囲は 1～ 65,535秒です。
デフォルト値は 255秒です。

switch(config-if)# ip igmp query-timeout 300

（注）

このコマンドの機能は、ip igmp querier-timeoutコ
マンドと同じです。
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目的コマンドまたはアクション

IGMPクエリーでアドバタイズされる応答時間を設
定します。有効範囲は 1～ 25秒です。デフォルト
は 10秒です。

ip igmp query-max-response-time seconds

例：

switch(config-if)# ip igmp
query-max-response-time 15

ステップ 12

IGMPホストクエリーメッセージの送信頻度を設
定します。有効範囲は 1～ 18,000秒です。デフォ
ルト値は 125秒です。

ip igmp query-interval interval

例：

switch(config-if)# ip igmp query-interval 100

ステップ 13

メンバーシップレポートを送信してから、ソフト

ウェアがグループステートを解除するまでのクエ

ip igmp last-member-query-response-time seconds

例：

ステップ 14

リーインターバルを設定します。有効範囲は 1～
25秒です。デフォルト値は 1秒です。

switch(config-if)# ip igmp
last-member-query-response-time 3

ホストの Leaveメッセージを受信してから、IGMP
クエリーが送信される回数を設定します。有効範囲

は 1～ 5です。デフォルトは 2です。

ip igmp last-member-query-count count

例：

switch(config-if)# ip igmp
last-member-query-count 3

ステップ 15

IGMPv2のグループメンバーシップタイムアウト
を設定します。有効範囲は 3～ 65,535秒です。デ
フォルト値は 260秒です。

ip igmp group-timeout seconds

例：

switch(config-if)# ip igmp group-timeout 300

ステップ 16

224.0.0.0/24に含まれるグループに対して、レポー
ト送信をイネーブルにします。非リンクローカル

ip igmp report-link-local-groups

例：

ステップ 17

グループには、常にレポートが送信されます。デswitch(config-if)# ip igmp
report-link-local-groups フォルトでは、リンクローカルグループにレポー

トは送信されません。

ルートマップポリシーに基づく、IGMPレポートの
アクセスポリシーを設定します。

ip igmp report-policyポリシー

例：

ステップ 18

switch(config-if)# ip igmp report-policy
my_report_policy

インターフェイスが接続されたサブネット上のホス

トについて、加入可能なマルチキャストグループ

ip igmp access-groupポリシー

例：

ステップ 19

を制御するためのルートマップポリシーを設定し

ます。
switch(config-if)# ip igmp access-group
my_access_policy

（注）

match ip multicast groupコマンドだけがこのルー
トマップポリシーでサポートされます。ACLを
照合するためのmatch ip addressコマンドはサポー
トされていません。
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目的コマンドまたはアクション

デバイスが、グループに関するLeaveメッセージの
受信後、ただちにマルチキャストルーティングテー

ip igmp immediate-leave

例：

ステップ 20

ブルからグループエントリを削除できるようにしswitch(config-if)# ip igmp immediate-leave
ます。このコマンドを使用すると、デバイスからグ

ループ固有のクエリが送信されないため、所定の

IGMPインターフェイスで IGMPv2グループメン
バーシップの脱退のための待ち時間が最小限になり

ます。デフォルトではディセーブルになっていま

す。

（注）

このコマンドは、所定のグループに対するインター

フェイスの背後に 1つの受信者しか存在しない場
合に使用します。

インターフェイスに関する IGMP情報を表示しま
す。

（任意） show ip igmp interface [interface] [vrf
vrf-name | all] [brief]

例：

ステップ 21

switch(config)# show ip igmp interface

実行コンフィギュレーションを、スタートアップ

コンフィギュレーションにコピーします。構成の変

更を保存します

（任意） copy running-config startup-config

例：

switch(config)# copy running-config
startup-config

ステップ 22

IGMP SSM変換の設定
SSM変換を設定すると、IGMPv1または IGMPv2によるメンバーシップレポートを受信した
ルータで、SSMがサポートされるようになります。メンバーシップレポートでグループおよ
び送信元アドレスを指定する機能を備えているのは、IGMPv3だけです。グループプレフィッ
クスのデフォルト範囲は、232.0.0.0/8です。PIM SSM範囲を変更するには、「SSM（PIM）の
構成」セクションを参照してください。

テーブル 3に、SSM変換の例を示します。22-10-2022 11:47

表 4 : SSM変換の例

送信元アドレスグループプレフィックス

10.1.1.1232.0.0.0/8

10.2.2.2232.0.0.0/8

10.3.3.3232.1.0.0/16
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送信元アドレスグループプレフィックス

10.4.4.4232.1.1.0/24

テーブル 4に、IGMPメンバーシップレポートに SSM変換を適用した場合に、IGMPプロセス
によって構築されるMRIBルートを示します。複数の変換を行う場合は、各変換内容に対して
(S, G)ステートが作成されます。

表 5 : SSM変換適用後の例

作成されるMRIBルートIGMPv2メンバーシップレポート

(10.4.4.4, 232.1.1.1)232.1.1.1

(10.1.1.1、232.2.2.2) (10.2.2.2、232.2.2.2)232.2.2.2

これは、一部のCisco IOSソフトウェアに組み込まれている SSMマッピングと類似した機能で
す。

（注）

手順の概要

1. configure terminal
2. ip igmp ssm-translate group-prefix source-addr

3. （任意） show running-configuration igmp

4. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

ルータが IGMPv3メンバーシップレポートを受信し
たときと同様に、(S,G)ステートが作成されるよう、

ip igmp ssm-translate group-prefix source-addr

例：

ステップ 2

IGMPプロセスによる IGMPv1または IGMPv2メン
バーシップレポートの変換を設定します。

switch(config)# ip igmp ssm-translate 232.0.0.0/8
10.1.1.1

ssm-translateコマンドラインを含む、実行コンフィ
ギュレーション情報を表示します。

（任意） show running-configuration igmp

例：

ステップ 3

switch(config)# show running-configuration igmp
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目的コマンドまたはアクション

設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 4

switch(config)# copy running-config startup-config

ルータアラートの適用オプションチェックの設定

IGMPv2パケットと IGMPv3パケットに対するルータアラートの適用オプションチェックを設
定できます。

手順の概要

1. configure terminal

2. （任意） [no] ip igmp enforce-router-alert

3. （任意） show running-configuration igmp

4. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバル設定モードを開始します。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

IGMPv2パケットと IGMPv3パケットに対するルー
タアラートの適用オプションチェックを有効また

（任意） [no] ip igmp enforce-router-alert

例：

ステップ 2

は無効にします。デフォルトでは、ルータアラート

の適用オプションチェックはイネーブルです。
switch(config-if)# ip igmp enforce-router-alert

enforce-router-alertコマンドラインを含む、実行コ
ンフィギュレーション情報を表示します。

（任意） show running-configuration igmp

例：

ステップ 3

switch(config)# show running-configuration igmp

設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 4

switch(config)# copy running-config startup-config
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IGMPホストプロキシの設定
ここでは、次の内容について説明します。

機能の概要

IGMPホストプロキシ機能は、PIM対応のマルチキャストネットワークドメインを、PIMを
認識しないドメインに接続するのに役立ちます。この機能は、インターフェイスをプロキシイ

ンターフェイスとして設定し、内部 PIMネットワークで受信した PIMの加入/プルーニング
を、IGMPの加入/脱退に置き換えます。

IGMPの加入処理

ホストがマルチキャストグループに加入するとき、ホストは、加入するマルチキャストグルー

プに 1つ以上の送信要求されていないメンバーシップレポートを送信します。

IGMPの脱退処理

IGMPv2 Leaveは、マルチキャストネットワークの最後のホストが脱退するときに送信されま
す。したがって、最後のホストから PIMプルーニングを受信すると、IGMPv2 Leaveがアップ
ストリームに送信され、これ以上関心がないことを示します。

IGMPマルチキャストアドレス

IPマルチキャストトラフィックには、グループアドレス（クラスD IPアドレス）が使用され
ます。クラスDアドレスの上位 4ビットは 1110です。したがって、ホストグループアドレス
の範囲は 224.0.0.0～ 239.255.255.255であると考えられます。

224.0.0.0～ 224.0.0.255のマルチキャストアドレスは、ルーティングプロトコルおよびその他
のネットワーク制御トラフィックが使用するために予約されています。アドレス224.0.0.0は、
どのグループにも割り当てられません。

IGMPパケットは IPマルチキャストグループアドレスを使用して次のように送信されます。

• IGMP汎用クエリーは、アドレス 224.0.0.1（サブネット上のすべてのシステム）を宛先と
します。

• IGMPグループ固有のクエリは、クエリ対象ルータのグループ IPアドレスを宛先としま
す。

• IGMPグループメンバーシップレポートは、レポート対象のルータのグループ IPアドレ
スを宛先とします。

• IGMPv2グループ脱退メッセージは、アドレス224.0.0.2（サブネット上のすべてのルータ）
を宛先とします。
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注意事項と制約事項

IGMPホストプロキシの構成については、次の注意事項と制限事項を参照してください。

• IGMPv3（RFC 3376）に従って送信元のリストを除外またはブロックすることはサポート
されていません。

• IGMPホストプロキシプロキシは、プロキシインターフェイス上の IGMP参加/プルーニ
ングに対して受信した PIM参加/プルーニングです。

•プロキシインターフェイスが VLANの場合は、スヌーピングを無効にします。

• IGMPのみを認識するネットワークに接続するために使用できます。

•ホストプロキシインターフェイスはレイヤ 3インターフェイスです。

•（S、G）エントリには、IGMPホストプロキシインターフェイスとして RPFがありま
す。

•理想的な構成ポイントは RPです。

• IGMPホストプロキシは、クエリモードまたは非送信請求モードにすることができます。

•クエリアが存在しない状態でレポートを送信する必要がある場合は、IGMPホストプロキ
シを非送信請求モードで構成します。

•レイヤ 3物理ポートで IGMPホストプロキシ非送信請求モードを構成します。

• IGMPホストプロキシインターフェイスでは、IPが有効になっている必要があります。

• PIMは、ホストプロキシインターフェイスで有効にしないでください。

• IGMPスタティック/結合グループは、IGMPホストプロキシインターフェイスで構成し
ないでください。

IGMPホストプロキシの設定方法
IGMPホストプロキシを構成するには、次の手順を実行します。

表 6 : IGMPホストプロキシの設定

目的コマンドステップ

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例:
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ
1

VLANインターフェイスモードを開始しま
す。

interface vlan interfaceステップ
2
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目的コマンドステップ

インターフェイスを no shutdownモードに設
定します。

no shutdownステップ
3

IPアドレスを設定します。ip address ip addressステップ
4

ルートマップの IGMPホストプロキシを設
定します。

[no] ip igmp host-proxy [unsolicited
[time] | route-map route-map-name
[unsolicited [time]] | prefix-list
prefix-list-name [unsolicited [time]]]

ステップ
5

ホストプロキシのため、Hタイプの VRFの
IGMP接続グループメンバーシップを表示し
ます。

show ip igmp groupsステップ
6

VRFの IGMPインターフェイスを表示しま
す。

show ip igmp int vlan interfaceステップ
7

VRFのための、IGMPローカルジョイング
ループメンバーシップを表示します。

show ip igmp local-groups vlan
interface

ステップ
8

PIMホストプロキシインターフェイスを表
示します。

show ip pim host-proxyステップ
9

IGMP構成の確認
IGMPの設定情報を表示するには、次の作業のいずれかを行います。

目的コマンド

すべてのインターフェイスまたは選択されたイ

ンターフェイス、デフォルトVRF、選択された
VRF、またはすべてのVRFについて、IGMP情
報を表示します。

show ip igmp interface [interface] [vrf ] vrf-name|
all] [brief]

グループまたはインターフェイス、デフォルト

VRF、選択された VRF、またはすべての VRF
について、IGMPで接続されたグループのメン
バーシップを表示します。

show ip igmp groups group|interface] [vrf vrf-name
| all]

グループまたはインターフェイス、デフォルト

VRF、選択された VRF、またはすべての VRF
について、IGMPで接続されたグループのメン
バーシップを表示します。

show ip igmp routegroup | interface vrf vrf-name |
all
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目的コマンド

IGMPローカルグループメンバーシップを表示
します。

show ip igmp local-groups

IGMP実行コンフィギュレーション情報を表示
します。

show running-configuration igmp

IGMPスタートアップコンフィギュレーション
情報を表示します。

show startup-configuration igmp

これらのコマンドからの出力のフィールドに関する詳細は、『Cisco Nexus 3000シリーズマル
チキャストルーティングコマンドリファレンス』を参照してください。

IGMPの設定例
次に、IGMPパラメータの設定例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# ip igmp ssm-translate 232.0.0.0/8 10.1.1.1
switch(config)# interface ethernet 2/1
switch(config-if)# no switchport
switch(config-if)# ip igmp version 3
switch(config-if)# ip igmp join-group 230.0.0.0
switch(config-if)# ip igmp startup-query-interval 25
switch(config-if)# ip igmp startup-query-count 3
switch(config-if)# ip igmp robustness-variable 3
switch(config-if)# ip igmp querier-timeout 300
switch(config-if)# ip igmp query-timeout 300
switch(config-if)# ip igmp query-max-response-time 15
switch(config-if)# ip igmp query-interval 100
switch(config-if)# ip igmp last-member-query-response-time 3
switch(config-if)# ip igmp last-member-query-count 3
switch(config-if)# ip igmp group-timeout 300
switch(config-if)# ip igmp report-link-local-groups
switch(config-if)# ip igmp report-policy my_report_policy
switch(config-if)# ip igmp access-group my_access_policy
switch(config-if)# ip igmp immediate-leave

次に、すべてのマルチキャストレポート（加入）を受け付けるルートマップを設定する例を

示します。

switch(config)# route-map foo
switch(config-route-map)# exit
switch(config)# interface vlan 10
switch(config-if)# no switchport
switch(config-if)# ip pim sparse-mode
switch(config-if)# ip igmp report-policy foo

次に、すべてのマルチキャストレポート（加入）を拒否するルートマップを設定する例を示

します。

switch(config)# route-map foo deny 10
switch(config-route-map)# exit
switch(config)# interface vlan 5
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switch(config-if)# ip pim sparse-mode
switch(config-if)# ip igmp report-policy foo

次の作業
PIMおよび IGMPの関連機能をイネーブルにするには、次の章を参照してください。

• IGMPスヌーピングの構成（93ページ）

• MSDPの設定（113ページ）
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第 4 章

PIMの構成

この章では、IPv4ネットワーク内の Cisco NX-OSスイッチで、Protocol Independent Multicast
（PIM）および bidirectional PIM（PIM-Bidir）機能を構成する方法を説明します。

PIMAnySourceMulticast（ASM）およびSource-SpecificMulticast（SSM）は単方向です。PIM-Bidir
は、双方向データフローを許可する PIMの拡張形式です。PIM-Bidirは送信元固有の状態を排
除し、ツリーを任意の数のソースにスケーリングできるようにします。その他の PIMモード
および PIM-Bidirの違いは、PIM-Bidirに関する情報セクションで説明されています。PIMと
PIM-Bidirの構成は似ています。テキストのメモと手順は、構成の違いを示します。

（注）

この章は、次の項で構成されています。

• PIMに関する情報（38ページ）
• PIM-Bidirに関する情報（46ページ）
• PIMの注意事項と制約事項（50ページ）
• PIM-Bidirの注意事項と制限事項（52ページ）
• PIMのデフォルト設定（52ページ）
• PIMの構成（53ページ）
• PIM設定の確認（75ページ）
•統計の表示（75ページ）
• PIMの設定例（76ページ）
• BSRを使用した PIM-Bidirの構成例（79ページ）
•マルチキャストサービスリフレクションの設定（79ページ）
•次の作業（91ページ）
•その他の参考資料（91ページ）
•関連資料（92ページ）
•標準（92ページ）
• MIB（92ページ）
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PIMに関する情報
マルチキャスト対応ルータ間で使用される PIMは、マルチキャスト配信ツリーを構築して、
ルーティングドメイン内にグループメンバーシップをアドバタイズします。PIMは、複数の
送信元からのパケットが転送される共有配信ツリーと、単一の送信元からのパケットが転送さ

れる送信元配信ツリーを構築します。マルチキャストの詳細については、「マルチキャストに

関する詳細」セクションを参照してください。

Cisco NX-OSは、IPv4ネットワーク（PIM）対応の PIMスパースモードをサポートします。
（PIMスパースモードでは、ネットワーク上の要求元だけにマルチキャストトラフィックが
伝送されます。）ルータ上で同時に実行するように PIMを構成できます。PIMグローバルパ
ラメータを使用すると、ランデブーポイント（RP）、メッセージパケットフィルタリング、
および統計情報を設定できます。PIMインターフェイスパラメータを使用すると、マルチキャ
スト機能のイネーブル化、PIMの境界の識別、PIM helloメッセージインターバルの設定、お
よび指定ルータ（DR）のプライオリティ設定を実行できます。詳細については、「PIMスパー
スモードの構成」セクションを参照してください。

Cisco NX-OSは PIMデンスモードをサポートしていません。（注）

Cisco NX-OSでマルチキャスト機能を有効化するには、各ルータで PIM機能を有効化してか
ら、マルチキャストに参加する各インターフェイスで、PIMスパースモードを有効化する必
要があります。PIMは IPv4ネットワーク用に設定できます。IPv4ネットワーク上のルータで
IGMPがイネーブルになっていない場合は、PIMによって自動的にイネーブルにされます。
IGMPの構成については、IGMPの設定（17ページ）を参照してください。

PIMグローバルコンフィギュレーションパラメータを使用すると、マルチキャストグループ
アドレスの範囲を設定して、次に示す 2つのツリー配信モードで利用できます。

• Any Source Multicast（ASM）：マルチキャスト送信元の検出機能を提供します。ASMで
は、マルチキャストグループの送信元と受信者間に共有ツリーを構築し、新しい受信者が

グループに追加された場合は、送信元ツリーに切り替えることができます。ASMモード
を利用するには、RPを設定する必要があります。

•送信元固有マルチキャスト（SSM）は、マルチキャスト送信元への加入要求を受信する
LANセグメント上の代表ルータを起点として、送信元ツリーを構築します。SSMモード
では、RPを設定する必要がありません。送信元の検出は、その他の方法で実行する必要
があります。

モードを組み合わせて、さまざまな範囲のグループアドレスに対応することができます。詳細

については、PIMの構成（37ページ）を参照してください。ASMモードで使用される PIM
スパースモードと共有配信ツリーの詳細については、「RFC 4601」を参照してください。

SSMモードの PIMの詳細については、RFC 3569を参照してください。

PIM-Bidirの詳細については、RFC5015を参照してください。
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Cisco Nexus 3548シリーズデバイス対応の Cisco NX-OSでは、マルチキャストの等コストマル
チパス（ECMP）がデフォルトでオンになっています。ECMPをオフにすることはできません。
プレフィックスに対し複数のパスが存在する場合は、PIMがルーティングテーブル内で最も
低いアドミニストレーティブディスタンスを持つパスを選択します。CiscoNX-OSは、宛先ま
での 16のパスをサポートします。

（注）

Helloメッセージ
ルータがマルチキャストアドレス224.0.0.13にPIMhelloメッセージを送信して、PIMネイバー
ルータとの隣接関係を確立すると、PIMプロセスが開始されます。helloメッセージは 30秒間
隔で定期的に送信されます。PIMソフトウェアはすべてのネイバーからの応答を確認すると、
各 LANセグメント内でプライオリティが最大のルータを指定ルータ（DR）として選択しま
す。DR優先順位は、PIM helloメッセージの DR優先順位値に基づいて決まります。全ルータ
のDRプライオリティ値が不明、またはプライオリティが等しい場合は、IPアドレスが最上位
のルータが DRとして選定されます。

PIM hello間隔を低い値（10秒未満、またはネットワーク環境に応じて）に変更すると、マル
チキャストトラフィックが失われる可能性があります。

注意

helloメッセージには保持時間の値も含まれています。通常、この値はhelloインターバルの3.5
倍です。ネイバーから後続の helloメッセージがないまま保持時間を経過すると、スイッチは
そのリンクで PIMエラーを検出します。

PIMソフトウェアで、PIMネイバーとの PIM helloメッセージの認証にMD5ハッシュ値を使用
するよう設定すると、セキュリティを高めることができます。

スイッチで PIMがディセーブルである場合は、IGMPスヌーピングソフトウェアが PIM hello
メッセージを処理します。

（注）

helloメッセージ認証の構成に関する詳細は、「PIMスパースモードの構成」セクションを参
照してください。

Join-Pruneメッセージ
受信者から送信された、新しいグループまたは送信元に対する IGMPメンバーシップレポート
メッセージを受信すると、DRは、インターフェイスからランデブーポイント方向（ASMモー
ド）または送信元方向（SSMモード）に PIM Joinメッセージを送信して、受信者と送信元を
接続するツリーを作成します。ランデブーポイント（RP）は共有ツリーのルートであり、ASM
モードで PIMドメイン内のすべての送信元およびホストによって使用されます。SSMではRP
を使用せず、送信元と受信者間の最小コストパスである最短パスツリー（SPT）を構築しま

Cisco Nexus 3548スイッチ NX-OSマルチキャストルーティング構成ガイド、リリース 10.6(x)
39

PIMの構成

Helloメッセージ



す。PIM Bidirモードでは、Designated Forwarder（DF）が DRの代わりに PIM Joinメッセージ
の送信を実行します。

DRはグループまたは送信元から最後のホストが脱退したことを認識すると、PIM Pruneメッ
セージを送信して、配信ツリーから該当するパスを削除します。各ルータは、マルチキャスト

配信ツリーの上流方向のホップに Joinまたは Pruneアクションを次々と転送し、パスを作成
（Join）または削除（Prune）します。

「PIM-Bidirの詳細」セクションで説明されているように、PIM-Bidirはランデブーポイント
（RP）を使用して双方向ツリーを形成します。

（注）

このマニュアル内の「PIM joinメッセージ」および「PIM pruneメッセージ」という用語は、
PIM join-pruneメッセージに関して、JoinまたはPruneアクションのうち実行されるアクション
のみをわかりやすく示すために使用しています。

（注）

Join/Pruneメッセージは、ソフトウェアからできるだけ短時間で送信されます。join-pruneメッ
セージをフィルタリングするには、ルーティングポリシーを定義します。join-pruneメッセー
ジポリシーの構成に関する詳細は、「PIMスパースモードの構成」セクションを参照してく
ださい。

PIM Joinを上流に発信してルーティングテーブルに含まれる既知のすべての（S、G）に対し
てSPTを事前に構築できます。受信者が存在しない場合でも、PIMJoinを上流に発信してルー
ティングテーブルに含まれる既知のすべての（S、G）に対する SPTを事前に構築するには、
ip pim pre-build-sptコマンドを使用します。デフォルトで PIM（S、G）Joinが上流に発信され
るのは、（S、G）の OIFリストが空でない場合だけです。

ステートのリフレッシュ

PIMでは、3.5分のタイムアウト間隔でマルチキャストエントリをリフレッシュする必要があ
ります。ステートをリフレッシュすると、トラフィックがアクティブなリスナーだけに配信さ

れるため、ルータで不要なリソースが使用されなくなります。

PIMステートを維持するために、最終ホップである DRは、Join/Pruneメッセージを 1分に 1
回送信します。次に、（*、G）ステートおよび（S、G）ステートの構築例を示します。

•（*、G）ステートの構築例：IGMP（*、G）レポートを受信すると、DRは（*、G）PIM
Joinメッセージを RP方向に送信します。

•（S、G）ステートの構築例：IGMP（S、G）レポートを受信すると、DRは（S、G）PIM
Joinメッセージを送信元方向に送信します。

ステートがリフレッシュされていない場合、PIMソフトウェアは、上流ルータのマルチキャス
ト発信インターフェイスリストから転送パスを削除し、配信ツリーを再構築します。
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ランデブーポイント

ランデブーポイント（RP）は、マルチキャストネットワークドメイン内にあるユーザが指定
したルータで、マルチキャスト共有ツリーの共有ルートとして動作します。必要に応じて複数

の RPを設定し、さまざまなグループ範囲をカバーすることができます。

スタティック RP

マルチキャストグループ範囲のRPは静的に設定できます。この場合、ドメイン内のすべての
ルータに RPのアドレスを設定する必要があります。

スタティック RPを定義するのは、次のような場合です。

•ルータに Anycast RPアドレスを設定する場合

•スイッチに手動で RPを設定する場合

スタティック RPの構成に関する詳細は、「スタティック RPの構成」セクションを参照して
ください。

BSR

ブートストラップルータ（BSR）を使用すると、PIMドメイン内のすべてのルータで、BSR
と同じ RPキャッシュが保持されるようになります。BSRでは、BSR候補 RPから RPセット
を選択するよう設定できます。BSRは、ドメイン内のすべてのルータに RPセットをブロード
キャストする役割を果たします。ドメイン内のRPを管理するには、1つまたは複数の候補BSR
を選択します。候補 BSRの 1つが、ドメインの BSRとして選定されます。

同じネットワーク内では、Auto-RPプロトコルと BSRプロトコルを同時に設定できません。注意

図 1は、BSRメカニズム、ソフトウェアによって選択された BSRであるルータ Aが、イ有効
になっているすべてのインターフェイスから BSRメッセージを送信する場所を示しています
（図の実線で表示）。このメッセージにはRPセットが含まれており、ネットワーク内のすべ
てのルータに次々とフラッディングされます。ルータ Bおよび Cは候補 RPであり、選定さ
れた BSRに候補 RPアドバタイズメントを直接送信しています（図の破線部分）。

選定された BSRは、ドメイン内のすべての候補 RPから候補 RPメッセージを受信します。
BSRから送信されるブートストラップメッセージには、すべての候補RPに関する情報が格納
されています。各ルータでは共通のアルゴリズムを使用することにより、各マルチキャストグ

ループに対応する同一の RPアドレスが選択されます。
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図 9 : BSRメカニズム

RP選択プロセスの実行中、ソフトウェアは最も優先順位が高い RPアドレスを特定します。2
つ以上の RPアドレスのプライオリティが等しい場合は、選択プロセスで RPハッシュを使用
することもできます。1つのグループに割り当てられる RPアドレスは 1つだけです。

デフォルトでは、ルータはBSRメッセージの受信や転送を行えません。BSRメカニズムによっ
て、PIMドメイン内のすべてのルータに対して、マルチキャストグループ範囲に割り当てら
れた RPセットが動的に通知されるようにするには、BSRリスニング機能および転送機能をイ
ネーブルにする必要があります。

BSRメカニズムは、サードパーティ製ルータで使用可能な、ベンダー共通の RP定義方式で
す。

（注）

BSRおよび候補RPの構成に関する詳細は、「BSRの構成」セクションを参照してください。

Auto-RP

Auto-RPは、インターネット標準であるブートストラップルータメカニズムに先立って導入
されたシスコのプロトコルです。Auto-RPを設定するには、候補マッピングエージェントおよ
び候補 RPを選択します。候補 RPは、サポート対象グループ範囲を含んだ RP-Announceメッ
セージを Cisco RP-Announceマルチキャストグループ 224.0.1.39に送信します。Auto-RPマッ
ピングエージェントは候補 RPからの RP-Announceメッセージを受信して、グループと RP間
のマッピングテーブルを形成します。マッピングエージェントは、このグループと RP間の
マッピングテーブルを RP-Discoveryメッセージに格納して、Cisco RP-Discoveryマルチキャス
トグループ 224.0.1.40にマルチキャストします。

同じネットワーク内では、Auto-RPプロトコルと BSRプロトコルを同時に設定できません。注意
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図 2では、Auto-RPのメカニズムを示します。RPマッピングエージェントは、受信したRP情
報を、定期的に Cisco RP-Discoveryグループ 224.0.1.40にマルチキャストします（図の実線部
分）。

図 10 : Auto-RPのメカニズム

デフォルトでは、ルータは Auto-RPメッセージの受信や転送を行いません。Auto-RPメカニズ
ムによって、PIMドメイン内のルータに対して、グループと RP間のマッピング情報が動的に
通知されるようにするには、Auto-RPリスニング機能および転送機能をイネーブルにする必要
があります。

Auto-RPの構成に関する詳細は、Auto-RPの設定（62ページ）セクションを参照してくださ
い。

Anycast-RP

Anycast-RPには 2つの実装方法があります。1つ目はマルチキャストソース検出プロトコル
（MSDP）、もう 1つは RFC 4610に基づいています。ここでは、PIM Anycast-RPの設定方法
について説明します。

PIM Anycast-RPを使用すると、Anycast-RPセットというルータグループを、複数のルータに
設定された単一のRPアドレスに割り当てることができます。Anycast-RPセットとは、Anycast-RP
として設定された一連のルータを表します。各マルチキャストグループで複数のRPをサポー
トし、セット内のすべてのRPに負荷を分散させることができるのは、このRP方式だけです。
Anycast-RPはすべてのマルチキャストグループをサポートします。

ユニキャストルーティングプロトコルの機能に基づいて、PIMRegisterメッセージが最も近い
RPに送信され、PIM Join/Pruneメッセージが最も近い RPの方向に送信されます。いずれかの
RPがダウンすると、これらのメッセージは、ユニキャストルーティングを使用して次に最も
近い RPの方向へと送信されます。

PIM Anycast-RPの詳細については、RFC 4610を参照してください。
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Anycast-RPの構成方法については、「PIMAnycast-RP設定の構成」セクションを参照してくだ
さい。

PIM登録メッセージ
PIM Registerメッセージは、マルチキャスト送信元に直接接続された指定ルータ（DR）から
RPにユニキャストされます。PIM Registerメッセージには次の機能があります。

•マルチキャストグループに対する送信元からの送信がアクティブであることをRPに通知
する

•送信元から送られたマルチキャストパケットをRPに配信し、共有ツリーの下流に転送す
る

DRは RPから Register-Stopメッセージを受信するまで、PIM Registerメッセージを RP宛に送
信し続けます。RPが Register-Stopメッセージを送信するのは、次のいずれかの場合です。

• RPが送信中のマルチキャストグループに、受信者が存在しない場合

• RPが送信元への SPTに加入しているにもかかわらず、送信元からのトラフィックの受信
が開始されていない場合

ip pim register-sourceコマンドを使用して、登録メッセージの送信元 IPアドレスが、RPがパ
ケットを送信できる一意のルーテッドアドレスではない場合に、登録メッセージの送信元 IP
アドレスを設定するために使用します。このような状況は、受信したパケットが転送されない

ように送信元アドレスがフィルタリングされる場合、または送信元アドレスがネットワークに

対して一意でない場合に発生します。このような場合、RPから送信元アドレスへ送信される
応答は DRに到達せず、Protocol Independent Multicast Sparse Mode（PIM-SM）プロトコル障害
が発生します。

次に、登録メッセージの IP送信元アドレスを DRのループバック 3インターフェイスに設定
する例を示します。

switch # configuration terminal
switch(config)# vrf context Enterprise
switch(config-vrf)# ip pim register-source ethernet 2/3
switch(config-vrf)#

Cisco NX-OSではRPの処理の停滞を防ぐため、PIMRegisterメッセージのレート制限が行われ
ます。

（注）

PIMRegisterメッセージをフィルタリングするには、ルーティングポリシーを定義します。PIM
レジスタメッセージポリシーの構成に関する詳細は、「メッセージフィルタリングの構成」

セクションを参照してください。
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指定ルータ

PIMの ASMモードおよび SSMモードでは、各ネットワークセグメント上のルータの中から
指定ルータ（DR）が選択されます。DRは、セグメント上の指定グループおよび送信元にマル
チキャストデータを転送します。

LANセグメントごとの DRは、「Helloメッセージ」セクションに記載された手順で決定され
ます。

ASMモードの場合、DRは RPに PIM Registerパケットをユニキャストします。DRが、直接
接続された受信者からの IGMPメンバーシップレポートを受信すると、DRを経由するかどう
かに関係なく、RPへの最短パスが形成されます。これにより、同じマルチキャストグループ
上で送信を行うすべての送信元と、そのグループのすべての受信者を接続する共有ツリーが作

成されます。

SSMモードの場合、DRは送信元方向に（*、G）または（S、G）PIM Joinメッセージを発信
します。受信者から送信元へのパスは、各ホップで決定されます。この場合、送信元が受信者

または DRで認識されている必要があります。

DR優先順位の構成に関する詳細は、「PIMスパースモードの構成」セクションを参照してく
ださい。

マルチキャストフローパスの可視性

CiscoNX-OSリリース10.2(2)F以降、マルチキャストフローパス可視化（FPV）機能は、Cisco
Nexus 3548-XLプラットフォームスイッチでサポートされています。この機能により、Cisco
Nexus3548-XLプラットフォームスイッチのすべてのマルチキャストステートをエクスポート
できます。これは、送信元から受信者までのフローパスの完全で信頼性の高い追跡性を確保す

るのに役立ちます。

Cisco Nexus 3548-XLプラットフォームスイッチでマルチキャストフローパスデータエクス
ポートを有効にするには、multicast flow-path exportコマンドを使用します。

この機能は次をサポートします。

•フローパスの可視化（FPV）。

•障害検出のためにフローの統計と状態のエクスポート。

•フローパスに沿ったスイッチの根本原因分析。これは、適切なデバッグコマンドを実行
することによって行われます。

マルチキャストフローパスの可視化の注意事項と制限事項

マルチキャストフローパスの可視化機能には、次の注意事項と制限事項

• CiscoNX-OS10.2(2)F以降、マルチキャストフローパスの可視化機能はCiscoNexus 3548-XL
プラットフォームスイッチでサポートされています。

•この機能は、以下をサポートしていません。
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• PIM Bidir

• VPC

•ルートリーク

•（*、G）、（S、G）を含む L3ルートのみエクスポートできます。

•マルチキャスト ASMおよび SSMをサポートします。

• L3ルーテッドポート（任意のタイプ）と SVI L2ファンアウトの両方をサポートします。

• L3物理ポート、L2物理ポート、ポートチャネルおよびポートチャネルサブインターフェ
イス、サブインターフェイスなどのインターフェイスをサポートします。

管理用スコープの IPマルチキャスト
管理用スコープの IPマルチキャスト方式を使用すると、マルチキャストデータの配信先に境
界を設定することができます。詳細については、「RFC 2365」を参照してください。

インターフェイスを PIM境界として設定し、PIMメッセージがこのインターフェイスから送
信されないようにできます。ドメイン境界パラメータの構成に関する詳細は、「メッセージ

フィルタリングの構成」セクションを参照してください。

Auto-RPスコープパラメータを使用すると、存続可能時間（TTL）値を設定できます。詳細に
ついては、「Auto-RPの構成」セクションを参照してください。

仮想化のサポート

複数の仮想ルーティングおよびフォワーディング（VRF）インスタンスを定義することができ
ます。各 VRFでは、MRIBを含む独立マルチキャストシステムリソースが維持されます。

PIM showコマンドに VRF引数を指定して実行すると、表示される情報のコンテキストを確認
できます。VRF引数を指定しない場合は、デフォルト VRFが使用されます。

VRFの構成に関する詳細は、『Cisco Nexus 3548スイッチ NX-OSユニキャストルーティング
構成ガイド』を参照してください。

PIM-Bidirに関する情報

PIM-Bidir
PIM（PIM-Bidir）の双方向モードは、個々のPIMドメイン内での効率的な多対多通信用に設計
された PIMプロトコルの拡張機能です。双方向モードのマルチキャストグループでは、最小
限の追加オーバーヘッドで、任意の数の送信元にスケールできます。
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PIMスパースモードで作成される共有ツリーは単方向性です。これは、データストリームが
共有ツリーのルート、つまりランデブーポイント（RP）にもたらされるように送信元ツリー
を作成する必要があることを意味します。これにより、データストリームはブランチを下方向

に転送され、レシーバに到達できます。これは双方向共有ツリーとみなされるため、送信元の

データは共有ツリーの上方向にある RPに向かって流れることはできません。

PIM-Bidirは PIMスパースモード（PIM-SM）のメカニズムから派生しており、多くの共有ツ
リー操作を共有しています。PIMBidirも共有ツリー上のRPアップストリームに対して無条件
の送信元トラフィックの転送が可能ですが、PIM-Bidirは、PIM-SMで使用されるような送信元
の登録プロセスがないという点で異なります。PIM-Bidirのこれらの変更は、すべてのデバイ
スで（*、G）マルチキャストルーティングエントリだけに基づいてトラフィックを転送でき
るようにするには、必要にして十分なものです。この機能では、ソース固有のステートは不要

であり、スケーリング機能を使用して任意の数のソースに対応できます。

双方向共有ツリー

双方向モードでは、トラフィックは、グループのランデブーポイント（RP）をルートとする
双方向共有ツリーに沿ってのみ、ルーティングされます。PIM-Bidirでは、RPの IPアドレス
は、すべてのデバイスがその IPアドレスをルートとするループフリーのスパニングツリート
ポロジを確立するうえで重要な役割を果たします。この IPアドレスはデバイスである必要は
なく、PIMドメイン内のどこからでも到達可能なネットワーク上の任意の未割り当て IPアド
レスを使用できます。この技術は、PIM-Bidirの冗長RP設定を確立するための優先設定方式で
す。

双方向グループのメンバーシップは、明示的な加入メッセージによって伝えられます。ソース

からのトラフィックは、無条件で、共有ツリーの上方向にある RPに向けて送信され、ツリー
の下方向にある各ブランチ上のレシーバに渡されます。

図 3および図 4は、双方向共有ツリーに対するデバイスごとの単方向共有ツリーおよびソース
ツリーの状態の違いを示しています。
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図 11 :単方向共有ツリーおよびソースツリー

図 12 :双方向共有ツリー

RPからレシーバ方向へダウンストリームで転送されるパケットの場合、PIM-Bidirと PIMス
パースモード（PIM-SM）間の基本的な違いはありません。ソースからアップストリームでRP
方向に渡されるトラフィックの場合、PIM-SMは実質的に PIM-SMから逸脱します。

PIM-SMは、トラフィックを 1つのリバースパス転送（RPF）インターフェイスからのみ受け
入れるため、ツリーのアップストリーム方向にトラフィックを転送できません。（共有ツリー

Cisco Nexus 3548スイッチ NX-OSマルチキャストルーティング構成ガイド、リリース 10.6(x)
48

PIMの構成

双方向共有ツリー



の）このインターフェイスは RP方向を指し、そのため、ダウンストリームトラフィックフ
ローのみを許可します。アップストリームトラフィックはまずユニキャスト登録メッセージに

カプセル化され、これがソースの指定ルータ（DR）から RPに渡されます。次に、RPは送信
元にルートがあるソースパスツリー（SPT）を結合します。したがって、PIM-SMでは、RP
に宛てられた送信元からのトラフィックは、共有ツリー内でアップストリームにはフローしま

せんが、送信元の SPTに沿って RPに到達するまでダウンストリームでフローします。RPか
ら、トラフィックは共有ツリーに沿ってすべてのレシーバに向けてフローします。

PIM-Bidirでは、パケット転送ルールが PIM-SMから改善され、トラフィックを、共有ツリー
を通って RP方向にアップストリームに送れるようになりました。マルチキャストパケット
ルーピングを避けるために、PIM-Bidirは指定フォワーダ（DF）選定と呼ばれる新しいメカニ
ズムを導入します。これは、RPをルートとするループフリーのランデブーポイント（RP）を
確立します。

DF選定
すべてのネットワークセグメントおよびポイントツーポイントリンクで、すべての PIMデバ
イスは指定フォワーダー（DF）選出と呼ばれる手順に参加します。この手順では、双方向グ
ループのランデブーポイント（RP）ごとに 1つのデバイスをDFとして選択します。DFは、
そのネットワークで受信したマルチキャストパケットの転送を行います。

DF選定は、ユニキャストルーティングメトリックに基づきます。RPに対して最も優先され
るユニキャストルーティングメトリクスを持つデバイスが DFになります。この方法を使用
することによって、RPへのパラレル等コストパスがある場合にも、すべてのパケットのコピー
1つだけが RPに送信されます。

DFは双方向グループのすべての RPに対して選定されます。その結果、任意のネットワーク
セグメントで複数のデバイスがDFとして選出され、各RPに1つ選出される場合があります。
複数のインターフェイスで DFとして特定のデバイスを選出できます。

双方向グループツリービルディング

双方向グループの共有ツリーに参加する手順は、PIMスパースモード（PIM-SM）での手順と
ほとんど同じです。主な相違は、双方向グループでは、指定ルータ（DR）のロールがランデ
ブーポイント（RP）の指定フォワーダ（DF）によって継承されることです。

ローカルレシーバを持つネットワークでは、DFとして選定されたデバイスのみがインター
ネットグループ管理プロトコル（IGMP）加入メッセージの受信時に発信インターフェイスリ
スト（oiflist）を読み込み、(*、G)加入および脱退メッセージをRP方向にアップストリームに
送信します。ダウンストリームデバイスが共有ツリーに参加する場合、PIM加入および脱退
メッセージのリバースパス転送（RPF）ネイバーが常に RPに向かうインターフェイスの DF
に選定されます。

デバイスが加入または脱退メッセージを受け取り、デバイスが受信インターフェイスの DFで
ない場合、メッセージは無視されます。そうでない場合、デバイスは共有ツリーをスパース

モードと同じように更新します。

Cisco Nexus 3548スイッチ NX-OSマルチキャストルーティング構成ガイド、リリース 10.6(x)
49

PIMの構成

DF選定



すべてのデバイスが双方向共有ツリーをサポートしているネットワークでは、（S、G）の加
入および脱退メッセージは無視されます。DF選定手順は RPからパラレルダウンストリーム
パスをなくすため、PIMアサートメッセージを送信する必要もありません。RPはソースへの
パスに参加することなく、登録停止も送信しません。

パケット転送

デバイスは双方向グループに対してのみ（*、G）エントリを作成します。（*、G）エントリ
の送信インターフェイスリストには、デバイスが指定フォワーダを確立し、Internet Group
Managementプロトコル（IGMP）または Protocol Independent Multicast（PIM）Joinメッセージ
のいずれかを受信したすべてのインターフェイスのリストが含まれます。デバイスが送信者の

みのブランチに位置している場合、（*、G）状態が作成されますが、RPアドレスがルータの
ローカルインターフェイスに属していない場合、oiflistにはRPFインターフェイスのみが含ま
れます。この場合、oiflistは空です。

パケットがランデブーポイントに向かって Reverse Path Forwarding（RPF）インターフェイス
から受信された場合、パケットは（*、 G）エントリの oiflistに基づいてダウンストリームで
転送されます。それ以外の場合、受信インターフェイスの DFであるデバイスのみがパケット
を RP方向にアップストリームに転送します。その他のデバイスはすべてパケットを廃棄する
必要があります。

PIMの注意事項と制約事項
PIMには、次の注意事項と制限事項があります。

• Cisco NX-OSの PIMは、いずれのバージョンの PIMデンスモードまたは PIMスパース
モードバージョン 1とも相互運用性がありません。

• Cisco Nexus 3500シリーズスイッチは、vPCレッグまたは vPCの背後にあるルータとの
PIM隣接関係をサポートしていません。

•同じネットワーク内では、Auto-RPプロトコルと BSRプロトコルを同時に設定できませ
ん。

•候補 RPインターバルを 15秒以上に設定してください。

•スイッチに BSRポリシーが適用されており、BSRとして選定されないように設定されて
いる場合、このポリシーは無視されます。これにより、次のようなデメリットが発生しま

す。

•ポリシーで許可されている BSMをスイッチが受信した場合、このスイッチが不正に
BSRに選定されていると、対象の BSMがドロップされるためにダウンストリーム
ルータではその BSMを受信できなくなります。また、ダウンストリームスイッチで
は、不正なBSRから送信されたBSMが正しくフィルタリングされるため、これらの
スイッチでは RP情報を受信できなくなります。
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• BSRに異なるスイッチから送られた BSMが着信すると、新しい BSMが送信されま
すが、その正規の BSMはダウンストリームスイッチで受信されなくなります。

• OpenFlowは、N3K-C3548-10GXプラットフォームでサポートされています。

•パッチ機能は、Cisco Nexus 3500シリーズプラットフォームではサポートされていませ
ん。

•サポートされる PIMマルチキャストルートの数を 8000を超えて増やすには、ip pim
sg-expiry-timer infinityコマンドを使用する必要があります。

•フローが開始されるマルチキャストストリームに一致する ACLログが構成されている場
合、ACLログがパケットを消費するため、対応する S、Gは作成されません。S、Gルー
トエントリを作成するには、ログオプションを無効にする必要があります。

• RPFインターフェイスが SVIの場合、RPF障害は *、Gまたは S、Gでは発生しません。
RPFとしての SVIの場合、ハードウェアでのエントリの一致は、キーとしての VLAN、
S、Gに基づいて行われます。したがって、異なる VLAN上のトラフィックはヒットせ
ず、RPF障害として CPUにパントされます。

• ip pim spt-threshold infinity group-listおよび ip pim use-shared-tree-only group-listコマン
ドは、スタンドアロン（非 vPC）のラストホップルータ（LHR）構成でサポートされて
います。Cisco NX-OSリリース 9.3(10)以降、ip pim spt-threshold infinity group-listおよび
ip pim use-shared-tree-only group-listコマンドは、Cisco Nexus 3548スイッチの仮想ポート
チャネル（vPC）でもサポートされています。

• ip pim spt-threshold infinity group-listおよび ip pim use-shared-tree-only group-listコマン
ドは、スタンドアロンのCiscoNexus 3548スイッチでサポートされています。CiscoNX-OS
リリース 10.2(3)以降、ip pim spt-threshold infinity group-listおよび ip pim
use-shared-tree-only group-listコマンドは、CiscoNexus 3548スイッチの仮想ポートチャネ
ル（vPC）でもサポートされています。

•セカンダリ IPアドレスを RPアドレスとして構成することはサポートされていません。

• PIMは、送信元、レシーバ、およびランデブーポイント（RP）間のすべてのL3インター
フェイスで構成する必要があります。

• Cisco NX-OSリリース 10.6(1)F以降、ip pim spt-switch-gracefulコマンドはデフォルトで有
効になっています。このコマンドを無効にするには、no ip pim spt-switch-gracefulコマンド
を使用します。この機能では、共有ツリーから最短パスツリー（SPT）へのグレースフル
スイッチオーバーを設定してパケット損失を最小化します。この場合、最初のデータパ

ケットを受信して最短パスツリー（SPT）の完全な確立および検証が完了するまで、共有
ツリーは使用されます。

•以前のリリースでは、このコマンドはデフォルトで有効になっていません。

•この機能は、TRM VRFではサポートされていません。

•この機能は、 RPFとして SVIではサポートされていません。

•この機能は VPCではサポートされていません。
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PIM-Bidirの注意事項と制限事項
CiscoNexus 3548スイッチでのPIM-Bidirの使用には、いくつかの制限があります。特に、内部
実装による制限として、一度グループ範囲がある VRFで Bidirとして設定されたら、そのグ
ループ範囲を他の VRFに対して再度使用することはできません。たとえば、グループ範囲
225.1.0.0/16がデフォルトVRFでBidirとして構成されている場合、このグループ範囲のグルー
プまたは一部を別の VRFで（ASM、Bidir、または SSMとして）再利用することはできませ
ん。

PIMのデフォルト設定
表 1では、PIMパラメータのデフォルト設定をリスト化しています。

表 7 : PIMパラメータのデフォルト設定

デフォルトパラメータ

無効共有ツリーだけを使用

無効再起動時にルートをフラッシュ

無効ネイバーの変更の記録

無効Auto-RPメッセージアクション

無効BSRメッセージアクション

IPv4の場合 232.0.0.0/8SSMマルチキャストグループ範囲またはポリシー

無効PIMスパースモード

0DRプライオリティ

無効hello認証モード

無効ドメイン境界

メッセージをフィルタリングしないRPアドレスポリシー

メッセージをフィルタリングしないPIM Registerメッセージポリシー

メッセージをフィルタリングしないBSR候補 RPポリシー

メッセージをフィルタリングしないBSRポリシー

メッセージをフィルタリングしないAuto-RPマッピングエージェントポリシー

メッセージをフィルタリングしないAuto-RP候補 RPポリシー
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デフォルトパラメータ

メッセージをフィルタリングしないJoin/Pruneポリシー

すべての PIMネイバーと隣接関係を確
立

ネイバーとの隣接関係ポリシー

PIMの構成
PIMは、各インターフェイスに設定できます。

Cisco NX-OSがサポートしているのは PIMスパースモードのバージョン 2です。このマニュ
アルで「PIM」と記載されている場合は、PIMスパースモードのバージョン 2を意味していま
す。

（注）

下のテーブルで説明されているマルチキャスト配信モードを使用すると、PIMドメインに、そ
れぞれ独立したアドレス範囲を構成できます。

表 8 : PIMのマルチキャスト配信モード

説明RP設定の必要
性

マルチキャスト配信モード

任意の送信元のマルチキャス

ト

はいアーキテクチャセールスマネージャ（ASM）

双方向共有ツリーはいBidir

送信元固有マルチキャストいいえSSM

マルチキャスト用 RPFルートいいえマルチキャスト用 RPFルート

PIMを設定する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 テーブル 2に示したマルチキャスト配信モードについて、各モードで構成するマルチキャストグループの
範囲を選択します。

ステップ 2 PIMまたは PIM6機能を有効にします。「PIM機能の有効化」セクションを参照してください。

ステップ 3 PIMドメインに参加させる各インターフェイスで、PIMスパースモードを設定します。「PIMスパース
モードの構成」セクションを参照してください。

ステップ 4 ステップ 1で選択したマルチキャスト配信モードについて、次の設定作業を行います。
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• ASMモードについては、「ASMまたは Bidirの構成」セクションを参照してください。

• SSMモードについては、「SSMの構成」セクションを参照してください。

•マルチキャスト用RPFルートについては、「マルチキャスト用RPFルートの構成」セクションを参照
してください。

ステップ 5 メッセージフィルタリングを構成する場合。「メッセージフィルタリングの構成」セクションを参照して
ください。

PIM機能の有効化
PIMコマンドにアクセスするには、PIM機能をイネーブルにしておく必要があります。

始める前に

LAN Base Servicesライセンスがインストールされていることを確認してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

PIMをイネーブルにします。デフォルトではPIMは
ディセーブルになっています。

feature pim

例：

ステップ 2

switch(config)# feature pim

featureコマンドを含むPIMの実行コンフィギュレー
ション情報を表示します。

（任意） show running-configuration pim

例：

ステップ 3

switch(config)# show running-configuration pim

設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 4

switch(config)# copy running-config startup-config

PIMスパースモードの設定
スパースモードドメインに参加させる各スイッチインターフェイスで、PIMスパースモード
を設定します。
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マルチキャストルートマップの構成に関する詳細は、「RP情報配信を制御するためのルート
マップの構成」セクションを参照してください。

（注）

join-pruneポリシーを構成するには、「メッセージフィルタリングの構成」セクションを参照
してください。

（注）

始める前に

LAN Base Servicesライセンスがインストールされていること、および PIMがイネーブル化さ
れていることを確認します。

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

Auto-RPメッセージの待ち受けまたは転送をイネー
ブルにします。デフォルトではこれらの機能がディ

（任意） ip pim auto-rp {listen [forward] | forward
[listen]}

例：

ステップ 2

セーブルになっているため、Auto-RPメッセージの
受信と転送は行われません。

switch(config)# ip pim auto-rp listen

BSRメッセージの待ち受けまたは転送をイネーブ
ルにします。デフォルトではこれらの機能がディ

（任意） ip pim bsr {listen [forward] | forward
[listen]}

例：

ステップ 3

セーブルになっているため、BSRメッセージの待
ち受けまたは転送は行われません。

switch(config)# ip pim bsr forward

Auto-RPおよびBSRの受信/転送ステートなど、PIM
RP情報を表示します。

（任意） ip pim rp [ip prefix] vrf vrf-name| all

例：

ステップ 4

switch(config)# show ip pim rp

レート制限を毎秒のパケット数で設定します。指定

できる範囲は 1～ 65,535です。デフォルト設定は
無制限です。

（任意） ip pim register-rate-limit rate

例：

switch(config)# ip pim register-rate-limit 1000

ステップ 5

初期ホールドダウン期間を秒単位で設定します。指

定できる範囲は 90～ 210です。ホールドダウン期
（任意） [ip |ipv4] routing multicast
holddownholddown-period

例：

ステップ 6
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目的コマンドまたはアクション

間をディセーブルにするには、0を指定します。デ
フォルト値は 210です。

switch(config)# ip routing multicast holddown
100

Registerレート制限を含めた PIMの実行コンフィ
ギュレーション情報を表示します。

（任意） show running-configuration pim

例：

ステップ 7

switch(config)# show running-configuration pim

ethernet slot/portなどのインターフェイスタイプお
よび番号を入力して、インターフェイスモードを

開始します。

interface interface

例：

switch(config)# interface ethernet 2/1
switch(config-if)#

ステップ 8

そのインターフェイスを、レイヤ 3ルーテッドイ
ンターフェイスとして設定します。

no switchport

例：

ステップ 9

sswitch(config-if)# no switchport

現在のインターフェイスで PIMスパースモードを
イネーブルにします。デフォルトではディセーブル

になっています。

ip pim sparse-mode

例：

switch(config-if)# ip pim sparse-mode

ステップ 10

PIM helloメッセージの一部としてアドバタイズさ
れる指定ルータ（DR）プライオリティを設定しま

（任意） ip pim dr-priority priority

例：

ステップ 11

す。有効範囲は 1～ 4294967295です。デフォルト
は 1です。

switch(config-if)# ip pim dr-priority 192

PIMhelloメッセージ内のMD5ハッシュ認証キーを
イネーブルにします。暗号化されていない（クリア

（任意） ip pim hello-authentication ah-md5 auth-key

例：

ステップ 12

テキストの）キーか、または次に示す値のいずれか
switch(config-if)# ip pim hello-authentication
ah-md5 my_key を入力したあと、スペースとMD5認証キーを入力

します。

• 0：暗号化されていない（クリアテキスト）キー
を指定します。

• 3：3-DES暗号化キーを指定します。

• 7：Cisco Type 7暗号化キーを指定します。

helloメッセージの送信インターバルを、ミリ秒単
位で設定します。範囲は 1～ 4294967295です。デ
フォルト値は 30000です。

（任意） ip pim hello-interval interval

例：

switch(config-if)# ip pim hello-interval 25000

ステップ 13

（注）

最小値は 1ミリ秒です。
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目的コマンドまたはアクション

インターフェイスを PIMドメインの境界として設
定し、対象のインターフェイスで、ブートストラッ

（任意） ip pim border

例：

ステップ 14

プ、候補 RP、または Auto-RPの各メッセージが送
switch(config-if)# ip pim border

受信されないようにします。デフォルトではディ

セーブルになっています。

インターフェイスを PIMドメインの境界として設
定し、対象のインターフェイスで、ブートストラッ

（任意） ip pim neighbor-policy prefix-list prefix-list

例：

ステップ 15

プ、候補 RP、または Auto-RPの各メッセージが送
switch(config-if)# ip pim neighbor-policy
prefix-list AllowPrefix 受信されないようにします。デフォルトではディ

セーブルになっています。

また、prefix-listコマンドを使用して、プレフィッ
クスリストポリシーに基づいて隣接する PIMネイ
バーを設定します。ip prefix-list プレフィックスリ
ストは最大 63文字です。デフォルトでは、すべて
の PIMネイバーと隣接関係が確立されます。

（注）

この機能の設定は、経験を積んだネットワーク管

理者が行うことを推奨します。

PIMインターフェイスの情報を表示します。（任意） show ip pim interface [interface | brief] [vrf
vrf-name | all]

ステップ 16

例：

switch(config-if)# show ip pim interface

設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 17

switch(config-if)# copy running-config
startup-config

ASMまたは Bidirの構成
AnySourceMulticast（ASM）および双方向共有ツリー（Bidir）のマルチキャスト配信モードで
は、マルチキャストデータの送信元と受信者の間に、共通のルートとして動作するRPを設定
する必要があります。

ASMまたは Bidirモードを設定するには、スパースモードおよび RPの選択方式を設定しま
す。RPの選択方式では、配信モードを指定して、マルチキャストグループの範囲を割り当て
ます。
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ASMまたは PIM-Bidirの構成前に、最初に以前のセクションで説明されているように PIMを
有効にします。

（注）

静的 RPの設定（PIM）

RPを静的に設定するには、PIMドメインに参加するルータのそれぞれにRPアドレスを設定し
ます。

match ip multicastコマンドとともに使用するグループプレフィックスにリスト化されるルー
トマップポリシー名を指定できます。

単方向PIMを構成する場合は、ステップ 2でコマンドの末尾からパラメータ [bidir]を削除し、
次のようにします。ip pim rp-address rp-address [group-list ip-prefix | route-map policy-name]

（注）

始める前に

Enterprise Servicesライセンスがインストールされていること、およびPIMがイネーブルになっ
ていることを確認してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

マルチキャストグループ範囲に、PIMスタティック
RPアドレスを設定します。match ip multicastコマ

ip pim rp-address rp-address [group-list ip-prefix |
route-map policy-name]

例：

ステップ 2

ンドとともに使用するグループプレフィックスにリ

スト化されるルートマップポリシー名を指定できまswitch(config)# ip pim rp-address 192.0.2.33
group-list 224.0.0.0/9 す。デフォルトモードは ASMです。デフォルトの

グループ範囲は 224.0.0.0～ 239.255.255.255です。

この例では、指定したグループ範囲にPIMBidirモー
ドを設定しています。

PIMモードとグループ範囲を表示します。（任意） show ip pim group-range [ip-prefix | vrf
vrf-name | all]

ステップ 3

例：

switch(config)#show ip pim group-range
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目的コマンドまたはアクション

設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 4

switch(config)# copy running-config startup-config

BSRの設定

BSRを設定するには、候補 BSRおよび候補 RPを選択します。

同じネットワーク内では、Auto-RPプロトコルと BSRプロトコルを同時に設定できません。注意

候補 BSRを表 3で説明されている引数で構成できます。

表 9 :候補 BSRの引数

説明引数

ブートストラップメッセージで使用する、BSR送信元 IPアドレスを取得するた
めのインターフェイスタイプおよび番号。

interface

ハッシュ長は、マスクを適用するために使用される上位桁の 1の個数です。マ
スクでは、候補 RPのグループアドレス範囲の論理積をとることにより、ハッ
シュ値を算出します。マスクは、グループ範囲が等しい一連のRPに割り当てら
れる連続アドレスの個数を決定します。PIMの場合、この値の範囲は 0～ 32で
あり、デフォルト値は 30秒です。

hash-length

現在の BSRに割り当てられたプライオリティ。ソフトウェアにより、プライオ
リティが最も高いBSRが選定されます。BSRプライオリティが等しい場合は、
IPアドレスが最上位のBSRが選定されます。この値の範囲は0（プライオリティ
が最小）～ 255であり、デフォルト値は 64です。

priority

候補 RPを表 4で説明されている引数とキーワードで構成できます。

表 10 : BSR候補 RPの引数およびキーワード

説明引数またはキーワード

ブートストラップメッセージで使用する、BSR送信元 IPアドレスを取得す
るためのインターフェイスタイプおよび番号。

interface

プレフィックス形式で指定された、このRPによって処理されるマルチキャ
ストグループ。

group-list ip-prefix
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説明引数またはキーワード

候補RPメッセージの送信間隔（秒）。この値の範囲は 1～ 65,535であり、
デフォルト値は 60秒です。

（注）

候補 RPインターバルは 15秒以上に設定することを推奨します。

interval

現在のRPに割り当てられたプライオリティ。ソフトウェアにより、グルー
プ範囲内で優先度が最も高いRPが選定されます。優先度が等しい場合は、
IPアドレスが最上位のRPが選定されます。（最も高い優先度は最も低い数
値です。）この値の範囲は 0（優先度が最大）～ 255であり、デフォルト値
は 192です。

（注）

この優先度は BSRの BSR候補の優先度とは異なります。BSR候補の優先
度は 0～ 255の間で、大きい値ほど優先度が高くなります。

priority

候補 BSRおよび候補 RPは、PIMドメインのすべての箇所と適切に接続されている必要があ
ります。

ヒント

BSRおよび候補 RPには同じルータを指定できます。多数のルータが設置されたドメインで
は、複数の候補 BSRおよび候補 RPを選択することにより、BSRまたは RPに障害が発生した
場合に、自動的に代替 BSRまたは代替 RPへとフェールオーバーすることができます。

候補 BSRおよび候補 RPを設定する手順は、次のとおりです。

1. PIMドメインの各ルータでBSRメッセージの受信と転送を行うかどうかを設定します。候
補 RPまたは候補 BSRとして設定されたルータは、インターフェイスにドメイン境界機能
が設定されていない場合、すべての BSRプロトコルメッセージの受信と転送を自動的に
実行します。詳細については、「PIMスパースモードの構成」セクションを参照してくだ
さい。

2. 候補 BSRおよび候補 RPとして動作するルータを選択します。

3. 後述の手順に従い、候補 BSRおよび候補 RPをそれぞれ設定します。

4. BSRメッセージフィルタリングを設定します。「メッセージフィルタリングの構成」セ
クションを参照してください。

BSRの設定

PIM-ASMを構成した場合は、ステップ 3でコマンドからパラメータ bidirを削除すると、コマ
ンドエントリが以下を読み取ります。

ip pim [ bsr ] rp-candidate interface group-list ip-prefix [ priority priority ] [ interval interval ]

（注）
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始める前に

LAN Base Servicesライセンスがインストールされていること、および PIMがイネーブル化さ
れていることを確認します。

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

候補ブートストラップルータ（BSP）を設定しま
す。ブートストラップメッセージで使用される送信

ip pim [bsr] bsr-candidate interface [hash-len
hash-length] [priority priority]

例：

ステップ 2

元 IPアドレスは、インターフェイスの IPアドレス
です。ハッシュ長は 0～ 32であり、デフォルト値switch(config)# ip pim bsr-candidate ethernet 2/1

hash-len 24 は 30です。プライオリティは 0～ 255であり、デ
フォルト値は 64です。パラメータの詳細について
は、テーブル 10を参照してください。

BSRの候補 RPを設定します。プライオリティは 0
（プライオリティが最大）～65,535であり、デフォ

（任意） ip pim [bsr] rp-candidate interface group-list
ip-prefix route-map policy-name priority priority interval
interval

ステップ 3

ルト値は 192です。インターバルは 1～ 65,535秒で
あり、デフォルト値は 60秒です。例：

（注）switch(config)# ip pim rp-candidate ethernet 2/1
group-list 239.0.0.0/24

候補 RPインターバルは 15秒以上に設定すること
を推奨します。

例では、PIM-Bidir候補 RPを構成します。

（注）

ASM候補RPを構成するには、コマンドの最後にあ
るパラメータ bidirを省略します。

PIMモードとグループ範囲を表示します。（任意） show ip pim group-range [ip-prefix ] [ vrf
vrf-name | all]

ステップ 4

例：

switch(config)# show ip pim group-range

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 5

switch(config)# copy running-config startup-config
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Auto-RPの設定

Auto-RPを設定するには、候補マッピングエージェントおよび候補 RPを選択します。マッピ
ングエージェントおよび候補 RPには同じルータを指定できます。

同じネットワーク内では、Auto-RPプロトコルと BSRプロトコルを同時に設定できません。注意

Auto-RPマッピングエージェントの設定では、テーブル 5で説明された引数を指定できます。

表 11 : Auto-RPマッピングエージェントの引数

説明引数

ブートストラップメッセージで使用する、Auto-RPマッピングエージェントの
IPアドレスを取得するためのインターフェイスタイプおよび番号。

interface

RP-Discoveryメッセージが転送される最大ホップ数を表す存続可能時間（TTL）
値。この値の範囲は 1～ 255であり、デフォルト値は 32です。

（注）

「PIMスパースモードの構成」セクションの境界ドメイン機能を参照してくだ
さい。

scope ttl

複数の Auto-RPマッピングエージェントを設定した場合、1つだけがドメインのマッピング
エージェントとして選定されます。選定されたマッピングエージェントは、すべての候補 RP
メッセージを配信します。すべてのマッピングエージェントが配信された候補RPメッセージ
を受信し、受信した RPキャッシュを、RP-Discoveryメッセージの一部としてアドバタイズし
ます。

候補 RPをテーブル 6で説明されている引数とキーワードで構成できます。

表 12 : Auto-RP候補 RPの引数とキーワード

説明引数またはキーワード

ブートストラップメッセージで使用する、候補 RPの IPアドレス
を取得するためのインターフェイスタイプおよび番号。

interface

現在のRPで処理されるマルチキャストグループ。プレフィックス
形式で指定します。

group-list ip-prefix

RP-Discoveryメッセージが転送される最大ホップ数を表す存続可能
時間（TTL）値。この値の範囲は 1～ 255であり、デフォルト値は
32です。

（注）

「PIMまたは PIM6スパースモードの構成」セクションの境界ド
メイン機能を参照してください。

scope ttl
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説明引数またはキーワード

RP-Announceメッセージの送信間隔（秒）。この値の範囲は 1～
65,535であり、デフォルト値は 60です。

（注）

候補 RPインターバルは 15秒以上に設定することを推奨します。

interval

指定しない場合、現在の RPは ASMモードになります。指定した
場合、RPは bidirモードになります。

bidir

マッピングエージェントおよび候補RPは、PIMドメインのすべての箇所と適切に接続されて
いる必要があります。

ヒント

Auto-RPマッピングエージェントおよび候補 RPを設定する手順は、次のとおりです。

1. PIMドメインの各ルータで、Auto-RPメッセージの受信と転送を行うかどうかを設定しま
す。候補 RPまたは Auto-RPマッピングエージェントとして設定されたルータは、イン
ターフェイスにドメイン境界機能が設定されていない場合、すべてのAuto-RPプロトコル
メッセージの受信と転送を自動的に実行します。詳細については、「PIMスパースモード
の構成」セクションを参照してください。

2. マッピングエージェントおよび候補 RPとして動作するルータを選択します。

3. 後述の手順に従い、マッピングエージェントおよび候補 RPをそれぞれ設定します。

4. Auto-RPメッセージフィルタリングを設定します。「メッセージフィルタリングの構成」
セクションを参照してください。

Auto RPの構成

ステップ 3に示すコマンドでパラメータ bidirを使用するのは、双方向 PIM（PIM-Bidir）の場
合のみです。単方向 PIMを構成している場合、コマンドは次のようになります。ip pim
{send-rp-announce | {auto-rp rp-candidate}} interface group-list ip-prefix [scope ttl] [interval interval]

（注）

始める前に

LAN Base Servicesライセンスがインストールされていること、および PIMがイネーブル化さ
れていることを確認します。

Cisco Nexus 3548スイッチ NX-OSマルチキャストルーティング構成ガイド、リリース 10.6(x)
63

PIMの構成

Auto RPの構成



手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

Auto-RPマッピングエージェントを設定します。
Auto-RPDiscoveryメッセージで使用される送信元 IP

ip pim {send-rp-discovery | auto-rp mapping-agent}
interface [scope ttl]

例：

ステップ 2

アドレスは、インターフェイスの IPアドレスです。
デフォルトスコープは 32です。パラメータの詳細
については、テーブル 12を参照してください。

switch(config)# ip pim auto-rp mapping-agent
ethernet 2/1

Auto-RPの候補RPを設定します。デフォルトスコー
プは 32です。デフォルトインターバルは 60秒で

ip pim {send-rp-announce | {auto-rp rp-candidate}}
interface group-list ip-prefix [scope ttl] [interval interval]
[bidir]

ステップ 3

す。デフォルトでは、ASMの候補RPが作成されま
例： す。パラメータの詳細については、テーブル 4～ 6

を参照してください。switch(config)# ip pim auto-rp rp-candidate
ethernet 2/1 group-list 239.0.0.0/24 bidir

（注）

候補 RPインターバルは 15秒以上に設定すること
を推奨します。

この例では、双方向候補 RPを構成します。

（注）

この例では、コマンドの末尾にある bidirパラメー
タを省略して、ASM候補 RPを作成します。

PIMモードとグループ範囲を表示します。（任意） show ip pim group-range [ip-prefix | vrf
vrf-name | all]

ステップ 4

例：

switch(config)# show ip pim group-range

設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 5

switch(config)# copy running-config startup-config

PIMエニーキャスト RPセットの設定（PIM）

PIM Anycast-RPセットを設定する手順は、次のとおりです。

ステップ 1 PIMエニーキャスト RPセット内のルータを選択します。

ステップ 2 PIMエニーキャスト RPセットの IPアドレスを選択します。
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ステップ 3このセクションの説明に従って、PIMエニーキャスト RPセット内の各ピア RPお
よびローカルアドレスを構成します。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

インターフェイスループバックを設定します。interface loopback number

例：

ステップ 2

この例では、インターフェイスループバックを 0に
設定しています。switch(config)# interface loopback 0

switch(config-if)#

このインターフェイスの IPアドレスを設定します。ip address ip-prefix

例：

ステップ 3

この例では、Anycast-RPの IPアドレスを設定して
います。switch(config-if)# ip address 192.168.1.1/32

コンフィギュレーションモードに戻ります。exit

例：

ステップ 4

switch(config)# exit

指定した Anycast-RPアドレスに対応する PIM
Anycast-RPピアアドレスを設定します。各コマンド

ip pim anycast-rp anycast-rp-address
anycast-rp-peer-address

例：

ステップ 5

で同じAnycast-RPアドレスを指定して実行すると、
Anycast-RPセットが作成されます。RPの IPアドレ
スは、同一セット内のRPとの通信に使用されます。

switch(config)# ip pim anycast-rp 192.0.2.3
192.0.2.31

—Anycast-RPセットに属する各ピア RPで、同じ
Anycast-RPアドレスを使用してステップ 5を繰り返
します。

ステップ 6

PIMモードとグループ範囲を表示します。ip[ autoconfig | ip-address [secondary]]ステップ 7

設定変更を保存します。copy running-config startup-config

例：

ステップ 8

switch(config)# copy running-config startup-config

ASM専用の共有ツリーの設定（PIM）

共有ツリーを構成できるのは、AnySourceMulticast（ASM）グループの最終ホップルータだけ
です。この場合、新たな受信者がアクティブグループに加入した場合、このルータでは共有ツ

リーから SPTへのスイッチオーバーは実行されません。match ip[v6] multicastコマンドを使用
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して、共有ツリーの使用を強制するグループ範囲を指定できます。このオプションは、送信元

ツリーに対する Join/Pruneメッセージを受信した場合の、ルータの標準動作には影響を与えま
せん。

デフォルトではこの機能がディセーブルになっているため、ソフトウェアは送信元ツリーへの

スイッチオーバーを行います。

ASMモードでは、最終ホップルータだけが共有ツリーから SPTに切り替わります。（注）

始める前に

Enterprise Servicesライセンスがインストールされていること、およびPIMがイネーブルになっ
ていることを確認してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

共有ツリーだけを構築します。共有ツリーから SPT
へのスイッチオーバーは実行されません。match ip

ip pim use-shared-tree-only group-list policy-name

例：

ステップ 2

multicastコマンドで、使用するグループを示すルー
switch(config)# ip pim use-shared-tree-only
group-list my_group_policy トマップポリシー名を指定します。デフォルトで

は、送信元に対する (*, G)ステートのマルチキャス
トパケットを受信すると、ソフトウェアは PIM (S,
G) Joinメッセージを送信元方向に発信します。

（注）

このコマンドは、スタンドアロン（非vPC）のラス
トホップルータ（LHR）構成でサポートされてい
ます。

（注）

ip pim use-shared-tree-only group-listコマンドは、
スタンドアロンの Cisco Nexus 3548スイッチでサ
ポートされています。CiscoNX-OSリリース10.2(3)
以降、このコマンドは Cisco Nexus 3548スイッチの
仮想ポートチャネル（vPC）でもサポートされてい
ます。
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目的コマンドまたはアクション

PIMモードとグループ範囲を表示します。（任意） show ip pim group-range [ip-prefix | vrf
vrf-name | all]

ステップ 3

例：

switch(config)# show ip pim group-range

設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 4

switch(config-if)# copy running-config
startup-config

SSM（PIM）の設定
Source-Specific Multicast（SSM）は、マルチキャスト送信元にデータを要求する受信者に対し
て、接続された DR上のソフトウェアが対象の送信元への最短パスツリー（SPT）を構築する
マルチキャスト配信モードです。

SSMと PIM-Bidirと組み合わせて構成することはできません。（注）

IPv4ネットワーク上のホストから、送信元を特定してマルチキャストデータを要求するには、
このホストおよびこのホストの DRで、IGMPv3が実行されている必要があります。SSMモー
ドでインターフェイスに PIMを設定する場合は、IGMPv3をイネーブルにするのが一般的で
す。IGMPv1または IGMPv2が実行されているホストでは、SSM変換を使用して、グループと
送信元のマッピング設定を行うことができます。詳細については、「IGMPの設定（17ペー
ジ）」を参照してください。

コマンドラインで値を指定して、SSMで使用されるグループ範囲を構成できます。デフォル
トでは、PIMに対する SSMグループ範囲は 232.0.0.0/8です。

match ip multicastコマンドとともに使用するグループプレフィックスにリスト化されるルー
トマップポリシー名を指定できます。

デフォルトの SSMグループ範囲を使用する場合は、SSMグループ範囲の設定は不要です。（注）

始める前に

LAN Base Servicesライセンスがインストールされていること、および PIMがイネーブル化さ
れていることを確認します。
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手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

説明オプションステップ 2

目的コマンド

SSMモードで処理するグルー
プ範囲を最大 4つまで設定し

ip pim ssm range
{ip-prefix | none} |
route-map
policy-name}

例：

ます。match ip multicastコマ
ンドとともに使用するグルー

ププレフィックスにリスト化

されるルートマップポリシーswitch(config)# ip
pim ssm range
239.128.1.0/24

名を指定できます。デフォル

トの範囲は 232.0.0.0/8です。
キーワード noneが指定されて
いる場合、すべてのグループ

範囲が削除されます。

SSM範囲から指定のプレ
フィックスを削除するか、ルー

no ip pim ssm range
{range ip-prefix |
none} | route-map
policy-name}

例：

トマップポリシーを削除しま

す。キーワード noneが指定さ
れている場合、SSM範囲を
232.0.0.0/8のデフォルトにリ
セットします。

switch(config)# no
ip pim ssm range
none

PIMモードとグループ範囲を表示します。（任意） show ip pim group-range [ip-prefix | vrf
vrf-name]

ステップ 3

例：

switch(config)# show ip pim group-range

設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 4

switch(config)# copy running-config startup-config
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マルチキャスト用 RPFルートの設定
ユニキャストトラフィックパスを分岐させてマルチキャストデータを配信するには、マルチ

キャスト用 RPFルートを定義します。境界ルータにマルチキャスト用 RPFルートを定義する
と、外部ネットワークへの Reverse Path Forwarding（RPF）がイネーブルになります。

マルチキャストルートはトラフィック転送に直接使用されるわけではなく、RPFチェックの
ために使用されます。マルチキャスト用 RPFルートは再配布できません。マルチキャスト転
送に関する詳細は、「マルチキャスト転送」セクションを参照してください。

始める前に

LAN Base Servicesライセンスがインストールされていること、および PIMがイネーブル化さ
れていることを確認します。

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

RPF計算で使用するマルチキャスト用RPFルートを
設定します。ルートプリファレンスは 1～ 255で
す。デフォルトプリファレンスは 1です。

ip mroute {ip-addr mask | ip-prefix} {next-hop | nh-prefix
|} [route-preference] [vrf vrf-name]

例：

ステップ 2

switch(config)# ip mroute 192.0.2.33/24 192.0.2.1

設定されているスタティックルートを表示します。（任意） show ip static-route [ vrf vrf-name]

例：

ステップ 3

switch(config)# show ip static-route

設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-configステップ 4

RP情報配信を制御するルートマップの設定（PIM）
ルートマップは、一部の RP設定のミスや悪意のある攻撃に対する保護機能を提供します。
「メッセージフィルタリングの構成」セクションで説明されているコマンドのルートマップ

を使用します。

ルートマップを設定すると、ネットワーク全体についてRP情報の配信を制御できます。各ク
ライアントルータで発信元の BSRまたはマッピングエージェントを指定したり、各 BSRお
よびマッピングエージェントで、アドバタイズされる（発信元の）候補RPのリストを指定し
たりできるため、目的の情報だけが配信されるようになります。

Cisco Nexus 3548スイッチ NX-OSマルチキャストルーティング構成ガイド、リリース 10.6(x)
69

PIMの構成

マルチキャスト用 RPFルートの設定



match ipv6 multicastコマンドのみがルートマップで効果があります。（注）

始める前に

Enterprise Servicesライセンスがインストールされていること、および PIM6がイネーブルに
なっていることを確認してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

ルートマップコンフィギュレーションモードを開

始します。構成方法はpermitキーワードを使用しま
す。

route-map map-name [permit | deny] [sequence-number]

例：

switch(config)# route-map ASM_only permit 10
switch(config-route-map)#

ステップ 2

指定したグループ、RP、およびRPタイプを関連付
けます。ユーザはRPのタイプ（ASMまたはBidir）

match ip multicast {rp ip-address [rp-type rp-type]
[group ip-prefix]} | {group ip-prefix rp ip-address
[rp-type rp-type]}

ステップ 3

を指定できます。例で示すとおり、このコンフィ

例： ギュレーションモードでは、グループおよび RPを
指定する必要があります。switch(config)# match ip multicast group

224.0.0.0/4 rp 0.0.0.0/0 rp-type ASM
（注）

BSR RP、Auto-RP、およびスタティック RPでは、
group-rangeキーワードは使用できません。このコマ
ンドは、permitと denyの両方を許可します。一部
の match maskコマンドは、permitまたは denyを許
可しません。

設定済みのルートマップを表示します。（任意） show route-map

例：

ステップ 4

switch(config-route-map)# show route-map

設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 5

switch(config-route-map)# copy running-config
startup-config
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メッセージフィルタリングの設定

テーブル 7に、PIMおよび PIM6でのメッセージフィルタリングの構成方法を示します。

表 13 : PIMおよび PIM6でのメッセージフィルタリング

説明メッセージの種類

スイッチに対しグローバル

ネイバーのステート変更を通知する Syslogメッセージをイネーブル
にします。デフォルトではディセーブルになっています。

ネイバーの変更の記録

PIM登録メッセージをルートマップポリシーに基づいてフィルタリ
ングできるようにし、この match ip multicastコマンドでグループま
たはグループと送信元アドレスを指定できます。このポリシーは、RP
として動作するルータに適用されます。デフォルトではこの機能が

ディセーブルになっているため、PIM Registerメッセージのフィルタ
リングは行われません。

PIM Registerポリシー

ルートマップポリシーに基づく、BSR候補RPメッセージのフィルタ
リングを有効にします。match ip multicast コマンドで、RP、グルー
プアドレス、およびタイプ（ASM）を指定できます。このコマンド
は、BSRの選定対象のルータで使用できます。デフォルトでは、BSR
メッセージはフィルタリングされません。

BSR候補 RPポリシー

ルートマップポリシーに基づく、BSRクライアントルータによる
BSRメッセージのフィルタリングをイネーブルにします。match ip
multicastコマンドで、BSR送信元アドレスを指定できます。このコ
マンドは、BSRメッセージを受信するクライアントルータで使用で
きます。デフォルトでは、BSRメッセージはフィルタリングされませ
ん。

BSRポリシー

ルートマップポリシーに基づいた Auto-RPマッピングエージェント
で Auto-RP通知メッセージをフィルタリングできるようにし、match
ip multicastコマンドで RPアドレスとグループアドレスおよびタイ
プ ASMを指定できるようにします。このコマンドは、マッピング
エージェントで使用できます。デフォルトでは、Auto-RPメッセージ
はフィルタリングされません。

Auto-RP候補 RPポリ
シー

ルートマップポリシーに基づく、クライアントルータによるAuto-RP
Discoveryメッセージのフィルタリングをイネーブルにします。match
ip multicastコマンドで、マッピングエージェント送信元アドレスを
指定できます。このコマンドは、Discoveryメッセージを受信するク
ライアントルータで使用できます。デフォルトでは、Auto-RPメッ
セージはフィルタリングされません。

Auto-RPマッピング
エージェントポリシー

スイッチインターフェイスごと
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説明メッセージの種類

ルートマップポリシーに基づく、Join/Pruneメッセージのフィルタリ
ングをイネーブルにします。match ip[v6] multicastコマンドで、グ
ループ、グループと送信元、またはグループと RPアドレスを指定で
きます。デフォルトでは、Join/Pruneメッセージはフィルタリングさ
れません。

Join/Pruneポリシー

マルチキャストルートマップの構成に関する詳細は、「RP情報配信を制御するためのルート
マップの構成」セクションを参照してください。

ルートマップポリシーの構成に関する詳細は、『Cisco Nexus 3548スイッチ NX-OSユニキャ
ストルーティング構成ガイド』

（注）

メッセージフィルタリングの設定

始める前に

LAN Base Servicesライセンスがインストールされていること、および PIMがイネーブル化さ
れていることを確認します。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

ルートマップポリシーに基づく、PIMRegisterメッ
セージのフィルタリングをイネーブルにします。

（任意） ip pim register-policy policy-name

例：

ステップ 2

match ip multicastコマンドを使用して、グループ
switch(config)# ip pim register-policy
my_register_policy またはグループおよび送信元アドレスを指定できま

す。

ルートマップポリシーに基づく、BSR候補RPメッ
セージのフィルタリングを有効にします。match ip

（任意） ip pim bsr rp-candidate-policy policy-name

例：

ステップ 3

multicastコマンドで、RP、グループアドレス、お
switch(config)# ip pim bsr rp-candidate-policy
my_bsr_rp_candidate_policy よびタイプ（ASM）を指定できます。このコマン

ドは、BSRの選定対象のルータで使用できます。
デフォルトでは、BSRメッセージはフィルタリン
グされません。

Cisco Nexus 3548スイッチ NX-OSマルチキャストルーティング構成ガイド、リリース 10.6(x)
72

PIMの構成

メッセージフィルタリングの設定

https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/dcn/nx-os/nexus3548/105x/configuration/unicast/b-cisco-nexus-3548-switch-nx-os-unicast-routing-configuration-guide-105x.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/dcn/nx-os/nexus3548/105x/configuration/unicast/b-cisco-nexus-3548-switch-nx-os-unicast-routing-configuration-guide-105x.html


目的コマンドまたはアクション

ルートマップポリシーに基づく、BSRクライアン
トルータによる BSRメッセージのフィルタリング

（任意） ip pim bsr bsr-policy policy-name

例：

ステップ 4

をイネーブルにします。match ip multicastコマン
switch(config)# ip pim bsr bsr-policy
my_bsr_policy ドで、BSR送信元アドレスを指定できます。この

コマンドは、BSRメッセージを受信するクライア
ントルータで使用できます。デフォルトでは、BSR
メッセージはフィルタリングされません。

ルートマップポリシーに基づいた Auto-RPマッピ
ングエージェントでAuto-RP通知メッセージをフィ

（任意） ip pim auto-rp rp-candidate-policy
policy-name

例：

ステップ 5

ルタリングできるようにし、match ip multicastコ
マンドでRPアドレスとグループアドレスを指定で

switch(config)# ip pim auto-rp
rp-candidate-policy my_auto_rp_candidate_policy きるようにします。このコマンドは、マッピング

エージェントで使用できます。デフォルトでは、

Auto-RPメッセージはフィルタリングされません。

ルートマップポリシーに基づく、クライアントルー

タによる Auto-RP Discoveryメッセージのフィルタ
（任意） ip pim auto-rp mapping-agent-policy
policy-name

例：

ステップ 6

リングをイネーブルにします。match ip multicast
コマンドで、マッピングエージェント送信元アドswitch(config)# ip pim auto-rp

mapping-agent-policy my_auto_rp_mapping_policy レスを指定できます。このコマンドは、Discovery
メッセージを受信するクライアントルータで使用

できます。デフォルトでは、Auto-RPメッセージは
フィルタリングされません。

指定したインターフェイスでインターフェイスモー

ドを開始します。

interface interface

例：

ステップ 7

switch(config)# interface ethernet 2/1
switch(config-if)#

そのインターフェイスを、レイヤ 3ルーテッドイ
ンターフェイスとして設定します。

no switchport

例：

ステップ 8

switch(config-if)# no switchport

ルートマップポリシーに基づく、Join/Pruneメッ
セージのフィルタリングを有効にします。 match

（任意） ip pim jp-policy policy-name [in | out]

例：

ステップ 9

ip multicastコマンドで、グループ、グループと送
switch(config-if)# ip pim jp-policy my_jp_policy

信元、またはグループとRPアドレスを指定できま
す。デフォルトでは、Join/Pruneメッセージはフィ
ルタリングされません。

このコマンドは、送信および着信の両方向のメッ

セージをフィルタリングします。
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目的コマンドまたはアクション

PIM構成コマンドを表示します。（任意） show run pim

例：

ステップ 10

switch(config-if)# show run pim

設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 11

switch(config-if)# copy running-config
startup-config

ルートのフラッシュ

フラッシュされたルートは、Multicast Routing Information Base（MRIB）およびMulticast
Forwarding Information Base（MFIB）から削除されます。

始める前に

LAN Base Servicesライセンスがインストールされていること、および PIMがイネーブル化さ
れていることを確認します。

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

PIMプロセスの再起動時に、ルートを削除します。
デフォルトでは、ルートはフラッシュされません。

ip pim flush-routes

例：

ステップ 2

switch(config)# ip pim flush-routes

flush-routesコマンドを含む、PIM実行コンフィギュ
レーション情報を示します。

show running-configuration pim

例：

ステップ 3

switch(config)# show running-configuration pim

設定変更を保存します。copy running-config startup-config

例：

ステップ 4

switch(config)# copy running-config startup-config
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PIM設定の確認
PIMの設定情報を表示するには、次の作業のいずれかを行います。

目的コマンド

IPマルチキャストルーティングテーブルを表示しま
す。

show ip mroute { source | group [ source
]} [ vrf vrf-name | all ]

学習済みまたは設定済みのグループ範囲およびモード

を表示します。同様の情報については、show ip pim
rpコマンドを参照してください。

show ip pim group-range [ vrf vrf-name
| all ]

情報をインターフェイス別に表示します。show ip pim interface [ interface | brief
] [ vrf vrf-name | all ]

ネイバーをインターフェイス別に表示します。show ip pim neighbor [ vrf vrf-name | all
]

OIFリスト内のすべてのインターフェイスを表示しま
す。

show ip pim oif-list group [ source ] [ vrf
vrf-name | all ]

マルチキャストルート（S、G）の PIM加入を受信し
たインターフェイスなど、各マルチキャストルートの

情報を表示します。

show ip pim route {source group | group
[ source ]} [ vrf vrf-name | all ]

ソフトウェアの既知のランデブーポイント（RP）お
よびその学習方法と、それらのグループ範囲を表示し

ます。同様の情報については、show ippimgroup-range
コマンドを参照してください。

show ip pim rp [ vrf vrf-name | all ]

ブートストラップルータ（BSP）RPハッシュ情報を
表示します。

show ip pim rp-hash [ vrf vrf-name | all
]

実行コンフィギュレーション情報を表示します。show running-configuration pim

実行コンフィギュレーション情報を表示します。show startup-configuration pim

各 VRFの情報を表示します。show ip pim vrf [ vrf-name | all ] [ detail
]

PIMグレースフルSPTスイッチオーバー機能が稼働し
ているかどうかを表示します。

show ip pim vrf vrf detail

統計の表示
次に、PIMの統計情報を、表示およびクリアするコマンドについて説明します。
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PIM統計情報の表示
下のテーブルにリスト化されているコマンドを使用して、PIM統計とメモリを表示できます。
PIMに show ip形式のコマンドを使用します。

説明コマンド

Register、RP、および Join/Pruneメッセージの
ポリシーについて、ポリシー統計情報を表示し

ます。

show ip pim policy statistics

これらのコマンドから出力でフィールドに関する詳細は、『Cisco Nexus 3000シリーズ NX-OS
マルチキャストルーティングコマンドリファレンス』を参照してください。

PIM統計情報のクリア
テーブル 8にリスト化されたコマンドを使用して PIMおよび PIM6統計をクリアできます。
PIMに show ip形式のコマンドを使用します。

表 14 :統計情報をクリアする PIMコマンド

説明コマンド

指定したインターフェイスのカウンタをクリア

します。

clear ippim interface statistics interface

Register、RP、および Join/Pruneメッセージの
ポリシーについて、ポリシーカウンタをクリア

します。

clear ip pim policy statistics

PIMプロセスで使用されるグローバルカウンタ
をクリアします。

clear ip pim statistics [vrf vrf-name | all]

PIMの設定例
ここでは、さまざまなデータ配信モードおよび RP選択方式を使用し、PIMを設定する方法に
ついて説明します。

SSMの構成例
SSMモードで PIMを設定するには、PIMドメイン内の各ルータで、次の手順を実行します。

1. ドメインに参加させるインターフェイスでPIMスパースモードパラメータを設定します。
すべてのインターフェイスで PIMをイネーブルにすることを推奨します。
switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 2/1
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switch(config-if)# no switchport
switch(config-if)# ip pim sparse-mode

2. SSMをサポートする IGMPのパラメータを設定します。「IGMPの設定（17ページ）」
を参照してください。通常は、SSMをサポートするために、PIMインターフェイスに
IGMPv3を設定します。
switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 2/1
switch(config-if)# no switchport
switch(config-if)# ip igmp version 3

3. デフォルト範囲を使用しない場合は、SSM範囲を設定します。
switch# configure terminal
switch(config)# ip pim ssm range 239.128.1.0/24

次に、SSMモードで PIMを構成する方法の例を示します。
configure terminal
interface ethernet 2/1
no switchport
ip pim sparse-mode
ip igmp version 3
exit
ip pim ssm range 239.128.1.0/24

BSRの設定例
BSRメカニズムを使用して ASMモードで PIMを設定するには、PIMドメイン内の各ルータ
で、次の手順を実行します。

1. 手順 1：ドメインに参加させるインターフェイスで PIMスパースモードパラメータを構
成します。すべてのインターフェイスで PIMをイネーブルにすることを推奨します。
switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 2/1
switch(config-if)# no switchport
switch(config-if)# ip pim sparse-mode

2. 手順 2：ルータが BSRメッセージの受信と転送を行うかどうかを構成します。
switch# configure terminal
switch(config)# ip pim bsr forward listen

3. 手順 3：BSRとして動作させるルータのそれぞれに、BSRパラメータを構成します。
switch# configure terminal
switch(config)# ip pim bsr-candidate ethernet 2/1 hash-len 30

4. 手順 4：候補 RPとして動作させるルータのそれぞれに、RPパラメータを構成します。
switch# configure terminal
switch(config)# ip pim rp-candidate ethernet 2/1 group-list 239.0.0.0/24

次に、BSRメカニズムを使用して PIM ASMモードを設定し、同一のルータに BSRと
RPを設定する場合の例を示します。
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configure terminal
interface ethernet 2/1
no switchport
ip pim sparse-mode
exit
ip pim bsr forward listen
ip pim bsr-candidate ethernet 2/1 hash-len 30
ip pim rp-candidate ethernet 2/1 group-list 239.0.0.0/24

PIM Anycast-RPの設定例
PIMエニーキャスト RP方式を使用して ASMモードを設定するには、PIMドメイン内のルー
タごとに、次の手順を実行します。

1. 手順 1：ドメインに参加させるインターフェイスで PIMスパースモードパラメータを構
成します。すべてのインターフェイスで PIMをイネーブルにすることを推奨します。
switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 2/1
switch(config-if)# no switchport
switch(config-if)# ip pim sparse-mode

2. ステップ2：Anycast-RPセット内のすべてのルータに適用するRPアドレスを構成します。
switch# configure terminal
switch(config)# interface loopback 0
switch(config-if)# ip address 192.0.2.3/32

3. ステップ 3：Anycast-RPセットに加える各ルータで、そのAnycast-RPセットに属するルー
タ間で通信に使用するアドレスを指定し、ループバックを構成します。

switch# configure terminal
switch(config)# interface loopback 1
switch(config-if)# ip address 192.0.2.31/32

4. ステップ 4：すべてのルータで Anycast-RPとして使用される RP-addressを構成します。
switch# configure terminal
switch(config)# ip pim rp-address 192.0.2.3

5. ステップ 5：Anycast-RPセットに加える各ルータについて、Anycast-RPパラメータとして
Anycast-RPの IPアドレスを指定します。同じ作業を、Anycast-RPの各 IPアドレスで繰り
返します。この例では、2つの Anycast-RPを指定しています。
switch# configure terminal
switch(config)# ip pim anycast-rp 192.0.2.3 193.0.2.31
switch(config)# ip pim anycast-rp 192.0.2.3 193.0.2.32

次に、2つの Anycast-RPを使用して、PIM ASMモードを設定する例を示します。
configure terminal
interface ethernet 2/1
no switchport
ip pim sparse-mode
exit
interface loopback 0
ip address 192.0.2.3/32
exit
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ip pim anycast-rp 192.0.2.3 192.0.2.31
ip pim anycast-rp 192.0.2.3 192.0.2.32

BSRを使用した PIM-Bidirの構成例
次のセクションでは、BSRで PIM-Bidirモードを構成する方法を示します。手順は、特定のグ
ループ範囲に対してAuto-RPまたはスタティック RPを使用して PIMを構成するために使用す
る手順と似ています。

BSRメカニズムを使用して ASMモードで Bidirを構成するには、PIMドメイン内の各ルータ
で、次の手順を実行します。

1. 手順 1：ドメインに参加させるインターフェイスで PIMスパースモードパラメータを構
成します。すべてのインターフェイスで PIMをイネーブルにすることを推奨します。
switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 2/1
switch(config-if)# no switchport
switch(config-if)# ip pim sparse-mode

2. 手順 2：ルータが BSRメッセージの受信と転送を行うかどうかを構成します。
switch# configure terminal
switch(config)# ip pim bsr forward listen

3. 手順 3：BSRとして動作させるルータのそれぞれに、BSRパラメータを構成します。
switch# configure terminal
switch(config)# ip pim bsr-candidate ethernet 2/1 hash-len 30

4. 手順 4：候補 RPとして動作させるルータのそれぞれに、RPパラメータを構成します。
switch# configure terminal
switch(config)# ip pim rp-candidate ethernet 2/1 group-list 239.0.0.0/24 bidir

次に、BSRメカニズムを使用して PIM Bidirモードを構成する例、特に同一のルータ
に BSRと RPを構成する場合の例を示します。
configure terminal
interface ethernet 2/1
no switchport
ip pim sparse-mode
exit
ip pim bsr forward listen
ip pim bsr-candidate ethernet 2/1 hash-len 30
ip pim rp-candidate ethernet 2/1 group-list 239.0.0.0/24 bidir

マルチキャストサービスリフレクションの設定
マルチキャストサービスリフレクション機能は、ユーザーが外部で受信したマルチキャスト

宛先アドレスを、組織の内部アドレッシングポリシーに準拠したアドレスに変換できます。こ

れは、入力マルチキャストストリーム (S1、G1)から出力 (S2、G2)インターフェイスへのマル
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チキャストネットワークアドレス変換 (NAT)です。この機能は、一般にマルチキャストサー
ビスリフレクション機能 (SR機能)と呼ばれます。

SR機能は、次の 2つのフレーバーでサポートされています。

•通常モードマルチキャスト NAT

通常モードでは、S1、G1インターフェイスとして着信するパケットは S2、G2インターフェ
イスに変換され、発信パケットの宛先MACアドレスは G2インターフェイス（たとえば、変
換されたグループ）のマルチキャストMACアドレスとして変換されます。

•書き換えなしのマルチキャスト NATを使用したファストパスとファストパス

ファストパスモードでは、S1、G1インターフェイスは S2、G2インターフェイスに変換さ
れ、発信パケットの宛先MACアドレスには、G1インターフェイスに対応するマルチキャスト
MACアドレスがあります（たとえば、事前に変換されたグループのMACアドレス）。 )。

マルチキャストサービスリフレクション機能は、リリース7.0(3)I7(2)以降のCiscoNexus 3548-X
プラットフォームでのみサポートされます。

（注）

SR機能は、ループバックインターフェイスで構成されます。SR機能の詳細については、次の
セクションを参照してください。

マルチキャストサービスリフレクションの注意事項と制限事項

Cisco Nexus 3548-Xプラットフォームスイッチで SR機能を構成する前に、次の注意事項と制
限事項をお読みください。

• SR機能は、N3K-C3548-10GXプラットフォームでのみサポートされ、N3K-C3548-10GE
プラットフォームではサポートされません。

• SR機能は、Protocol Independent Multicast（PIM）スパースモード（ASMまたは SSM）で
のみサポートされます。

• showipmroute詳細統計情報は、SSMのファストパスまたはファストパス書き換えなしモー
ドでは使用できません。ASM統計が利用可能です。

•マルチキャストサービスリフレクション機能は、vPC環境では機能しません。

•マルチキャストサービスリフレクション機能は、CLIハードウェアプロファイル multicast
service-reflect port xによって定義されたハードウェアループバックポートを使用します。

•マルチキャストサービスリフレクション構成用に選択されたハードウェアループバック
ポートは、「リンクダウン」状態で、SFPが接続されていない物理ポートである必要があ
ります。

•マルチキャスト NAT通常モードソリューションの合計スループットは 5 Gbpsです。
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•マスク長が 0～ 4の場合、マルチキャスト NAT変換は行われません。このマスク長の制
限は、グループアドレスのみに適用され、送信元アドレスには適用されません。

• IPマルチキャストでは、問題の送信元への RPFパスがユニキャストルーティングテーブ
ルで使用可能な場合、直接接続されていないソースのマルチキャスト（S、G）ルートを
作成できます。ルートは、スタティックまたはダイナミック（ルーティングプロトコル経

由）、またはマルチキャストコマンド ip mroute ip-sa/mask gatewayを介して行うことがで
きます。

マルチキャストサービスリフレクション機能用に設定されたデバイスの入力および出力イン

ターフェイス ACLには、次の制限があります。

•入力ACLが適用されて、すでに流れている未変換のマルチキャストトラフィックをブロッ
クする場合、（S,G）エントリは削除されません。その理由は、ACLがパケットをドロッ
プしても、マルチキャストルートエントリが引き続きトラフィックによってヒットされ

るためです。

•出力インターフェイスで変換されたソーストラフィック（S2、G2）をブロックする出力
ACLが適用されている場合、変換されたトラフィックに対して出力 ACLがサポートされ
ていないため、出力 ACLは機能しません。

•マルチキャストサービスリフレクトは、通常モードまたはファストパスモードのソース
非変換をサポートしていません。変換されたソースは、入力マルチキャストストリーム

S1、G1発信インターフェイスリスト（oiflist）として構成されたループバックポートの
サブネットに分類される必要があります。

•セカンダリ IPアドレスを RPアドレスとして構成することはサポートされていません。

•送信元グループ（S1、G1）のマルチキャスト転送は、変換ルータのサービスリフレクト
マルチキャストルータではサポートされません。

マルチキャストサービスリフレクション機能

次の順序でマルチキャストサービスリフレクション機能を構成します。

1. 最初にマルチキャストサービスリフレクトループバックポートを構成します。

2. マルチキャストサービスリフレクトモードを構成します。

3. マルチキャストサービスリフレクトルールを構成します。

マルチキャストサービスリフレクトループバックポートの構成

テーブル 9にリストされている CLIコマンドを使用して、マルチキャストサービスリフレク
トループバックポートを構成します。
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表 15 :マルチキャストサービスリフレクトループバックポートの構成

説明コマンド

<1-48>の範囲からマルチキャストサービスリフ
レクトループバックポートを作成します。

hardware profile multicast service-reflect port
?<1-48> Loopback port-num

選択されたループバックポートは、他の目的には使用できなくなり、マルチキャストサービ

スリフレクション機能専用になります。ループバックポートを構成した後、リロードが必要

です。

サービスリフレクトポートは通常モードでのみ必要であり、ファストパスモードでは必要あ

りません。

（注）

(config)# hardware profile multicast service-reflect port 12

マルチキャストサービスリフレクトモードの構成

テーブル 10にリストされているCLIコマンドを使用して、マルチキャストサービスリフレク
トモードを構成します。書き換えあり/書き換えなしのファストパスモードは、UDP宛先ポー
ト D1を別の宛先ポート D2に変換します。

マルチキャストサービスリフレクトモードを構成した後、リロードが必要です。（注）
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表 16 :マルチキャストサービスリフレクトモードの構成

説明コマンド

マルチキャストサービスリフレクトモードを構成します。

この機能は、次のフレーバーでサポートされています。通常モード、ファ

ストパスモード、ファストパス書き換えなしモード。

通常モード：通常モードは、G1インターフェイスを G2インターフェイ
スに変換します。マルチキャストプロトコルに従って、G2インターフェ
イスのMACアドレスを書き換えます。

ファストパスモードは、G1インターフェイスを G2インターフェイスに
変換します。G2インターフェイスのMACアドレスは書き換えません。
G2インターフェイスのMACアドレスは、マルチキャストプロトコルに
従って引き続き有効です。これは、/9マスク長制限により、G2インター
フェイスのMACアドレスを G1インターフェイスのMACアドレスと同
じに保つためです。このモードでは、グループ変換のマスク長は9以下で
ある必要があります。

書き換えなしオプションを使用したファストパスモードは、G1インター
フェイスを G2インターフェイスに変換しますが、G2インターフェイス
のMACアドレスは書き換えません。G2インターフェイスのMACアド
レスは、マルチキャストプロトコルに従って無効です。G2インターフェ
イスのMACアドレスがトポロジで考慮されていない場合は、十分な注意
を払ってこのモードオプションを使用してください。グループ変換のマ

スク長に制限はありません。

ip service-reflect
mode ?

regular

fast-pass

fast-pass no-rewrite

通常モードを構成します。ip service-reflect
mode regular

マルチキャストリフレクトルールの構成

次に、テーブル 11にリストされているCLIコマンドを使用して、マルチキャストサービスリ
フレクトルールを構成します。

スイッチがUDPポートに関係なく（S、G）トラフィックを受信し、異なるUDPポートをキー
として使用する同じ S、Gの複数のルールがある場合、すべての S、G UDPルールの状態が作
成され、ハードウェアリソースが割り当てられます。

（注）
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表 17 :マルチキャストリフレクトルールの構成

説明コマンド

入力インターフェイス（S1、G1）を
出力インターフェイス（S2、G2）に
SR変換するルールを指定します。

config # ip service-reflect destination G1 to G2 mask-len
M1 source S1 to S2 mask-len M2

G1：ABCD着信グループアドレス（マルチキャスト）

G2：ABCD発信グループアドレス（マルチキャスト）

M1：<0-32>グループマスク長 *デフォルト値は 32

S1：ABCD着信送信元アドレス

S2：ABCD発信送信元アドレス M2: <0-32>送信元マ

スク長 *デフォルト値は 32

入力インターフェイス（*、G1）を
（S2、G2）インターフェイスにSR変
換するルールを指定します。

（注）

*は S1を意味します。ABCD着信送
信元アドレス考慮されません。

config # ip service-reflect destination G1 to G2 mask-len
M1source S2

G1：ABCD着信グループアドレス（マルチキャスト）

G2：ABCD発信グループアドレス（マルチキャスト）

M1：<0-32>グループマスク長

S2：ABCD発信元アドレス

デフォルト（32）サブネットマスクと非デフォルト（32未満）サブネットマスクに
ついては、次の例を参照してください。

例 1：
#ip service-reflect destination 225.0.0.2 to 226.0.0.2 mask-len 32 source 10.0.0.2 to
12.0.0.2 mask-len 32

例 1の構成ルールは、次の（S1、G1）から（S2、G2）へのマッピングルールをイン
ストールします。

a. (10.0.0.2, 225.0.0.2) -> (12.0.0.2, 226.0.0.2)

例2：
#ip service-reflect destination 225.0.0.2 to 226.0.0.2 mask-len 31 source 10.0.0.2 to
12.0.0.2 mask-len 31

例 2の構成ルールは、次の（S1、G1）から（S2、G2）へのマッピングルールをイン
ストールします。

a. (10.0.0.2, 225.0.0.0) -> (12.0.0.2, 226.0.0.2)
b. (10.0.0.2, 225.0.0.0) -> (12.0.0.2, 226.0.0.2)
a. (10.0.0.2, 225.0.0.0) -> (12.0.0.2, 226.0.0.2)
b. (10.0.0.2, 225.0.0.0) -> (12.0.0.2, 226.0.0.2)

例 3：
#ip service-reflect destination 225.0.0.2 to 226.0.0.2 mask-len 31 source 10.0.0.2 to
12.0.0.2 mask-len 32
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例 3の構成ルールは、次の（S1、G1）から（S2、G2）へのマッピングルールをイン
ストールします。

a. (10.0.0.2, 225.0.0.0) -> (12.0.0.2, 226.0.0.2)
b. (10.0.0.2, 225.0.0.3) -> (12.0.0.2, 226.0.0.3)

例 4：
ip service-reflect destination 225.0.0.2 to 226.0.0.2 mask-len 32 source 10.0.0.2 to
12.0.0.2 mask-len 32 udp-dest-port 3000

例 4の構成ルールは、次の（S1、G1）から（S2、G2）へのマッピングルールをイン
ストールします。

a. (10.0.0.2, 225.0.0.2, 3000) -> (12.0.0.2, 226.0.0.2)

例 5：
ip service-reflect destination 225.0.0.2 to 226.0.0.2 mask-len 32 source 10.0.0.2 to
12.0.0.2 mask-len 32 udp-dest-port 3000 to 4000

例 5の構成ルールは、次の（S1、G1）から（S2、G2）へのマッピングルールをイン
ストールします。

a. (10.0.0.2, 225.0.0.2, 3000) -> (12.0.0.2, 226.0.0.2, 4000)

通常モードの構成

次のテーブルに示すCLI手順を使用して、ループバックポート、通常の SRモード、および通
常モードの SRルールを構成します。

説明コマンドステップ

G1および G2インターフェイスの PIM機
能を構成します。

# feature pimステップ1

# ip pim rp-address 10.0.0.2 group-list
225.0.0.2/32 //S1,G1

ステップ2

#ip pim rp-address 11.0.0.2 group-list
226.0.0.2/32 //S2,G2

ステップ3

ポート 12などの SRループバックポート
を選択し、ループバックを構成します。

(config) # hardware profile multicast
service-reflect port 12

ステップ4

マルチキャストサービスリフレクトモー

ドを構成します。

(config) # ip service-reflect mode
regular

ステップ5

SRルールを構成します。# ip service-reflect destination 225.0.0.2
to 226.0.0.2 mask-len 32 source 10.0.0.2
to 12.0.0.2 mask-len 32 // G1 to G2, S1
to S2

ステップ6
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説明コマンドステップ

入力インターフェイス（例：1/10）または
出力インターフェイス（例：SRボックス
で 1/11）を構成します。

# interface Ethernet1/10

# no switchport

# ip address 10.0.0.1/24

# ip pim sparse-mode

# no shutdown

#interface Ethernet1/11

# no switchport

# ip address 11.0.0.1/24

# ip pim sparse-mode

# no shutdown

ステップ7

SRボックスのループバックポートを構成
します。

これは S2サブネットに属します（翻訳さ
れた S1）。

これは、G1のスタティック OIFです。

これは S2サブネットに属します（翻訳さ
れた S1）。

これは、G1のスタティック OIFです。

複数のマルチキャストNATルールの場合、
S2の一意のサブネットごとにループバック
構成を追加します。

# interface loopback0

# ip address 12.0.0.1/8

# ip pim sparse-mode

# ip igmp static-oif 225.0.0.2

# interface loopback1

# ip address 17.0.0.1/8

# ip pim sparse-mode

# ip igmp static-oif 227.0.0.2

ステップ8

通常モードで test ethpm l3 enable-show-iport
コマンドを使用して、外部ループバック

ポートにアクセスします。

(config) # test ethpm l3
enable-show-iport

ステップ9

実行コンフィギュレーションスタートアッ

プコンフィギュレーションに保存してリ

ロードします。

ステップ（4）および（5）で説明されてい
る構成は、通常モード機能のために存在す

る必要があり、リロードが必要です。

(config) # copy r s

(config) # reload

ステップ
10

ファストパスモードを構成します。

表 12に概説されている CLI手順を使用して、ループバックポート、ファストパス SRモー
ド、およびファストパスまたはファストパスの書き換え無しの SRルールを構成します。
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ファストパスモードでは、ハードウェアループバックポートの構成は必要ありません。（注）

表 18 :ファストパスモードを構成します。

説明コマンドステップ

G1および G2インターフェイスの PIM
機能を構成します。

# feature pimステップ
1

# ip pim rp-address 10.0.0.2 group-list
225.0.0.2/32 //RP for G1, G1

ステップ
2

# ip pim rp-address 11.0.0.2 group-list
226.0.0.2/32 //S2,G2

ステップ
3

マルチキャストサービスリフレクショ

ンのファストパスモードまたはファス

トパスモードの書き換えなしモードを

構成します。

(config) # ip service-reflect mode fast-pass

または

(config) # ip service-reflect mode fast-pass
no-rewrite

ステップ
4

SRルールを構成します。# ip service-reflect destination 225.0.0.2 to
226.0.0.2 mask-len 9 source 10.0.0.2 to
12.0.0.2 mask-len 32 // G1 to G2, S1 to S2

ステップ
5

入力インターフェイス（例：1/10）また
は出力インターフェイス（例：SRボッ
クスで 1/11）を構成します。

# interface Ethernet 1/10

# no switchport

# ip address 10.0.0.1/20

# ip pim sparse-mode

# no shutdown

# interface Ethernet 1/11

# no switchport

# ip address 11.0.0.1/20

# ip pim sparse-mode

# no shutdown

ステップ
6
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説明コマンドステップ

SRボックスのループバックポートを構
成します。

複数のマルチキャスト NATルールに関
して、S2固有サブネットごとにループ
バック構成を追加します。

# interface loopback0

# ip address 12.0.0.1/8

# ip pim sparse-mode

# ip igmp static-oif 225.0.0.2

# interface loopback1

# ip address 17.0.0.1/8

# ip pim sparse-mode

# ip igmp static-oif 227.0.0.2

ステップ
7

実行コンフィギュレーションスタート

アップコンフィギュレーションに保存

してリロードします。

手順（4）で説明されている構成は、ファ
ストパスモード機能のために存在する

必要があり、リロードが必要です。

(config) # copy r s

(config) # reload

ステップ
8

通常モードの showコマンドの表示
マルチキャストサービスリフレクション機能の showコマンドを表示するには、次のセクショ
ンを参照してください。

•ストリームのレート確認

•マルチキャストルートの確認

•マルチキャストルートの表示

ストリームのレート確認

インターフェイス設定に関する情報を表示するには、show interface ethernetコマンドを使用し
ます。

show ip mroute detailのマルチキャストグループ統計情報は、SSMを使用したファストパス
モードおよびファストパス書き換えなしモードでは使用できません。統計は、ASMマルチキャ
ストで使用できます。

（注）

show int eth < slot/port > | i rateコマンドを使用して、次の例に示すようにストリームのレートを
確認します：

# show int eth 1/10 | i rate
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30 seconds input rate 1536904 bits/sec, 3000 packets/sec \\ 1X of (S1,G1) UDP stream
0 seconds output rate 208 bits/sec, 0 packets/sec
input rate 1.54 Mbps, 3.00 Kpps; output rate 152 bps, 0 pps

# show int eth 1/12 | i rate

30 seconds input rate 3072112 bits/sec, 5999 packets/sec \\ 2X Stream
30 seconds output rate 2811704 bits/sec, 5999 packets/sec \\ 2X Stream
input rate 3.07 Mbps, 6.00 Kpps; output rate 3.05 Mbps, 6.00 Kpps

上記のコマンドは、ループバックポート経由でコマンドを実行するために必要です。

# test ethpm l3 enable-show-iport // To show the loopback port

# show int eth 1/11 | i rate

30 seconds input rate 160 bits/sec, 0 packets/sec
30 seconds output rate 1683024 bits/sec, 2999 packets/sec \\ 1X of (S2,G2) UDP stream
input rate 136 bps, 0 pps; output rate 1.52 Mbps, 3.00 Kpps

マルチキャストルートの確認

次の例で説明するように、show ip mrouteおよび show ip mroute srコマンドを使用してマルチ
キャストルートを確認し、サービスリフレクトルートのみを表示します：

# show ip mroute sr

IP Multicast Routing Table for VRF "default"

(*, 225.0.0.2/32), uptime: 00:27:44, static pim ip // (*,G1) route
Incoming interface: Ethernet1/10, RPF nbr: 10.0.0.2, uptime: 00:27:33
Outgoing interface list: (count: 1)
loopback0, uptime: 00:27:44, static

(10.0.0.2/32, 225.0.0.2/32), uptime: 00:24:01, ip mrib pim // (S1,G1) route
Incoming interface: Ethernet1/10, RPF nbr: 10.0.0.2, uptime: 00:24:01
Outgoing interface list: (count: 1)
loopback0, uptime: 00:24:01, mrib

(10.1.1.11/32, 230.1.1.2/32), uptime: 00:15:57, pim mrib ip
Translated Route Info: (169.1.1.11, 225.1.1.2)
Incoming interface: Ethernet1/47, RPF nbr: 10.1.1.11, uptime: 00:15:57, internal
Outgoing interface list: (count: 1)
loopback0, uptime: 00:15:57, mrib

(12.0.0.2/32, 226.0.0.2/32), uptime: 00:24:01, ip pim // (S2,G2) route
Incoming interface: loopback0, RPF nbr: 12.0.0.2, uptime: 00:24:01
Outgoing interface list: (count: 1)
Ethernet1/11, uptime: 00:12:59, pim

マルチキャストルートの表示

次の例に示すように、show forwarding multicast routeコマンドを使用して、転送マルチキャス
トルートの詳細を表示します。

# show forwarding multicast route

IPv4 Multicast Routing table table-id:0x1
Total number of groups: 2

(*, 225.0.0.2/32), RPF Interface: Ethernet1/10, flags: G
Received Packets: 1 Bytes: 64
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Number of Outgoing Interfaces: 1
Outgoing Interface List Index: 1
loopback0 Outgoing Packets:0 Bytes:0

(10.0.0.2/32, 225.0.0.2/32), RPF Interface: Ethernet1/10, flags: c
Received Packets: 507775 Bytes: 32497600
Number of Outgoing Interfaces: 1
Outgoing Interface List Index: 6000
Ethernet1/12 Outgoing Packets:0 Bytes:0

(12.0.0.2/32, 226.0.0.2/32), RPF Interface: loopback0, flags:
Received Packets: 0 Bytes: 0
Number of Outgoing Interfaces: 1
Outgoing Interface List Index: 3
Ethernet1/11 Outgoing Packets:0 Bytes:0

ファストパスモードの Showコマンドの表示
マルチキャストサービスリフレクション機能のファストパスモードの showコマンドを表示
するには、次のセクションを参照してください。

•ストリームのレート確認

•マルチキャストルートの確認

•マルチキャストルートの表示

ストリームのレート確認

fast-passモードのインターフェイス構成に関する詳細を表示するには、show interface ethernet
コマンドを使用します。show int eth <slot/port> | i rateコマンドを使用して、次の例に示すよう
にストリームのレートを確認します：

# show int eth 1/10 | i rate

30 seconds input rate 512632 bits/sec, 1000 packets/sec \\1X Stream of (S1,G1) Stream
30 seconds output rate 208 bits/sec, 0 packets/sec
input rate 95.38 Kbps, 168 pps; output rate 136 bps, 0 pps

# show int eth 1/11 | i rate

30 seconds input rate 72 bits/sec, 0 packets/sec
30 seconds output rate 495584 bits/sec, 999 packets/sec \\ 1X stream of (S2,G2) stream
input rate 144 bps, 0 pps; output rate 110.10 Kbps, 205 pps

マルチキャストルートの確認

show ip mrouteおよび show ip mroute srコマンドを使用してマルチキャストルートを確認し、
次の例で説明するように、ファストパスモードのサービスリフレクトルートを表示します。

# show ip mroute

# show ip mroute sr（サービスリフレクトルートのみ表示）

IP Multicast Routing Table for VRF "default"

(*, 225.0.0.2/32), uptime: 00:29:17, pim ip static
Incoming interface: Ethernet1/10, RPF nbr: 10.0.0.2, uptime: 00:28:51 Outgoing interface
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list: (count: 1)
loopback0, uptime: 00:16:15, static

(10.0.0.2/32, 225.0.0.2/32), uptime: 00:25:05, ip mrib pim
Incoming interface: Ethernet1/10, RPF nbr: 10.0.0.2, uptime: 00:25:05 Outgoing interface
list: (count: 1)
loopback0, uptime: 00:16:15, mrib

(12.0.0.2/32, 226.0.0.2/32), uptime: 00:14:58, ip pim
Incoming interface: loopback0, RPF nbr: 12.0.0.2, uptime: 00:14:58 Outgoing interface
list: (count: 1)
Ethernet1/11, uptime: 00:14:58, pim

マルチキャストルートの表示

次の例に示すように、転送マルチキャストルートの詳細を表示するには、show forwarding
multicast routeコマンドを使用します。

# show forwarding multicast route

IPv4 Multicast Routing table table-id:0x1
Total number of groups: 2

(*, 225.0.0.2/32), RPF Interface: Ethernet1/10, flags: G Received Packets: 10 Bytes: 640
Number of Outgoing Interfaces: 1
Outgoing Interface List Index: 2
loopback0 Outgoing Packets:0 Bytes:0

(10.0.0.2/32, 225.0.0.2/32), RPF Interface: Ethernet1/10, flags: c Received Packets:
1010555 Bytes: 64675520
Number of Outgoing Interfaces: 1
Outgoing Interface List Index: 3
Ethernet1/11 Outgoing Packets:0 Bytes:0

(12.0.0.2/32, 226.0.0.2/32), RPF Interface: loopback0, flags: Received Packets: 0 Bytes:
0
Number of Outgoing Interfaces: 1
Outgoing Interface List Index: 3
Ethernet1/11 Outgoing Packets:0 Bytes:0

次の作業
PIMの関連機能を構成するには、次の章を参照してください：

その他の参考資料
PIMの実装に関する詳細情報については、次の項目を参照してください。

•関連資料

•標準

• MIB

•付録 A、IPマルチキャスト向け IETF RFC
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関連資料

マニュアルタイトル関連項目

CiscoNexus 3000シリーズマルチキャストルー
ティングコマンドリファレンス

CLIコマンド

Cisco Nexus 3548スイッチ NX-OSユニキャス
トルーティング構成ガイド

VRFの設定

標準

タイト

ル

標準

—この機能でサポートされる新規の標準または変更された標準はありません。また、

既存の標準のサポートは変更されていません。

MIB
MIBのリンクMIB

MIBを検索およびダウンロードするには、次
の URLにアクセスしてください。

http://mibs.cloudapps.cisco.com/ITDIT/MIBS/
MainServlet

IPMCAST-MIB
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第 5 章

IGMPスヌーピングの構成

この章では、CiscoNX-OSデバイスにインターネットグループ管理プロトコル（IGMP）スヌー
ピングを構成する方法を説明します。

この章は、次の項で構成されています。

• IGMPスヌーピングの情報（93ページ）
• IGMPスヌーピングに関する注意事項と制限事項（96ページ）
• IGMPスヌーピングの前提条件（97ページ）
• IGMPスヌーピングのデフォルト設定（97ページ）
• IGMPスヌーピングの構成（98ページ）
• IGMPスヌーピングパラメータの設定（101ページ）
• IGMPスヌーピング設定の確認（109ページ）
• IGMPスヌーピング統計情報の表示（110ページ）
• IGMPスヌーピング統計情報のクリア（110ページ）
• IGMPスヌーピングの設定例（110ページ）
•その他の参考資料（111ページ）
•関連資料（111ページ）
•標準（112ページ）

IGMPスヌーピングの情報

スイッチでは、IGMPスヌーピングをディセーブルにしないことを推奨します。IGMPスヌー
ピングをディセーブルにすると、スイッチで不正なフラッディングが過度に発生し、マルチ

キャストのパフォーマンスが低下する場合があります。

（注）

インターネットグループ管理プロトコル（IGMP）スヌーピングソフトウェアは、VLAN内の
レイヤ 2 IPマルチキャストトラフィックを調査し、関係する受信機が常駐するポートを発見
します。IGMPスヌーピングではポート情報を利用することにより、マルチアクセス LAN環
境における帯域幅消費量を削減し、VLAN全体へのフラッディングを回避します。IGMPス
ヌーピング機能は、マルチキャスト対応ルータに接続されたポートを追跡して、ルータによる
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IGMPメンバーシップレポートの転送機能を強化します。トポロジの変更通知には、IGMPス
ヌーピングソフトウェアが応答します。デフォルトでは、IGMPスヌーピングがスイッチでイ
ネーブルにされています。

次の図では、ホストと IGMPルータ間にある IGMPスヌーピングスイッチを示します。IGMP
スヌーピングスイッチは、IGMPメンバーシップレポートおよびLeaveメッセージをスヌーピ
ングして、必要な場合にだけ接続された IGMPルータに転送します。

図 13 : IGMPスヌーピングスイッチ

IGMPスヌーピングソフトウェアは、IGMPv1、IGMPv2、および IGMPv3コントロールプレー
ンパケットの処理に関与し、レイヤ 3コントロールプレーンパケットを代行受信して、レイ
ヤ 2の転送処理を操作します。

IGMPの詳細については、「 IGMPの設定（17ページ）」を参照してください。

Cisco NX-OS IGMPスヌーピングソフトウェアには、次のような独自の機能があります。

•送信元フィルタリングにより、宛先および送信元の IPアドレスに基づいて、マルチキャ
ストパケットを転送できます。

• MACアドレスでなく、IPアドレスに基づいてマルチキャスト転送を実行します。

• Optimized Multicast Flooding（OMF）により、未知のトラフィックをルータだけに転送し
て、データに基づくステート作成を行いません。

IGMPスヌーピングの詳細については、「RFC 4541」を参照してください。

このセクションは、次のトピックで構成されています。

IGMPv1および IGMPv2
IGMPv1および IGMPv2は、メンバーシップレポートの抑制機能をサポートしています。つま
り、同じサブネットに属する2つのホストが、同じグループのマルチキャストデータを要求し
ている場合、一方のホストからメンバーレポートを受信した他方のホストで、レポートの送信

が抑制されます。メンバーシップレポート抑制は、同じポートを共有しているホスト間で発生

します。
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各 VLANスイッチポートに接続されているホストが 1つしかない場合は、IGMPv2の高速脱
退機能を設定できます。高速脱退機能を使用すると、最終メンバーのクエリーメッセージがホ

ストに送信されません。ソフトウェアは IGMP Leaveメッセージを受信すると、ただちに該当
するポートへのマルチキャストデータ転送を停止します。

IGMPv1では、明示的な IGMP Leaveメッセージが存在しないため、特定のグループについて
マルチキャストデータを要求するホストが存続しないことを示すために、メンバーシップメッ

セージタイムアウトが利用されます。

高速脱退機能がイネーブルになっている場合、他のホストの存在は確認されないため、最終メ

ンバーのクエリーインターバル設定が無視されます。

（注）

IGMPv3
Cisco NX-OSにはフル機能の IGMPv3スヌーピングが実装されており、IGMPv3レポートに含
まれる（S、G）情報に基づいて、フラッディングを制御することができます。この発信元を
ベースとするフィルタリングにより、マルチキャストグループにトラフィックを送信する発信

元に基づくポートのセットにマルチキャストトラフィックを制限するようにスイッチがイネー

ブルにされます。

ソフトウェアのデフォルト設定では、各 VLANポートに接続されたホストが追跡されます。
この明示的なトラッキング機能は、高速脱退メカニズムをサポートしています。すべての

IGMPv3ホストがメンバーシップレポートを送信するため、レポート抑制は、スイッチにより
他のマルチキャスト対応ルータに送信されるトラフィックの量を制限します。レポート抑制を

イネーブルにすると、過去にいずれの IGMPv1ホストまたは IGMPv2ホストからも対象のグ
ループへの要求がなかった場合には、プロキシレポートが作成されます。プロキシ機能によ

り、ダウンストリームホストが送信するメンバーシップレポートからグループステートが構

築され、アップストリームクエリアからのクエリーに応答するためにメンバーシップレポー

トが生成されます。

IGMPv3メンバーシップレポートには LANセグメント上のグループメンバの一覧が含まれて
いますが、最終ホストが脱退すると、メンバーシップクエリーが送信されます。最終メンバー

のクエリーインターバルについてパラメータを設定すると、タイムアウトまでにどのホストか

らも応答がなかった場合に、グループステートが解除されます。

IGMPスヌーピングクエリア
マルチキャストトラフィックをルーティングする必要がないために、Protocol-Independent
Multicast（PIM）がインターフェイス上でディセーブルになっている場合は、メンバーシップ
クエリーを送信するように IGMPスヌーピングクエリアを設定する必要があります。このクエ
リアは、マルチキャスト送信元と受信者を含み、その他のアクティブクエリアを含まない

VLANで定義します。

IGMPスヌーピングクエリアがイネーブルな場合は、定期的に IGMPクエリーが送信されるた
め、IPマルチキャストトラフィックを要求するホストから IGMPレポートメッセージが発信
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されます。IGMPスヌーピングはこれらの IGMPレポートを待ち受けて、適切な転送を確立し
ます。

現在は、スイッチクエリアと IGMPスヌーピングクエリアに対して同じ SVI IPアドレスを設
定できます。そうすれば、両方のクエリアが同時にアクティブになって、一般的なクエリーを

定期的に VLANに送信するようになります。これを回避するには、IGMPスヌーピングクエ
リアとスイッチクエリアで別々の IPアドレスを使用します。

IGMPスヌーピングフィルタ
Cisco NX-OSリリース 6.0(2)A4(1)は、スヌーピングレイヤでの IGMPパケットのフィルタリ
ングをサポートします。インターフェイスレベルで IGMPスヌーピングレポートを除外でき
ます。このフィルタリングは、プレフィックスリストまたはルートマップポリシーに基づい

ています。ルータは、定義されたプレフィックスリストまたはルートマップポリシーとグルー

プを比較し、指定されたアクションを実行します。したがって、指定したプレフィックスリス

トまたはルートマップに一致するグループのみが、IGMPスヌーピングレポートにフィルタリ
ングされます。

IGMPスヌーピングに関する注意事項と制限事項
IGMPスヌーピングに関する注意事項および制約事項は次のとおりです。

• PVLANの IGMPスヌーピングはサポートされていません。

• VLAN上の IGMPv3ホストが離脱すると、他のホストでトラフィックがドロップする可能
性があります。これは主に、すでに離脱したポートから2回連続して離脱を受信した場合
に見られ、これが VLAN上の他のレシーバに影響を与えます。

この損失を回避するには、no ip igmp snooping explicit-trackingコマンドを使用してVLAN
構成で明示的なホストトラッキングを無効にする必要があります。

例：

configure terminal
vlan configuration 10
no ip igmp snooping explicit-tracking

•ホップバイホップトポロジでは、IGMPスヌーピングクエリアではない中間ボックス（2
番目のデバイス）で SVIを構成すると、別のダウンストリーム L2スイッチ（3番目のデ
バイス）の背後にある他のレシーバポートの1つが離脱を送信すると、その背後にあるホ
ストへのトラフィック損失を引き起こします。これは、v3抑制が無効になっているためで
あり、IGMPv3 Leaveが 2番目のデバイスで消費されます。この問題の回避策は次のとお
りです。

• PIM DRと IGMPクエリアは、ホップバイホップトポロジの同じボックスに同じ場所
に配置する必要があります。最初のデバイスの SVIは、DRを 2番目のデバイスから
最初のデバイスにシフトするように ip pim dr-priority 10を使用して構成する必要が
あり、デフォルトの抑制は 2番目のデバイス、3番目のデバイスなどで無効にする必
要があります。
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• IGMPV3抑制は、2番目のデバイスや 3番目のデバイスなどのすべてのホップで、影
響を受ける VLANの VLAN構成で有効にする必要があります。

例：

configure terminal
vlan configuration 203
ip igmp snooping v3-report-suppression

IGMPスヌーピングの前提条件
IGMPスヌーピングには、次の前提条件が適用されます。

•スイッチにログインしている。

•現在の仮想ルーティングおよびフォワーディング（VRF）モードが正しい（グローバルコ
マンドの場合）。この章の例で示すデフォルトのコンフィギュレーションモードは、デ

フォルト VRFに適用されます。

IGMPスヌーピングのデフォルト設定
次のテーブルでは、IGMPスヌーピングパラメータのデフォルト設定をリスト化しています。

表 19 :デフォルト IGMPスヌーピングパラメータ

デフォルトパラメータ

有効IGMPスヌーピング

有効明示的な追跡

無効高速脱退

1秒最終メンバークエリ間隔

無効スヌーピングクエリア

有効レポート抑制

有効リンクローカルグループ抑制

無効スイッチ全体での IGMPv3レポート抑
制

有効

（Enabled）
VLANごとの IGMPv3レポート抑制
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•マルチキャストルータポートを送信元ポートとして SPANセッションが設定されている
場合、送信元ポートに実際に転送されているトラフィックがない場合でも、宛先ポートは

すべてのマルチキャストトラフィックを認識します。これは、マルチキャスト/SPAN実
装の現在の制限によるものです。

• Cisco Nexus 3548シリーズスイッチは、未知のマルチキャストトラフィックをすべての
VLANのマルチキャストルータポートに複製しますが、マルチキャストトラフィックは
1つの特定のVLANで受信されます。これはデフォルトの動作であり、構成できません。

（注）

IGMPスヌーピングの構成
表 20 : IGMPスヌーピングパラメータ

説明パラメータ

IGMPスヌーピングをイネーブルにします。デ
フォルトではイネーブルになっています。

（注）

グローバルな設定が無効になっている場合

は、すべてのVLANが有効化されてるかどう
か関係なく無効化されていると見なされま

す。

IGMPスヌーピング

IGMPスヌーピング履歴バッファのサイズを設
定します。デフォルトは smallです。

イベント履歴

デバイス上のすべてのVLANのグループメン
バーシップタイムアウトを構成します。

グループタイムアウト

デバイスのリンクローカルグループ抑制を構

成します。デフォルトではイネーブルになっ

ています。

リンクローカルグループ抑制

デバイス上のすべての VLANで Optimized
Multicast Flood（OMF）を構成します。デフォ
ルトではイネーブルになっています。

Optimise-multicast-flood

デバイスの IGMPスヌーピングプロキシを設
定します。デフォルトは 5秒です。

プロキシ
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説明パラメータ

デバイスのマルチキャスト対応ルータに送信

されるメンバーシップレポートトラフィック

を制限します。レポート抑制をディセーブル

にすると、すべての IGMPレポートがそのま
まマルチキャスト対応ルータに送信されます。

デフォルトではイネーブルになっています。

レポート抑制

デバイスの IGMPv3レポート抑制およびプロ
キシレポートを構成します。デフォルトでは

ディセーブルになっています。

IGMPv3レポート抑制

手順の概要

1. configure terminal
2.

3. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

説明オプションステップ 2

目的コマンド

現在の VLANに対
して IGMPスヌー

ip igmp snooping

例：
ピングをイネーブ

switch(config-vlan-config)#
ip igmp snooping ルにします。デ

フォルトではイ

ネーブルになって

います。

（注）

このコマンドのno
形式により、グ

ローバル設定が

ディセーブルに
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目的コマンドまたはアクション

説明オプション

なっている場合

は、個々の VLAN
で IGMPスヌーピ
ングがイネーブル

であるかどうかに

関係なく、すべて

の VLANで IGMP
スヌーピングが

ディセーブルにな

ります。 IGMPス
ヌーピングを無効

にすると、レイヤ

2マルチキャスト
フレームがすべて

のモジュールにフ

ラッディングしま

す。

イベント履歴バッ

ファのサイズを設

ip igmp snooping event-history

例：
定します。デフォ

ルトは smallです。
switch(config)# ip igmp
snooping event-history

IGMPスヌーピング
テーブルの syslog

ip igmp snooping
syslog-threshold percentage

しきい値を構成し

ます。
例：

switch(config)# ip igmp
snooping syslog-threshold 80

デバイス全体のリ

ンクローカルグ

ip igmp snooping
link-local-groups-suppression

ループ抑制を構成例：
します。デフォル

switch(config)# ip igmp
snooping
link-local-groups-suppression

トではイネーブル

になっています。

デバイス上のすべ

てのVLANでOMF
ip igmp snooping
optimise-multicast-flood

を最適化します。例：
デフォルトではイ

switch(config)# ip igmp
snooping
optimise-multicast-flood

ネーブルになって

います。
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目的コマンドまたはアクション

説明オプション

IGMPv3レポート抑
制およびプロキシ

ip igmp snooping
v3-report-suppression

レポートを設定し例：
ます。デフォルト

switch(config)# ip igmp
snooping
v3-report-suppression

では、スイッチ全

体のグローバルコ

マンドでディセー

ブルになってお

り、VLANごとに
イネーブルになっ

ています。

マルチキャスト対

応ルータに送信さ

ip igmp snooping
report-suppression

れるメンバシップ例：
レポートトラ

switch(config)# ip igmp
snooping report-suppression フィックを制限し

ます。レポート抑

制をディセーブル

にすると、すべて

の IGMPレポート
がそのままマルチ

キャスト対応ルー

タに送信されま

す。デフォルトで

はイネーブルに

なっています。

設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 3

switch(config)# copy running-config startup-config

IGMPスヌーピングパラメータの設定
IGMPスヌーピングプロセスの動作に影響を与えるには、次の表に示すオプションの IGMPス
ヌーピングパラメータを構成します。
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表 21 : IGMPスヌーピングパラメータ

説明パラメータ

VLANごとに IGMPスヌーピングをイネーブ
ルにします。デフォルトではイネーブルになっ

ています。

グローバルな設定が無効になっている場合は、

すべての VLANが有効化されてるかどうか関
係なく無効化されていると見なされます。

IGMPスヌーピング

スヌーピングレイヤで IGMPパケットをフィ
ルタ処理します。デフォルトではディセーブ

ルになっています。

アクセスグループ

各ポートに接続されたそれぞれのホストから

送信される IGMPv3メンバーシップレポート
を、VLAN別に追跡します。デフォルトでは
イネーブルになっています。

明示的な追跡

ソフトウェアが IGMPLeaveレポートを受信し
た場合に、IGMPクエリーメッセージを送信
することなく、グループステートを解除でき

るようにします。このパラメータは、IGMPv2
ホストに関して、各 VLANポート上のホスト
が 1つしか存在しない場合に使用されます。
デフォルトではディセーブルになっています。

高速脱退

IGMPクエリーの送信後に待機する時間を設定
します。この時間が経過すると、ソフトウェ

アは、特定のマルチキャストグループについ

てネットワークセグメント上に受信要求を行

うホストが存在しないと見なします。いずれ

のホストからも応答がないまま、最終メンバ

のクエリインターバルの期限が切れると、対

応する VLANポートからグループが削除され
ます。有効範囲は 1～ 25秒です。デフォルト
値は 1秒です。

最終メンバークエリ間隔

指定した VLANで Optimized Multicast Flood
（OMF）を構成します。デフォルトではイネー
ブルになっています。

Optimise-multicast-flood

スヌーピングレイヤで IGMPパケットをフィ
ルタ処理します。デフォルトではディセーブ

ルになっています。

レポートポリシー
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説明パラメータ

マルチキャストトラフィックをルーティング

する必要がないため、PIMをイネーブルにし
ていない場合に、インターフェイスにスヌー

ピングクエリアを設定します。

スヌーピングクエリアに次の値を構成するこ

ともできます。

•タイムアウト：IGMPv2のタイムアウト値

•間隔：クエリ送信間の時間

•最大応答時間：クエリメッセージのMRT

•スタートアップカウント：起動時に送信
されるクエリ数

•スタートアップ間隔：起動時のクエリ間
隔

スヌーピングクエリア

指定した VLANのロバストネス値を設定しま
す。

堅牢性変数

マルチキャストルータへのスタティック接続

を設定します。ルータと接続するインターフェ

イスが、選択した VLANに含まれている必要
があります。

マルチキャストルータ

VLANのレイヤ 2ポートをマルチキャストグ
ループのスタティックメンバーとして設定し

ます。

スタティックグループ

スイッチまたは各VLANに対して、リンクロー
カルグループ抑制を設定します。デフォルト

ではイネーブルになっています。

リンクローカルグループ抑制

指定した VLANの IGMPバージョン番号を設
定します。

バージョン

このコンフィギュレーションモードを使用して目的の IGMPスヌーピングパラメータを設定
します。ただし、この設定は指定した VLANを明示的に作成した後にのみ適用されます。

（注）

手順の概要

1. configure terminal

Cisco Nexus 3548スイッチ NX-OSマルチキャストルーティング構成ガイド、リリース 10.6(x)
103

IGMPスヌーピングの構成

IGMPスヌーピングパラメータの設定



2. ip igmp snooping
3. vlan configuration vlan-id

4.

5. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

デバイスの IGMPスヌーピングをイネーブルにしま
す。デフォルトではイネーブルになっています。

ip igmp snooping

例：

ステップ 2

（注）switch(config)# ip igmp snooping

このコマンドの no形式により、グローバル設定が
ディセーブルになっている場合は、個々の VLAN
で IGMPスヌーピングがイネーブルであるかどうか
に関係なく、すべての VLANで IGMPスヌーピン
グがディセーブルになります。 IGMPスヌーピン
グをディセーブルにすると、レイヤ2マルチキャス
トフレームがすべてのモジュールにフラッディン

グします。

VLANを構成し、VLANコンフィギュレーション
モードを開始します。

vlan configuration vlan-id

例：

ステップ 3

switch(config)# vlan configuration 100
switch(config-vlan-config)#

説明オプションステップ 4

目的コマンド

現在の VLANに対
して IGMPスヌー

ip igmp snooping

例：
ピングをイネーブ

switch(config-vlan-config)#
ip igmp snooping ルにします。デ

フォルトではイ

ネーブルになって

います。
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目的コマンドまたはアクション

説明オプション

プレフィックスリ

ストまたはルート

ip igmp snooping access-group
{prefix-list | route-map}
policy-name interface interface
slot/port

マップポリシーに

基づいて、IGMPス
例： ヌーピングアクセ

スグループにフィswitch(config-vlan-config)#
ip igmp snooping access-group ルタを構成しま

す。
prefix-list plist interface
ethernet 2/2

各ポートに接続さ

れたそれぞれのホ

ip igmp snooping
explicit-tracking

ストから送信され例：
る IGMPv3メン

switch(config-vlan-config)#
ip igmp snooping
explicit-tracking

バーシップレポー

トを、VLAN別に
追跡します。デ

フォルトは、すべ

ての VLANでイ
ネーブルです。

IGMPv2プロトコル
のホストレポート

ip igmp snooping fast-leave

例：
抑制メカニズムの

switch(config-vlan-config)#
ip igmp snooping fast-leave ために、明示的に

追跡できない

IGMPv2ホストをサ
ポートします。高

速脱退がイネーブ

ルの場合、IGMPソ
フトウェアは、各

VLANポートに接
続されたホストが

1つだけであると見
なします。デフォ

ルトは、すべての

VLANでディセー
ブルです。

いずれのホストか

らも IGMPクエ
ip igmp snooping
last-member-query-interval
seconds リーメッセージへ

の応答がないま例：

ま、最終メンバの
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目的コマンドまたはアクション

説明オプション

switch(config-vlan-config)#
ip igmp snooping
last-member-query-interval 3

クエリーインター

バルの期限が切れ

た場合に、関連す

る VLANポートか
らグループを削除

します。有効範囲

は 1～ 25秒です。
デフォルト値は 1
秒です。

リンクローカルグ

ループ抑制を設定

ip igmp snooping
link-local-groups-suppression

します。デフォル例：
トではイネーブル

になっています。
switch(config-vlan-config)#
ip igmp snooping
link-local-groups-suppression

（注）

グローバルコン

フィギュレーショ

ンモードでこのコ

マンドを実行し、

すべてのインター

フェイスを変更す

ることもできま

す。

マルチキャスト

ルータへのスタ

ip igmp snooping mrouter
interface interface

ティック接続を設例：
定します。ルータ

switch(config-vlan-config)#
ip igmp snooping mrouter
interface ethernet 2/1

と接続するイン

ターフェイスが、

選択した VLANに
含まれている必要

があります。

「ethernetスロット
番号/ポート番号」
などのように、タ

イプと番号でイン

ターフェイスを指

定できます。
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目的コマンドまたはアクション

説明オプション

選択された VLAN
のOMFを最適化し

ip igmp snooping
optimise-multicast-flood

ます。デフォルト例：
ではイネーブルに

なっています。
switch(config-vlan-config)#
ip igmp snooping
optimise-multicast-flood

マルチキャストト

ラフィックをルー

ip igmp snooping querier
ip-address

ティングする必要例：
がないため、PIM

switch(config-vlan-config)#
ip igmp snooping querier
172.20.52.106

をイネーブルにし

ていない場合に、

スヌーピングクエ

リアを設定しま

す。IPアドレス
は、メッセージの

送信元として使用

します。

マルチキャストト

ラフィックをルー

ip igmp snooping
querier-timeout seconds

ティングする必要例：
がないため、PIM

switch(config-vlan-config)#
ip igmp snooping
querier-timeout 300

をイネーブルにし

ていない場合の、

IGMPv2のスヌーピ
ングクエリアタイ

ムアウト値を設定

します。デフォル

ト値は 255秒で
す。

マルチキャストト

ラフィックをルー

ip igmp snooping query-interval
seconds

ティングする必要例：
がないため、PIM

switch(config-vlan-config)#
ip igmp snooping
query-interval 120

をイネーブルにし

ていない場合に、

スヌーピングクエ

リーインターバル

を設定します。デ
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目的コマンドまたはアクション

説明オプション

フォルト値は 125
秒です。

プレフィックスリ

ストまたはルート

ip igmp snooping report-policy
{ prefix-list | route-map }
policy-name interface interface
slot/port

マップポリシーに

基づいて、IGMPス
例： ヌーピングレポー

トにフィルタを構

成します。
switch(config-vlan-config)#
ip igmp snooping
report-policy route-map rmap
interface ethernet 2/4

マルチキャストト

ラフィックをルー

ip igmp snooping
startup-query-count value

ティングする必要例：
がないため、PIM

switch(config-vlan-config)#
ip igmp snooping
startup-query-count 5

をイネーブルにし

ていない場合に、

起動時に送信され

るクエリー数に対

してスヌーピング

を設定します。

マルチキャストト

ラフィックをルー

ip igmp snooping
startup-query-interval seconds

ティングする必要例：
がないため、PIM

switch(config-vlan-config)#
ip igmp snooping
startup-query-interval 15000

を有効にしていな

い場合に、起動時

のスヌーピングク

エリ間隔を構成し

ます

指定した VLANの
ロバストネス値を

ip igmp snooping
robustness-variable value

設定します。デ例：
フォルト値は 2で
す。

switch(config-vlan-config)#
ip igmp snooping
robustness-variable 5

VLANのレイヤ 2
ポートをマルチ

ip igmp snooping static-group
group-ip-addr [ source source
-ip-addr] interface interface キャストグループ

のスタティックメ
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目的コマンドまたはアクション

説明オプション

例： ンバーとして設定

します。ethernetswitch(config-vlan-config)#
ip igmp snooping static-group slot/portなどタイプ
230.0.0.1 interface ethernet
2/1 と数でインター

フェイスを指定で

きます。

指定した VLANの
IGMPバージョン番
号を設定します。

ip igmp snooping version value

例：

switch(config-vlan-config)#
ip igmp snooping version 2

設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 5

switch(config)# copy running-config startup-config

IGMPスヌーピング設定の確認
IGMPスヌーピングの設定情報を表示するには、次の作業のいずれかを行います。

目的コマンド

IGMPスヌーピング設定を VLAN別に表示しま
す。

show ip igmp snooping [vlan vlan-id]

グループに関する IGMPスヌーピング情報を
VLAN別に表示します。

show ip igmp snooping groups [source [group] |
group [source]] [vlan vlan-id] [detail]

VLANごとに IGMPスヌーピングルックアップ
モード情報を表示します。

show ip igmp snooping look-up mode [ vlan vlan-id
]

IGMPスヌーピングのスタティックmac oif情報
をVLANごとおよびすべての詳細ごとに表示し
ます

show ip igmp snooping mac-oif [ detail | vlan
vlan-id ]

マルチキャストルータポートを VLAN別に表
示します。

show ip igmp snooping mroute [ vlan vlan-id ]

VLANごとに IGMPスヌーピング OTV情報を
表示します。

show ip igmp snooping otv groups [source [group]
| group [source]] [vlan vlan-id]
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目的コマンド

IGMPスヌーピングクエリアをVLAN別に表示
します。

show ip igmp snooping querier [ vlan vlan-id ]

IGMPスヌーピング設定を VLAN別に表示しま
す。

show ip igmp snooping [ vlan vlan-id ]

これらのコマンドからの出力のフィールドに関する詳細は、『Cisco Nexus 3000シリーズマル
チキャストルーティングコマンドリファレンス』を参照してください。

IGMPスヌーピング統計情報の表示
目的コマンド

グローバルまたは VLANごとのパケットとエ
ラーカウンタの統計情報を表示します。

show ip igmp snooping statistics [global | vlan
vlan-id ]

IGMPスヌーピング統計情報のクリア
次のコマンドを使用して、IGMPスヌーピング統計情報をクリアできます。

目的コマンド

IGMPスヌーピングの統計情報をクリアしま
す。

clear ip igmp snooping statistics vlan

IGMPスヌーピングの設定例
次に、IGMPスヌーピングパラメータの設定例を示します。
configure terminal
ip igmp snooping
vlan configuration 2
ip igmp snooping
ip igmp snooping explicit-tracking
ip igmp snooping fast-leave
ip igmp snooping last-member-query-interval 3
ip igmp snooping querier 172.20.52.106
ip igmp snooping mrouter interface ethernet 2/1
ip igmp snooping static-group 230.0.0.1 interface ethernet 2/1
ip igmp snooping link-local-groups-suppression

次に、プレフィックスリストを設定し、これらを使用して IGMPスヌーピングレポートをフィ
ルタ処理する例を示します。
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ip prefix-list plist seq 5 permit 224.1.1.1/32
ip prefix-list plist seq 10 permit 224.1.1.2/32
ip prefix-list plist seq 15 deny 224.1.1.3/32
ip prefix-list plist seq 20 deny 225.0.0.0/8 eq 32

vlan configuration 2
ip igmp snooping report-policy prefix-list plist interface Ethernet 2/2
ip igmp snooping report-policy prefix-list plist interface Ethernet 2/3

上記の例では、プレフィックスリストは 224.1.1.1と 224.1.1.2を許可していますが、224.1.1.3
と 225.0.0.0/8範囲のすべてのグループを拒否しています。プレフィックスリストは、一致が
ない場合は暗黙的な「拒否」になります。その他すべてを許可する場合、ip prefix-list plist seq
30 permit 224.0.0.0/4 eq 32を追加します。

次に、ルートマップを設定し、これらを使用して IGMPスヌーピングレポートをフィルタ処
理する例を示します。

route-map rmap permit 10
match ip multicast group 224.1.1.1/32
route-map rmap permit 20
match ip multicast group 224.1.1.2/32
route-map rmap deny 30
match ip multicast group 224.1.1.3/32
route-map rmap deny 40
match ip multicast group 225.0.0.0/8

vlan configuration 2
ip igmp snooping report-policy route-map rmap interface Ethernet 2/4
ip igmp snooping report-policy route-map rmap interface Ethernet 2/5

上記の例では、ルートマップは224.1.1.1と224.1.1.2を許可していますが、224.1.1.3と225.0.0.0/8
範囲のすべてのグループを拒否しています。ルートマップは、一致がない場合は暗黙的な「拒

否」になります。その他すべてを許可する場合、route-map rmap permit 50match ipmulticast group
224.0.0.0/4を追加します。

その他の参考資料
IGMPスヌーピングの実装に関する詳細情報については、次の項目を参照してください。

•標準

•関連資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

Cisco Nexus 3548スイッチマルチキャストルーティングコマンドリファレンスCLIコマン
ド
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標準

タイト

ル

標準

-この機能でサポートされる新規の標準または変更された標準はありません。また、

既存の標準のサポートは変更されていません。
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第 6 章

MSDPの設定

この章では、Cisco NX-OSスイッチにMulticast Source Discovery Protocol（MSDP）を構成する
方法について説明します。

この章は、次の項で構成されています。

• MSDPについての情報（113ページ）
• MSDPの前提条件（116ページ）
• MSDPのデフォルト設定（116ページ）
• MSDPの設定（117ページ）
• MSDPの設定の確認（128ページ）
•統計の表示（128ページ）
• MSDPの設定例（129ページ）
•その他の参考資料（131ページ）
•関連資料（131ページ）
•標準（131ページ）

MSDPについての情報
MSDPを使用すると、複数のボーダゲートウェイプロトコル（BGP）対応Protocol Independent
Multicast（PIM）スパースモードドメイン間で、マルチキャスト送信元情報を交換できます。
PIMに関する詳細は、「 PIMの構成（37ページ）」を参照してください。BGPに関する詳
細は、「Cisco Nexus 3548スイッチ NX-OSユニキャストルーティング構成ガイド」を参照して
ください。

受信者が要求するグループが別のドメイン内の送信元から送信されたグループと一致した場

合、ランデブーポイント（RP）は送信元方向に PIM Joinメッセージを送信して、最短パスツ
リーを構築します。指定ルータ（DR）は、送信元ドメイン内の送信元ツリーにパケットを転
送します。これらのパケットは、必要に応じて送信元ドメイン内のRPを経由し、送信元ツリー
の各ブランチを通って他のドメインへと送信されます。受信者を含むドメインでは、対象のド

メインの RPが送信元ツリー上に配置されている場合があります。ピアリング関係は転送制御
プロトコル（TCP）接続を介して構築されます。
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図 1に、4つの PIMドメインを示します。接続された各 RP（ルータ）は、独自にマルチキャ
スト送信元のセットを保持しているため、RPはMSDPピアと呼ばれます。送信元ホスト 1は
グループ 224.1.1.1にマルチキャストデータを送信します。MSDPプロセスでは、RP 6上で
PIM Registerメッセージを介して送信元に関する情報を学習すると、ドメイン内の送信元に関
する情報が、Source-Active（SA）メッセージの一部としてMSDPピアに送信されます。SA
メッセージを受信した RP 3および RP 5は、MSDPピアに SAメッセージを転送します。RP 5
は、ホスト 2から 224.1.1.1のマルチキャストデータに対する要求を受信すると、192.1.1.1の
ホスト 1方向に PIM Joinメッセージを送信して、送信元への最短パスツリーを構築します。

図 14 :異なる PIMドメインに属する RP間のMSDPピアリング

各 RP間でMSDPピアリング設定を行うには、フルメッシュを作成します。一般的なMSDP
フルメッシュは、RP 1、RP 2、RP 3のように自律システム内に作成され、自律システム間に
は作成されません。ループ抑制およびMSDPピア Reverse Path Forwarding（RPF）により、SA
メッセージのループを防止するには、BGPを使用します。メッシュグループの詳細について
は、「MSDPメッシュグループ」セクションを参照してください。

PIMドメイン内で Anycast RP（ロードバランシングおよびフェールオーバーを実行するため
の RPのセット）を使用する場合、MSDPを設定する必要はありません。詳細については、
「PIM Anycast-RPセットの構成」セクションを参照してください。

（注）

MSDPの詳細については、RFC 3618を参照してください。

SAメッセージおよびキャッシング
MSDPピアによるSource-Active（SA）メッセージの交換を通じて、MSDPソフトウェアは、ア
クティブな送信元に関する情報を伝播させます。SAメッセージには、次の情報が格納されて
います。
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•データ送信元の送信元アドレス

•データ送信元で使用されるグループアドレス

• RPの IPアドレスまたは設定済みの送信元 ID

PIM Registerメッセージによって新しい送信元がアドバタイズされると、MSDPプロセスはそ
のメッセージを再カプセル化して SAメッセージに格納し、即座にすべてのMSDPピアに転送
します。

SAキャッシュには、SAメッセージを介して学習したすべての送信元情報が保持されます。
キャッシングを使用すると、既知のグループの情報がすべてキャッシュに格納されるため、新

たな受信者を迅速にグループに加入させることができます。キャッシュに格納する送信元エン

トリ数を制限するには、SA制限ピアパラメータを設定します。特定のグループプレフィック
スに対してキャッシュに格納する送信元エントリ数を制限するには、グループ制限グローバル

パラメータを設定します。

MSDPソフトウェアは 60秒おきに、または SAインターバルのグローバルパラメータの設定
に従って、SAキャッシュ内の各グループに SAメッセージを送信します。対象の送信元およ
びグループに関する SAメッセージが、SAインターバルから 3秒以内に受信されなかった場
合、SAキャッシュ内のエントリは削除されます。

MSDPピア RPF転送
MSDPピアは、発信元 RPから離れた場所で SAメッセージを受信し、そのメッセージの転送
を行います。このアクションは、ピア RPFフラッディングと呼ばれます。このルータは BGP
ルーティングテーブルを調べ、SAメッセージの発信元 RP方向にあるネクストホップピアを
特定します。このピアを Reverse Path Forwarding（RPF）ピアと呼びます。

MSDPピアは、非RPFピアから送信元RPへ向かう同じSAメッセージを受信すると、そのメッ
セージをドロップします。それ以外の場合、すべてのMSDPピアにメッセージが転送されま
す。

MSDPメッシュグループ
MSDPメッシュグループを使用すると、ピア RPFフラッディングで生成される SAメッセー
ジ数を抑えることができます。図 6-1で、RPs 1、2および 3は RP 6から SAメッセージを受信
します。メッシュ内のすべてのルータ間にピアリング関係を設定してから、これらのルータの

メッシュグループを作成すると、あるピアから発信されるSAメッセージが他のすべてのピア
に送信されます。メッシュ内のピアが受信した SAメッセージは転送されません。RP 3が発信
する SAメッセージは、RP 1および RP 2に転送されますが、これらの RPは受信したメッセー
ジをメッシュ内のその他の RPには転送しません。

ルータは複数のメッシュグループに参加できます。デフォルトでは、メッシュグループは設

定されていません。
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仮想化のサポート

複数の仮想ルーティングおよびフォワーディング（VRF）インスタンスを定義することができ
ます。MSDP設定を選択された VRFに適用します。

showコマンドに VRF引数を指定して実行すると、表示される情報のコンテキストを確認でき
ます。VRF引数を指定しない場合は、デフォルト VRFが使用されます。

VRFの構成に関する詳細は、『Cisco Nexus 3548スイッチNX-OSユニキャストルーティング構

成ガイド』を参照してください。

MSDPの前提条件
MSDPの前提条件は、次のとおりです。

•スイッチにログインしている。

•現在の仮想ルーティングおよびフォワーディング（VRF）モードが正しい（グローバルコ
マンドの場合）。この章の例で示すデフォルトのコンフィギュレーションモードは、デ

フォルト VRFに適用されます。

• MSDPを設定するネットワークに PIMが設定済みである。

• MSDPを設定する PIMドメインに BGPが設定済みである。

MSDPのデフォルト設定
テーブル 1では、MSDPパラメータのデフォルト設定をリスト化しています。

表 22 : MSDPパラメータのデフォルト設定

デフォルトパラメータ

ピアの説明はありません。説明

ピアは定義された時点でイネーブルになります。管理シャットダウン

すべてのMD5パスワードがディセーブルになっています。MD5パスワード

すべての SAメッセージが受信されます。SAポリシー（IN）

発信される SAメッセージには登録済みの全送信元が含まれ
ます。

SAポリシー（OUT）

上限は定義されていません。SAの上限

ローカルシステムの RPアドレスです。発信元インターフェイスの名

前
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デフォルトパラメータ

グループの上限は定義されていません。グループの上限

60秒SAインターバル

MSDPの設定
MSDPピアリングを有効にするには、各 PIMドメイン内でMSDPピアを設定します。

MSDPピアリングの設定手順は次のとおりです。

ステップ 1 MSDPピアとして動作させるルータを選択します。

ステップ 2MSDP機能を有効にします。「MSDP機能の有効化」セクションを参照してくださ
い。

ステップ 3ステップ 1で選択した各ルータで、MSDPピアを構成します。「MSDPピアの構
成」セクションを参照してください。

ステップ 4各MSDPピアでオプションのMSDPピアパラメータを構成します。「MSDPピア
パラメータの構成」セクションを参照してください。

ステップ 5各MSDPピアのオプショングローバルパラメータを構成します。「MSDPグロー
バルパラメータの構成」セクションを参照してください。

ステップ 6各MSDPピアでオプションのメッシュグループを構成します。「MSDPメッシュ
グループの構成」セクションを参照してください。

MSDPをイネーブルにする前に入力されたMSDPコマンドは、キャッシュに格納され、MSDP
がイネーブルになると実行されます。ip msdp peerまたは ip msdp originator-idコマンドを使
用して、MSDPを有効にします。

（注）

ここでは次の項目について説明します。

• MSDP機能の有効化

• MSDPピアの設定

• MSDPピアパラメータの設定

• MSDPグローバルパラメータの設定

•リモートマルチキャストソースサポート

• MSDPメッシュグループの設定

• MSDPプロセスの再起動
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Cisco IOSの CLIに慣れている場合、この機能に対応する Cisco NX-OSコマンドは通常使用す
る Cisco IOSコマンドと異なる場合があるので注意してください。

（注）

MSDP機能の有効化

手順の概要

1. configure terminal
2. feature msdp

3. （任意） show running-configuration | grep feature

4. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

MSDP機能をイネーブルにして、MSDPコマンドを
実行できるようにします。デフォルトでは、MSDP
機能はディセーブルになっています。

feature msdp

例：

switch# feature msdp

ステップ 2

指定した featureコマンドを表示します。（任意） show running-configuration | grep feature

例：

ステップ 3

switch# show running-configuration | grep feature

設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 4

switch(config)# copy running-config startup-config

MSDPピアの構成
現在の PIMドメインまたは別の PIMドメイン内にある各MSDPピアとピアリング関係を構築
するには、MSDPピアを設定します。最初のMSDPピアリング関係を設定すると、ルータ上で
MSDPがイネーブルになります。
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始める前に

LAN Base Servicesライセンスがインストールされていること、および PIMとMSDPがイネー
ブル化されていることを確認します。

MSDPピアを設定するルータのドメイン内で、BGPおよび PIMが設定されていることを確認
します。

手順の概要

1. configure terminal
2. ip msdp peer peer-ip-address connect-source interface [remote-as as-number]
3. （任意） show ip msdp summary [vrf vrf-name | all]
4. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

MSDPピアを設定してピア IPアドレスを指定しま
す。ソフトウェアは、インターフェイスの送信元 IP

ip msdp peer peer-ip-address connect-source interface
[remote-as as-number]

例：

ステップ 2

アドレスを使用して、ピアとの TCP接続を行いま
す。インターフェイスは、type slot/portという形式switch(config)# ip msdp peer 192.168.1.10

connect-source ethernet 2/1 remote-as 8 で表します。AS番号がローカルASと同じ場合、対
象のピアはPIMドメイン内にあります。それ以外の
場合、対象のピアは PIMドメインの外部にありま
す。デフォルトでは、MSDPピアリングはディセー
ブルになっています。

（注）

このコマンドを使用すると、MSDPピアリングがイ
ネーブルになります。

（注）

ピア IPアドレス、インターフェイス、および AS
番号を必要に応じて変更し、各MSDPピアリング
関係についてステップ 2を繰り返します。

MSDPピアの概要を表示します。（任意） show ip msdp summary [vrf vrf-name | all]

例：

ステップ 3
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目的コマンドまたはアクション

switch# show ip msdp summary

設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 4

switch(config)# copy running-config startup-config

MSDPピアパラメータの設定
テーブル2に示されているオプションのMSDPピアパラメータが構成可能です。これらのパラ
メータは、各ピアの IPアドレスを使用して、グローバルコンフィギュレーションモードで設
定します。

表 23 : MSDPピアパラメータ

説明パラメータ

ピアの説明を示すストリング。デフォルトで

は、ピアの説明は設定されていません。

説明

MSDPピアをシャットダウンするパラメータ。
コンフィギュレーションの設定はこのコマンド

の影響を受けません。このパラメータを使用す

ると、ピアがアクティブになる前に、複数のパ

ラメータ設定を有効にできます。シャットダウ

ンを実行すると、その他のピアとの TCP接続
は強制終了されます。デフォルトでは、各ピア

は定義した時点でイネーブルになります。

管理シャットダウン

ピアの認証に使用されるMD5共有パスワード
キー。デフォルトでは、MD5パスワードはディ
セーブルになっています。

MD5パスワード

着信 SAメッセージのルートマップポリシー。
デフォルトでは、すべての SAメッセージが受
信されます。

（注）

ルートマップポリシーを構成するには、『Cisco

Nexus 3548スイッチ NX-OSユニキャストルー

ティング構成ガイド』を参照してください。

SAポリシー（IN）
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説明パラメータ

発信 SAメッセージのルートマップポリシー。
デフォルトでは、発信される SAメッセージに
は登録済みの全送信元が含まれます。

（注）

ルートマップポリシーを構成するには、『Cisco

Nexus 3548スイッチ NX-OSユニキャストルー

ティング構成ガイド』を参照してください。

SAポリシー（OUT）

ピアで許可され、SAキャッシュに格納される
(S, G)エントリ数。デフォルトでは、上限はあ
りません。

SAの上限

マルチキャストルートマップの構成に関する詳細は、「RP情報配信を制御するためのルート
マップの構成」セクションを参照してください。

メッシュグループの構成に関する詳細は、「MSDPメッシュグループの設定（125ページ）」
セクションを参照してください。

（注）

始める前に

LAN Base Servicesライセンスがインストールされていること、および PIMとMSDPがイネー
ブル化されていることを確認します。

手順の概要

1. configure terminal
2. ip msdp description peer-ip-address description

3. ip msdp shutdown peer-ip-address

4. ip msdp password peer-ip-address password

5. ip msdp sa-policy peer-ip-address policy-name in
6. ip msdp sa-policy peer-ip-address policy-name out
7. ip msdp sa-limit peer-ip-address limit

8. （任意） show ip msdp peer [peer-address] [vrf [vrf-name | known-vrf-name | all]
9. （任意） copy running-config startup-config
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手順の詳細

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

（注）switch# configure terminal
switch(config)# ステップ 2でリストされたコマンドを使用して、

MSDPピアパラメータを設定します。

ピアの説明を示すストリングを設定します。デフォ

ルトでは、ピアの説明は設定されていません。

ip msdp description peer-ip-address description

例：

ステップ 2

switch(config)# ip msdp description 192.168.1.10
peer in Engineering network

ピアをシャットダウンします。デフォルトでは、各

ピアは定義した時点でイネーブルになります。

ip msdp shutdown peer-ip-address

例：

ステップ 3

switch(config)# ip msdp shutdown 192.168.1.10

ピアのMD5パスワードをイネーブルにします。デ
フォルトでは、MD5パスワードはディセーブルに
なっています。

ip msdp password peer-ip-address password

例：

switch(config)# ip msdp password 192.168.1.10
my_md5_password

ステップ 4

着信 SAメッセージのルートマップポリシーをイ
ネーブルにします。デフォルトでは、すべての SA
メッセージが受信されます。

ip msdp sa-policy peer-ip-address policy-name in

例：

switch(config)# ip msdp sa-policy 192.168.1.10
my_incoming_sa_policy in

ステップ 5

発信 SAメッセージのルートマップポリシーをイ
ネーブルにします。デフォルトでは、発信されるSA
メッセージには登録済みの全送信元が含まれます。

ip msdp sa-policy peer-ip-address policy-name out

例：

switch(config)# ip msdp sa-policy 192.168.1.10
my_outgoing_sa_policy out

ステップ 6

ピアから受信可能な（S,G）エントリ数の上限を設
定します。デフォルトでは、上限はありません。

ip msdp sa-limit peer-ip-address limit

例：

ステップ 7

switch(config)# ip msdp sa-limit 192.168.1.10 5000

詳細なMSDPピア情報を表示します。（任意） show ip msdp peer [peer-address] [vrf
[vrf-name | known-vrf-name | all]

ステップ 8

例：

switch# show ip msdp peer 192.168.1.10
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目的コマンドまたはアクション

設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 9

switch(config)# copy running-config startup-config

MSDPグローバルパラメータの設定
テーブル 3に示されているオプションのMSDPグローバルパラメータが構成可能です。

表 24 : MSDPグローバルパラメータ

説明パラメータ

SAメッセージエントリの RPフィールドで使
用される IPアドレス。Anycast RPを使用する
場合は、すべてのRPに対して同じ IPアドレス
を使用します。このパラメータを使用すると、

各MSDPピアの RPに一意の IPアドレスを定
義できます。デフォルトでは、ローカルシステ

ムの RPアドレスが使用されます。

発信元インターフェイスの名前

指定したプレフィックスに対してソフトウェア

が作成する (S, G)エントリの最大数。グループ
の上限を超えた場合、そのグループは無視さ

れ、違反状態が記録されます。デフォルトで

は、グループの上限は定義されていません。

グループの上限

Source-Active（SA）メッセージを送信する間
隔。有効値の範囲は60～65,535秒です。デフォ
ルトは 60秒です。

SAインターバル

始める前に

LAN Base Servicesライセンスがインストールされていること、および PIMとMSDPがイネー
ブル化されていることを確認します。

手順の概要

1. configure terminal
2. ip msdp originator-id interface

3. ip msdp group-limit limit source source-prefix

4. ip msdp sa-interval seconds

5. （任意） show ip msdp summary [vrf vrf-name | all]
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6. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

ピアの説明を示すストリングを設定します。デフォ

ルトでは、ピアの説明は設定されていません。

ip msdp originator-id interface

例：

ステップ 2

SAメッセージエントリの RPフィールドで使用さ
れる IPアドレスを設定します。デフォルトでは、
ローカルシステムの RPアドレスが使用されます。

switch(config)# ip msdp originator-id loopback0

（注）

RPアドレスにはループバックインターフェイスを
使用することを推奨します。

指定したプレフィックスに対してソフトウェアが作

成する (S, G)エントリの最大数。グループの上限を
ip msdp group-limit limit source source-prefix

例：

ステップ 3

超えた場合、そのグループは無視され、違反状態がswitch(config)# ip msdp group-limit 1000 source
192.168.1.0/24 記録されます。デフォルトでは、グループの上限は

定義されていません。

Source-Active（SA）メッセージを送信する間隔。有
効値の範囲は 60～ 65,535秒です。デフォルトは 60
秒です。

ip msdp sa-interval seconds

例：

switch(config)# ip msdp sa-interval 80

ステップ 4

MSDP構成の概要を表示します。（任意） show ip msdp summary [vrf vrf-name | all]

例：

ステップ 5

switch(config)# show ip msdp summary

設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 6

switch(config)# copy running-config startup-config
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リモートマルチキャストソースサポート

マルチキャストトラフィックがアタッチされない送信元から受信された場合、(S,G)ルートは
形成されず、すべてのトラフィックは継続してCPUをヒットします。この機能を有効にして、
トラフィックが CPUに送信されるのを回避し、設定された mrouteでハードウェア内で処理さ
れるようにできます。

この機能が有効の場合、送信元へのスタティック mrouteは ip mroute src-ip next-hopコマンド
を使用して構成します。事前構築された sptが ip pim pre-build-sptコマンドを使用して有効に
なっている場合は、（S、G）ルートが形成され、トラフィックが CPUをヒットしなくなりま
す。また、これらのソースには、登録メッセージが定期的に送信され、MSDP SAメッセージ
がピアに送信されます。

手順の概要

1. configure terminal
2. ip mfwd mstatic register

3. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

リモートマルチキャストソースのサポートを有効

にします。

ip mfwd mstatic register

例：

ステップ 2

switch(config)# ip mfwd mstatic register

設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 3

switch(config)# copy running-config startup-config

MSDPメッシュグループの設定
メッシュで各ピアを指定して、グローバル構成モードでオプションのMSDPメッシュグルー
プを構成できます。同じルータに複数のメッシュグループを設定したり、各メッシュグルー

プに複数のピアを設定したりできます。
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始める前に

LAN Base Servicesライセンスがインストールされていること、および PIMとMSDPがイネー
ブル化されていることを確認します。

手順の概要

1. configure terminal
2. ip msdp mesh-group peer-ip-addr mesh-name

3. （任意） show ip msdp mesh-group [mesh-group] [vrf [vrf-name | known-vrf-name | all]
4. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

MSDPメッシュを設定してピア IPアドレスを指定し
ます。同じルータに複数のメッシュを設定したり、

ip msdp mesh-group peer-ip-addr mesh-name

例：

ステップ 2

各メッシュグループに複数のピアを設定したりでき
switch(config)# ip msdp mesh-group 192.168.1.10
my_mesh_1 ます。デフォルトでは、メッシュグループは設定さ

れていません。

（注）

ピア IPアドレスを変更し、メッシュ内の各MSDP
ピアについてステップ 2を繰り返します。

MSDPメッシュグループ構成に関する詳細を表示し
ます。

（任意） show ip msdp mesh-group [mesh-group] [vrf
[vrf-name | known-vrf-name | all]

例：

ステップ 3

switch# show ip msdp mesh-group

設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 4

switch(config)# copy running-config startup-config

MSDPプロセスの再起動
MSDPプロセスを再起動し、オプションとして、すべてのルートをフラッシュすることができ
ます。
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始める前に

LAN Base Servicesライセンスがインストールされていること、および PIMとMSDPがイネー
ブル化されていることを確認します。

手順の概要

1. restart msdp
2. configure terminal
3. ip msdp flush-routes

4. （任意） show running-configuration | include flush-routes

5. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

手順

目的コマンドまたはアクション

MSDPプロセスを再起動します。restart msdp

例：

ステップ 1

switch# restart msdp

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 2

switch# configure terminal
switch(config)#

MSDPプロセスの再起動時に、ルートを削除しま
す。デフォルトでは、ルートはフラッシュされませ

ん。

ip msdp flush-routes

例：

switch(config)# ip msdp flush-routes

ステップ 3

実行コンフィギュレーションの flush-routes構成行を
表示します。

（任意） show running-configuration | include
flush-routes

例：

ステップ 4

switch(config)# show running-configuration |
include flush-routes

設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 5

switch(config)# copy running-config startup-config
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MSDPの設定の確認
MSDPの設定情報を表示するには、次の作業のいずれかを行います。

説明コマンド

MSDP（S,G）のエントリ数およびグループ数を
自律システム（AS）番号別に表示します。

show ip msdp count [as-number] [vrf vrf-name
|known-vrf-name | all]

MSDPメッシュグループ設定を表示します。show ip msdp mesh-group [mesh-group] [vrf
vrf-name | all]

MSDPピアのMSDP情報を表示します。show ip msdp peer [peer-address] [vrf vrf-name |
known-vrf-name | all]

RPアドレスへのBGPパス上にあるネクストホッ
プ ASを表示します。

show ip msdp rpf [peer-address] [vrf vrf-name |
known-vrf-name | all]

MSDPで学習された送信元と、グループ上限設
定に関する違反状況を表示します。

show ip msdp sources [peer-address] [vrf vrf-name
| known-vrf-name | all]

MSDPピア設定の要約を表示します。show ip msdp summary [peer-address] [vrf vrf-name
| known-vrf-name | all]

vPCマルチキャスト最適化が有効か無効かを表
示します。

show ip igmp snooping

これらのコマンドから出力でフィールドに関する詳細は、『Cisco Nexus 3000シリーズ NX-OS
マルチキャストルーティングコマンドリファレンス』を参照してください。

統計の表示
次に、MSDPの統計情報を、表示およびクリアするための機能について説明します。

統計の表示

テーブル 4でリスト化されているコマンドを使用して、MSDP統計情報を表示できます。

表 25 : MSDP統計情報コマンド

目的コマンド

MSDPピアのMSDPポリシー統計情報を表示
します。

show ip msdp policy statistics sa-policy
peer-address { in | out} [ vrf vrf-name |
known-vrf-name | all]
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目的コマンド

MSDPSAルートキャッシュを表示します。送
信元アドレスを指定した場合は、その送信元

に対応するすべてのグループが表示されます。

グループアドレスを指定した場合は、そのグ

ループに対応するすべての送信元が表示され

ます。

show ip msdp { sa-cache | route}[ source-address
][ group-address ][ vrf vrf-name | known-vrf-name
| all ] [ asn-number ] [ peer peer-address ]

統計情報のクリア

表 5に一覧になっているコマンドを使用して、MSDP統計情報をクリアできます。

表 26 :統計情報のクリアコマンド

説明コマンド

MSDPピアとの TCP接続をクリアします。clear ip msdp peer [peer-address] [vrf vrf-name |
known-vrf-name]

MSDPピア SAポリシーの統計情報カウンタを
クリアします。

clear ip msdp policy statistics sa-policy peer-address
{in | out} [vrf vrf-name | known-vrf-name]

MSDPピアの統計情報をクリアします。clear ip msdp statistics [peer-address] [vrf vrf-name
| known-vrf-name]

SAキャッシュ内のグループエントリをクリア
します。

clear ip msdp {sa-cache | route} [group-address]
[vrf vrf-name | known-vrf-name | all]

MSDPの設定例
MSDPピア、一部のオプションパラメータ、およびメッシュグループを設定するには、MSDP
ピアごとに次の手順を実行します。

1. 他のルータとのMSDPピアリング関係を設定します。
switch# configure terminal
switch(config)# ip msdp peer 192.168.1.10 connect-source ethernet 1/0 remote-as 8

2. オプションのピアパラメータを設定します。

switch# configure terminal
switch(config)# ip msdp password 192.168.1.10 my_peer_password_AB

3. オプションのグローバルパラメータを設定します。

switch# configure terminal
switch(config)# ip msdp sa-interval 80

Cisco Nexus 3548スイッチ NX-OSマルチキャストルーティング構成ガイド、リリース 10.6(x)
129

MSDPの設定

統計情報のクリア



4. 各メッシュグループ内のピアを設定します。

switch# configure terminal
switch(config)# ip msdp mesh-group 192.168.1.10 mesh_group_1

次に、下に示すMSDPピアリングのサブセットの設定例を示します。

RP 3: 192.168.3.10（AS 7）

configure terminal
ip msdp peer 192.168.1.10 connect-source ethernet 1/1
ip msdp peer 192.168.2.10 connect-source ethernet 1/2
ip msdp peer 192.168.6.10 connect-source ethernet 1/3 remote-as 9
ip msdp password 192.168.6.10 my_peer_password_36
ip msdp sa-interval 80
ip msdp mesh-group 192.168.1.10 mesh_group_123
ip msdp mesh-group 192.168.2.10 mesh_group_123
ip msdp mesh-group 192.168.3.10 mesh_group_123

RP 5: 192.168.5.10（AS 8）

configure terminal
ip msdp peer 192.168.4.10 connect-source ethernet 1/1
ip msdp peer 192.168.6.10 connect-source ethernet 1/2 remote-as 9
ip msdp password 192.168.6.10 my_peer_password_56
ip msdp sa-interval 80

RP 6: 192.168.6.10（AS 9）

configure terminal
ip msdp peer 192.168.7.10 connect-source ethernet 1/1
ip msdp peer 192.168.3.10 connect-source ethernet 1/2 remote-as 7
ip msdp peer 192.168.5.10 connect-source ethernet 1/3 remote-as 8
ip msdp password 192.168.3.10 my_peer_password_36
ip msdp password 192.168.5.10 my_peer_password_56
ip msdp sa-interval 80

次に、CiscoNX-OSRelease 5.0(3)U2(1)を実行するスイッチの IGMPスヌーピング情報に関する
情報を表示する例を示します。また、仮想ポートチャネル（vPC）のマルチキャスト最適化の
ステータスを示します。

switch# show ip igmp snooping
Global IGMP Snooping Information:
IGMP Snooping enabled
Optimised Multicast Flood (OMF) disabled
IGMPv1/v2 Report Suppression enabled
IGMPv3 Report Suppression disabled
Link Local Groups Suppression enabled
VPC Multicast optimization disabled
IGMP Snooping information for vlan 1
IGMP snooping enabled
Optimised Multicast Flood (OMF) disabled
IGMP querier present, address: 10.1.1.7, version: 2, interface Ethernet1/13
Switch-querier disabled
IGMPv3 Explicit tracking enabled
IGMPv2 Fast leave disabled
IGMPv1/v2 Report suppression enabled
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IGMPv3 Report suppression disabled
Link Local Groups suppression enabled
Router port detection using PIM Hellos, IGMP Queries
Number of router-ports: 1
Number of groups: 0
Active ports:
Eth1/11 Eth1/13
switch#

その他の参考資料
MSDPの実装に関する詳細情報については、次の項目を参照してください。

•関連資料

•標準

•付録 A、IPマルチキャスト向け IETF RFC

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

Cisco Nexus 3000シリーズ NX-OSマルチキャストルーティング
コマンドリファレンス

CLIコマンド

標準

タイトル標準

-この機能でサポートされる新規の標準または変更さ

れた標準はありません。また、既存の標準のサポー

トは変更されていません。
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https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/switches/datacenter/nexus3000/sw/command/reference/5_0_3/multicast/3k_cmd_ref_mcr.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/switches/datacenter/nexus3000/sw/command/reference/5_0_3/multicast/3k_cmd_ref_mcr.html
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第 7 章

マルチキャストエクストラネットの構成

この章では、CiscoNX-OSスイッチでマルチキャストエクストラネットを構成する方法を説明
します。

この章は、次の項で構成されています。

•マルチキャストエクストラネットに関する詳細（133ページ）
•マルチキャストエクストラネットの注意事項と制限事項（133ページ）
•マルチキャストエクストラネットの構成（134ページ）
•マルチキャストエクストラネット構成の確認（135ページ）

マルチキャストエクストラネットに関する詳細
現在のNX-OSマルチキャスト実装では、マルチキャストトラフィックは同じVRF内のみでフ
ローできます。マルチキャストエクストラネット機能では、企業ネットワークのソースとは異

なる VRFにマルチキャストレシーバが存在する場合があります。

マルチキャストエクストラネットを使用すると、レシーバ VRFのマルチキャストルートの
RPFルックアップをソース VRFで実行できるため、有効な RPFインターフェイスを返すこと
ができます。これにより、レシーバ VRFからソース VRFへのソースまたは RPツリーが形成
され、ソースVRFから発信されたトラフィックをレシーバVRFのOIFに転送できるようにな
ります。

別の VRFで RPF選択をサポートするには、ip multicast rpf select vrfコマンドを使用します。

マルチキャストエクストラネットの注意事項と制限事項
マルチキャストエクストラネットには、次の注意事項と制限事項があります。

•送信元と RPは同じ VRFにある必要があります。

•マルチキャスト NATとマルチキャストエクストラネットは、同じボックスの同じグルー
プに対して共存しないようにしてください。

• Auto RPは、マルチキャストエクストラネットではサポートされていません。
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•必要なマルチキャストルートと VRFの数によって、マルチキャストによるメモリ消費量
が決まります。

•マルチキャスト VPN（MVPN）エクストラネットは、マルチキャストエクストラネット
ではサポートされていません。

• RPFルックアップは、ip multicast rpf select vrfコマンドで指定された VRFで実行されま
す。フォールバックモードはサポートされていません。

•ファストパスモードでのASMマルチキャストグループ変換では、未変換グループのスタ
ティックOIFを IGMPv2インターフェイスで構成する必要があります。送信元固有のスタ
ティック OIF構成（IGMPv3）はサポートされていません。

マルチキャストエクストラネットの構成

始める前に

開始する前に、PIMが有効になっていることを確認してください。

手順の概要

1. configure terminal
2. ip multicast rpf select vrf src-vrf-name group-list group-range

3. （任意） show ip mroute

4. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

別の VRFでの RPF選択をサポートします。サポー
トを無効にするには、このコマンドの no形式を使
用します。

ip multicast rpf select vrf src-vrf-name group-list
group-range

例：

ステップ 2

vrf src-vrf-nameは送信元 VRF名です。名前は最大
32文字の英数字で、大文字と小文字が区別されま
す。

switch(config)# ip multicast rpf select vrf red
group-list 224.1.1.0/24

group-list group-rangeは RPF選択のグループ範囲で
す。形式は A.B.C.D/LENで、最大長は 32です。
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目的コマンドまたはアクション

IPv4マルチキャストルートの実行コンフィギュレー
ション情報を表示します。

（任意） show ip mroute

例：

ステップ 3

switch(config)# show ip mroute

設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 4

switch(config)# copy running-config startup-config

マルチキャストエクストラネット構成の確認
マルチキャストエクストラネット構成情報を表示するには、次のタスクのうちいずれかを実行

します。

表 27 :

目的コマンド

IPv4マルチキャストルートの実行コンフィ
ギュレーション情報を表示します。

show ip mroute

次の例では、IPv4マルチキャストルートのルーティング構成に関する情報を表示する方法を
示します。

switch(config)# show ip mroute
IP Multicast Routing Table for VRF "default"

(*, 225.1.1.207/32), uptime: 00:13:33, ip pim

Incoming interface: Vlan147, RPF nbr: 147.147.147.2, uptime: 00:13:33

Outgoing interface list: (count: 0)

Extranet receiver in vrf blue:

(*, 225.1.1.207/32) OIF count: 1

(40.1.1.2/32, 225.1.1.207/32), uptime: 00:00:06, mrib ip pim

Incoming interface: Vlan147, RPF nbr: 147.147.147.2, uptime: 00:00:06

Outgoing interface list: (count: 0)

Extranet receiver in vrf blue:

(40.1.1.2/32, 225.1.1.207/32) OIF count: 1
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switch(config)#

これらのコマンドからの出力でフィールドに関する詳細情報は、『Cisco Nexus 3000シリーズ
マルチキャストルーティングコマンドリファレンス』を参照してください。

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

Cisco Nexus 3000シリーズマルチキャストルーティングコマンドリファレンスCLIコマン
ド

標準

タイト

ル

標準

—この機能でサポートされる新規の標準または変更された標準はありません。また、

既存の標準のサポートは変更されていません。
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関連資料

https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/switches/datacenter/nexus3000/sw/command/reference/5_0_3/multicast/3k_cmd_ref_mcr.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/switches/datacenter/nexus3000/sw/command/reference/5_0_3/multicast/3k_cmd_ref_mcr.html
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付録 A
IPマルチキャストについての IETF RFC

この付録には、IPマルチキャスト関連の、インターネット技術特別調査委員会（IETF）策定の
RFCを掲載しています。IETF RFCの詳細については、http://www.ietf.org/rfc.htmlを参照してく
ださい。

• IPマルチキャストについての IETF RFC（137ページ）

IPマルチキャストについての IETF RFC
タイトルRFC

『Internet Group Management Protocol, Version 2』RFC 2236

管理用スコープの IPマルチキャストRFC 2365

BGP-4のマルチプロトコル拡張RFC 2858

インターネットグループ管理プロトコル、バージョン 3RFC 3376

『Anycast Rendezvous Point (RP) mechanism using Protocol Independent Multicast (PIM)

and Multicast Source Discovery Protocol (MSDP)』

RFC 3446

送信元特定マルチキャスト（SSM）の概要RFC 3569

Multicast Source Discovery Protocol（MSDP）RFC 3618

Internet Group Management Protocol（IGMP）スヌーピングスイッチの考慮事項RFC 4541

『Protocol Independent Multicast - Sparse Mode (PIM-SM): Protocol Specification

(Revised)』

RFC 4601

『Anycast-RP Using Protocol Independent Multicast (PIM)』RFC 4610

『IP Multicast MIB』RFC 5132
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http://www.ietf.org/rfc.html
http://www.ietf.org/rfc/rfc2236.txt
http://www.ietf.org/rfc/rfc2365.txt
http://www.ietf.org/rfc/rfc2858.txt
http://www.ietf.org/rfc/rfc3376.txt
http://www.ietf.org/rfc/rfc3446.txt
http://www.ietf.org/rfc/rfc3569.txt
http://www.rfc-editor.org/rfc/rfc3618.txt
https://tools.ietf.org/wg/magma/draft-ietf-magma-snoop/rfc4541.txt
http://www.ietf.org/rfc/rfc4601.txt
http://www.ietf.org/rfc/rfc4610.txt
http://www.ietf.org/rfc/rfc5132.txt
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


